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決算審査特別委員会会議録 

 

平成２５年１１月７日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ４時４７分閉議（実時間３２５分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９７号・平成２４年度八代市一般会

計決算ほか１１件 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  友 枝 和 明 君 

副委員長  前 川 祥 子 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

議  長  橋 本 幸 一 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 有 田 俊 二 君 
 
 商工観光部長 
            宮 村 博 幸 君 
 （八代ブランド営業本部長兼務） 

  商工観光部次長   宮 村 明 彦 君 

  重点港湾八代港営業隊長 髙 﨑   正 君 

  八代ブランド営業総室長 久木田 昌 一 君 

  観光振興課長    水 本 和 博 君 

  商工振興課長    川 野 雄 一 君 

 市民協働部 

  泉支所総務振興課長 橋 本 和 郎 君 

 建設部長       船 藏 満 彦 君 

  建設部次長     市 村 誠 治 君 

  街路公園課長    閘   賢 一 君 

  区画整理課長    湯 野   孝 君 
 
 
  建設部首席審議員兼 
            下 川 哲 夫 君 
  土木建設課長 
 

 市民協働部長     山 本 道 弘 君 

  市民協働部次長   本 村 秀 一 君 

  防災安全課長    東 坂   宰 君 
 
  防災安全課 
            髙 田 剛 志 君 
  消防防災係長 
 

  文化まちづくり課長 和久田 敬 史 君 

  いきいきスポーツ課長 稲 本 俊 一 君 
 
  いきいきスポーツ課副主幹兼 
            豊 田 正 樹 君 
  振興係長 
 

 教育部長       北 岡   博 君 

  教育部次長     増 住 眞 也 君 
 
  教育部首席審議員兼 
            塚 副   徹 君 
  学校教育課長 
 

                              

○記録担当書記    小 川 孝 浩 君 

           松 本 和 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（友枝和明君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから決算審査特別委員会を開会いたし

ます。 

                              

◎議案第９７号・平成２４年度八代市一般会計

決算ほか１１件 

○委員長（友枝和明君） それでは、これより

議案第９７号から同第１０８号まで、すなわち

平成２４年度八代市一般会計決算及び同各特別

会計決算の１２件を議題といたします。 
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 本日は、お手元に配付の日程表のとおり、議

案第９７号・平成２４年度八代市一般会計決算

のうち、歳出の第６款・商工費及び第１０款・

災害復旧費中、商工観光部関係、第７款・土木

費、第１０款・災害復旧費中、建設部関係及び

第１２款・諸支出金中、建設部関係、第８款・

消防費、第１０款・災害復旧費中、市民協働部

関係、第９款・教育費、第１０款・災害復旧費

中、市民協働部関係、第９款・教育費、第１０

款・災害復旧費中、教育部関係について審査を

予定しておりますので、御協力をよろしくお願

いいたします。 

 次に、第６款・商工費及び第１０款・災害復

旧費中、商工観光部関係について、一括して説

明を求めます。 

○商工観光部長（八代ブランド営業本部長兼

務）（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部部

長。 

○商工観光部長（八代ブランド営業本部長兼

務）（宮村博幸君） はい。おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 平成２４年度一般会計決算審査に当たりまし

て、商工観光部が所管をいたします主な事業に

つきまして、まず私なりに総括をさせていただ

きたいと思います。失礼して、座らせていただ

きます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○商工観光部長（八代ブランド営業本部長兼

務）（宮村博幸君） まず、歳出決算の状況で

ございますが、資料につきましては、平成２４

年度主要な施策の成果に関する調書その１の６

ページのほうにございますので、ごらんいただ

ければと思います。 

 目的別の項目第６、商工費の予算現額２２億

３３２０万６０００円に対し、支出済額は２１

億９９７２万７０００円で、執行率は９８.５

％、構成比は４％となっておりまして、平成２

３年度と比較をいたしますと、６億６２５０万

円、４３.１％の大幅な増となっております。

これは、まちづくり交流基金への積み立てがご

ざいましたことが主な要因となっております。 

 それでは、資料はございませんが、各課ごと

に申し上げていきたいと思います。なお、詳細

につきましては、後ほど宮村次長のほうから説

明をいたしますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

 まず、商工振興課が所管をいたします事業の

中で、工業振興及び雇用促進に係る事業でござ

いますが、特に企業誘致につきましては、自動

車や半導体関連の製造業を初め、本市への立地

の可能性が高いと考えられます飼料製造業、運

輸業などを中心に企業訪問をするとともに、ダ

イレクトメールの送付、関東・関西などの熊本

県人会や高校同窓会への参加による情報収集、

各種展示会での出展企業への訪問など、さまざ

まな機会を通じまして誘致活動に取り組みまし

た。その結果、平成２４年度の企業立地は５件

ございました。３５名の新規雇用を生んだとこ

ろです。その内訳は、新規の企業が２件、地場

企業の増設が３件となっております。 

 今後は、県と連携をとりながらタイムリーな

企業訪問を行い、くまもと県南フードバレー構

想と連動をしました企業誘致活動を展開してい

く必要があると考えております。 

 雇用促進事業につきましては、新規雇用を行

いました企業への雇用奨励金や求職者の資格取

得に対しての支援、中高年齢者を対象としまし

た職業相談、職業紹介を実施するとともに、ハ

ローワーク八代との共催で来春高卒者就職促進

会や合同面接会などを実施してまいりました

が、本年９月の八代管内の有効求人倍率は０.

８１ポイント、県の０.９１ポイントをまだ下

回っておりますので、今後も引き続き雇用の場

の確保に努めたいと考えております。 

 次に、商業振興に係る事業でございますが、
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平成２３年度で中心市街地活性化基本計画の認

定期間が終了したことに伴い、平成２４年度か

ら、地元商店街がみずから考え、みずから取り

組むまちなか活性化協議会の活動が再開され、

中心市街地に人を呼び込むためのさまざまな取

り組みを行われました。 

 特に、新たな取り組みとして、経済産業省の

中小商業活力向上事業の採択を受けて実施をし

ております健康づくり拠点推進事業、通称テク

テク歩こう商店街と申しますこの事業は、健康

づくりと商店街の活性化を組み合わせた全国で

も先進的な取り組みであり、今後のまちなか活

性化協議会の核となる事業と期待をしていると

ころでございます。 

 しかしながら、平成２４年の６月、パチンコ

店の閉店の影響のため、通行量調査によります

と来街者数は減少しておりますことから、跡地

の利活用については、民間による開発の話もあ

るようでございますが、市としても、今後とも

情報の収集に努め、動向を注視してまいりたい

と思います。 

 また、本町２丁目商店街振興組合におきまし

ても、鶴屋生活彩館が入居をいたしますテナン

トビルの老朽化問題も含めて、さまざまな検討

が行われておりますので、本市においても、合

意形成が図られるよう助言・指導を行い、方針

決定後の事業推進に向け、庁内横断的な支援を

していく必要があると考えております。 

 次に、観光振興課が所管します事業ですが、

平成２４年度は受け入れ対策に重点を置いた施

策を実施しております。 

 まず、日奈久温泉観光振興につきましては、

旅館アドバイザー派遣事業を、県の地域づくり

チャレンジ推進補助金の採択を受けて実施をし

ました。５件の旅館が手を挙げられ、アドバイ

ザーから、ネット販売の強化とその手法、設備

投資の優先順位に対する助言、コスト抑制やモ

デル収支の提示など、改善指導を受けておりま

す。 

 旅館のほうからは、将来の営業目標が明確に

なった、サービスから改善し順次設備も改善を

したいなどの意見が出されまして、早速設備の

改善をされたところもございます。それなりの

効果はあったと思っております。今後も、この

状況把握は続けてまいりたいと思います。 

 また、宿泊客の増加を目的に、宿泊をされる

団体客への補助を実施しましたところ、目標の

６００名を上回る３１団体７２２名の利用がご

ざいました。しかしながら、全体では宿泊客は

減少しております。ウインズ八代や日奈久ばん

ペい湯のオープンによりまして増加傾向にござ

います日帰り客を、いかにして宿泊に結びつけ

るかが課題と考えております。 

 次に、五家荘観光につきましては、紅葉シー

ズンだけではなく、年間を通じておいでいただ

けるよう、ＮＨＫ大河ドラマ平清盛に合わせた

キャンペーンの実施や日本山岳遺産認定に伴う

受け入れ体制の整備を行っておりまして、宿泊

・日帰り客とも、わずかではございますが増加

をしておりますので、今後もさまざまなキャン

ペーン事業などを実施してまいります。 

 また、本市には多くの観光施設がございます

が、そのほとんどが建設から相当の年数を経て

おります。限られた予算の中で、改修や設備更

新の計画はございますものの、突発的な補修、

改修が必要となることが多発しておりますの

で、施設の維持管理につきまして、改めてしっ

かりと検討をしたいと考えております。 

 次に、重点港湾八代港営業隊が所管します事

業のうち、まずクルーズ客船の寄港につきまし

ては、平成２４年度は、官民一体となりました

積極的な誘致活動によりまして、熊本県初とな

りました中国から１５２１名の観光客を乗せた

コスタ・ビクトリア７万５０００トンを初め、

６年連続の寄港となりました飛鳥Ⅱ、ふじ丸、

そして韓国船籍のクラブハーモニーが寄港をし
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ております。 

 本年度は、御存じのとおり中国との関係が悪

化しているため、中国からのクルーズ船の寄港

はありませんが、コスタ・ビクトリア７万５０

００トンを上回る大型クルーズ船の受け入れを

検討いたします、船舶航行安全対策調査の準備

を県のほうが進めておりますので、今後は大型

クルーズ船の寄港がふえるものと考えておりま

す。 

 また、国際コンテナ航路につきましては、こ

とし韓国１便、中国２便が新たに就航をし、週

５便体制となっております。これは、本市のポ

ートセールスアドバイザーとともに行いました

航路開設に向けた積極的な誘致活動が、功を奏

したものであると認識しております。 

 次に、八代港ポートセールス事業として、平

成２４年度、６１０社への荷主企業訪問や他市

での八代港セミナーの開催、ダイレクトメール

による荷主企業への資料送付などを積極的に行

いました。その結果、平成２４年度は、対前年

度比２０.１％増の１万１３６７ＴＥＵを取り

扱っております。しかしながら、取扱貨物量は

増加はしておりますものの、新規に就航をいた

しました航路の貨物量はまだまだ十分とは言え

ておりません。航路維持のために、より効果的

なポートセールスを積極的に進めていく必要が

あると考えております。 

 次に、八代ブランド営業総室が所管をいたし

ます事業でございますが、八代の特産品などを

八代ブランドとして都市圏へ浸透させ、八代の

認知度向上を図るための戦略としまして、東京

板橋区のとれたて村などのアンテナショップを

初め、大都市圏での物産観光展を開催するとと

もに、福岡ソフトバンクホークスオフィシャル

スポンサー事業により、福岡をターゲットとし

て、球場のオーロラビジョンを利用した映像広

告やファン会報誌への広告掲載などを行いまし

た。ほかに、八代出身者へ送る情報誌やつしろ

の風を発行し、ふるさと八代の旬な情報をお伝

えすることで、わずかではございますが、特産

品の購入やふるさと納税、八代への帰省や観光

につながったところでございます。 

 また、２４年度から、東京のほかに大阪、福

岡の県事務所に職員を派遣し、積極的に八代ブ

ランドの浸透を図っております。その成果とし

て、大阪では、八代産の農産物や加工品を中心

に取り扱う店舗を開拓し、その店舗が神奈川県

のほうへ支店を出され、そちらとの取引も開始

されるなどの成果が出ております。福岡のほう

では、キャナルシティで観光物産展を開催し、

ホテルの地下レストラン８店舗において八代特

産品を使用した特別メニューを展開し、３日間

で１０００食を売り上げるなど、八代ブランド

の浸透に努めたところでございます。 

 これまでの取り組みにより、八代の新鮮で安

心・安全な農産品は大都市圏で大変好評である

ということは確認をしたところでございまし

て、今後は、この商品が手薄となります夏場の

対策と特産品の特色を生かした加工品の開発が

課題であると考えております。 

 最後になりますが、商工観光部は少人数で大

きなイベントに追われているという感がござい

ますが、各課間の連携をさらに強化をいたしま

して、八代を売り込むための営業活動と受け入

れ体制の充実に努めてまいりたいと思います。 

 以上、私の総括とさせていただきます。委員

各位におかれましては、御理解、御指導を賜り

ますようよろしくお願いを申し上げます。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）商工観光部次長の宮村です。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、個々の歳出の決算につきまして説
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明いたします。座って説明させていただきま

す。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 部長もお話

ししましたように、平成２４年度における主要

な施策の成果に関する調書その２の２０８ペー

ジをお開きください。説明に際しましては、１

００円単位を四捨五入し、１０００円単位で説

明させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 商工観光部所管の事業は、２０８ページから

２４１ページの１７事業となっております。 

 まず、２０８ページの緊急雇用創出基金事業

ですが、これは、失業者に対しまして、次の雇

用までのつなぎとなる就業機会を提供するた

め、市の委託または市が事業主体となって雇用

機会を創出するための事業を実施するもので、

平成２４年度は、介護・医療などの重点分野及

び震災対策事業が対象となっております。決算

額は６４０万６０００円、財源は全て県支出金

です。 

 恐れ入りますが、財源内訳の中の一般財源６

４０７円の前に、マイナスの三角が欠落してお

りますので挿入をお願いいたします。 

 県支出金が６４１万３０００円となっており

ますが、決算額を上回っております。これは、

緊急雇用創出基金事業の年度末の報告が見込み

額で報告したため、その後の事業確定後、６４

０７円を県に戻入したことによるものでござい

ます。事業内容は、五家荘観光案内等業務委託

事業や特定健診受診率向上緊急対策事業など、

５事業を実施しております。 

 次のページの事務事業の自己評価ですが、事

業実施の妥当性、活動内容の有効性、実施方法

の効率性は妥当とし、今後の方向性は、現行ど

おり市による実施としています。 

 ２１０ページをお開きください。 

 八代港ポートセールス事業は、県や港湾事業

者、荷主等と情報を共有し、官民一体となった

ポートセールスを展開するとともに、航路誘

致、港湾利用企業の調査、セミナーの開催、港

の利用促進につながる支援制度の研究などを行

っています。決算額は７８７５万７０００円、

不用額の主なものは、コンテナ利用助成金で２

３２万円です。施策の主なものとして、荷主企

業等への訪問旅費、２人の専門家に対するポー

トセールスアドバイザー委託料、八代港ポート

セールス協議会負担金等となっています。 

 コンテナ利用助成金は、２３年度からの新規

事業でありまして、県の支援制度と合わせます

と、新規の場合が１ＴＥＵ当たり２万円、継続

の場合は１ＴＥＵ当たり１万５０００円となり

ます。２４年度実績ですが、実入りコンテナで

すけれども、新規貨物が５７７ＴＥＵ、継続貨

物が６０６７ＴＥＵとなっております。なお、

コンテナ全体の利用実績としましては７７１９

ＴＥＵとなり、２３年度と比較しますと１７０

２ＴＥＵ増加しております。 

 次のページの自己評価では、事業実施の妥当

性の市の関与の必要性は、基本的にポートセー

ルス事業は民間事業者が主体的に取り組むべき

ものと考えており、また、活動内容の有効性の

事業の見直しについては、情報を分析し、八代

港の活用につながるよう研究を重ねる必要があ

ると考えています。今後の方向性は、要改善を

伴う市による実施としています。 

 ２１２ページをお開きください。 

 クルーズ客船誘致事業は、大きな経済効果が

期待されるクルーズ客船を誘致するため、海外

船社等や旅行社への誘致活動を行い、県及び県

南自治体と連携して観光客向けのオプショナル

ツアーを展開したもので、決算額は７９３万２

０００円、財源内訳の県支出金は、県の地域づ

くり夢チャレンジ推進補助金３２７万円です。

不用額の主なものは、クルーズ客船関係業務委

託料の入札残９２万円と海外ポートセールス旅
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費の執行残５５万円でございます。 

 夢チャレンジ推進補助金は、自主的な地域づ

くりを県が後押しするため、雇用や交流拡大、

地域コミュニティー維持などの取り組みに対し

て支援されるもので、補助割合は２分の１から

全額となっています。事業の主なものは、クル

ーズ客船受け入れセレモニー会場設営業務委託

や入港記念グッズ、クルーズ客船誘致用ＤＶＤ

作成委託費となっています。 

 次のページの自己評価では、事業の妥当性、

有効性、効率性ありとしており、今後の方向性

としては、規模拡充しての市による実施として

います。 

 ２１４ページをお開きください。 

 商業振興対策事業は、市内商工業者への経営

指導・助言や金融あっせん、人材育成事業等を

実施する八代商工会議所及び八代市商工会の運

営が安定かつ円滑に行えるように支援すること

により、商工業者の利益を図るとともに地域経

済の発展に資するもので、決算額は２団体合計

で３５９２万円で、内訳は、八代商工会議所が

９５０万円、八代市商工会が２６４２万円とな

っております。 

 次のページの自己評価では、事業の妥当性、

有効性はあるとし、実施方法の効率性の受益者

負担の適正化については、今後検討の余地あり

と考えています。今後の方向性としては、現行

どおり市による実施としています。 

 ２１６ページをお開きください。 

 商工業資金貸付・出資事業は、市内中小企業

者への長期低利融資及び信用保証料の補給を行

うことにより中小企業者の負担軽減と経営安定

を図るもので、決算額は５億２１６７万３００

０円、財源内訳のその他特定財源の５億円は、

預託金元金収入となっています。主なものは、

信用保証料補助負担金、これは、経営安定特別

融資制度の信用保証料を通常より０.２％低利

で運用していることにより、基本保証料との差

額を信用保証協会に負担しております。資金融

資制度保証料補給金は、保証料の２分の１また

は全額を補助しており、平成２４年度実績は１

８９件となっています。中小企業経営安定特別

融資制度預託金を含む４融資制度の実施のた

め、金融機関に５億円を預託しております。代

位弁済に伴う損失補償金は、信用保証協会が行

う代位弁済に対する損失補償額の市の負担分３

件分です。 

 次のページ、自己評価では、事業の妥当性、

有効性、効率性はあるとし、今後の方向性とし

ては、現行どおり市による実施としておりま

す。 

 恐れ入りますが、資料では、民間委託の拡

大、市民等との協働等による市による実施とな

っておりますが、現行どおり市による実施に訂

正いただきますようお願いいたします。申しわ

けございません。繰り返しますと、現行どおり

市による実施にチェックをお願いいたします。 

 ２１８ページをお開きください。 

 商店街活性化事業は、魅力ある商店街づくり

の促進により商店街の活性化を図るため、商店

街等が行う商店街魅力向上ソフト事業、商店街

連合事業、空き店舗活用事業、チャレンジスト

アー事業に対し助成するもので、決算額は１８

８１万９０００円、不用額の主なものは、ソフ

ト事業及びチャレンジストアー事業それぞれの

申請額が予定を下回ったことによるものでござ

います。施策の主なものは、商店街活性化事業

補助金となっています。 

 次のページの自己評価では、活動内容の有効

性の２項目とも、社会動向などの影響を受けや

すく順調とは言えず、状況に応じて事業を見直

す必要があると考えています。また、実施方法

の効率性の受益者負担の適正化は、商店街の活

性化の状況次第で見直す余地があると考えてい

ます。今後の方向性は、現行どおり市による実

施としています。 
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 ２２０ページをお開きください。 

 工業振興補助助成事業は、地場企業の振興発

展に向けた支援体制を整備し、産学官の連携に

よる新産業の創出や人材育成等への支援を行う

ことにより、本市の工業の活性化を図るもので

す。 

 具体的には、産業活性化研究開発等支援事業

補助金制度に基づき、企業が産学連携、農商工

連携、新連携等を活用し、新製品・新技術開発

を行う企業等への補助、産業活性化事業を展開

している工業振興協議会への補助、企業振興促

進条例に基づき、投資額や新規雇用者の数に応

じた奨励措置の実施、また、産業活性化人材育

成支援事業補助金制度に基づく、企業が技術向

上や経営基盤安定を図るための従業員研修に対

する補助等があり、決算額は４５１２万４００

０円となっています。 

 次のページの自己評価では、事業の妥当性、

効率性とも妥当とし、有効性については、企業

のニーズ等に適応し、その都度見直す必要があ

ると考えています。今後の方向性は、現行どお

り市による実施としています。 

 ２２２ページをお開きください。 

 企業誘致対策事業は、新たな企業を誘致する

ための企業調査や企業訪問のほか、企業誘致の

ための情報発信等を行っています。決算額は２

５９万９０００円、施策の主なものは、企業訪

問のための旅費、パンフレット作成費、熊本県

企業誘致連絡協議会の会費となっています。 

 次のページの自己評価では、活動内容の有効

性は、誘致件数が指標どおり伸びておらず、事

業内容も状況に応じた見直しが必要があると考

えています。実施方法の効率性の中の他事業と

の統合・連携及び人件費の見直しは、フードバ

レー構想を促進するために、八代港営業隊や農

林水産部局等との連携を図る必要があると考え

ています。今後の方向性は、規模拡充し、市に

よる実施としております。 

 ２２４ページをお開きください。 

 まちづくり交流基金事業は、平成２５年３

月、八代ふるさと市町村圏基金の廃止に伴い、

八代広域行政事務組合からの八代ふるさと市町

村圏基金の返還金を原資に八代市まちづくり交

流基金を設置したもので、基金を活用し、本市

の地域振興事業の推進を図るものです。決算額

は８億８００８万４０００円、全額八代ふるさ

と市町村圏基金返還金です。 

 次のページの自己評価は、妥当性、有効性、

効率性とも妥当で、今後の方向性は、現行どお

り市による実施としています。 

 ２２６ページをお開きください。 

 全国花火競技大会負担金事業は、花火大会を

通して、煙火業者の技術向上と本市の観光事業

及び商工業の振興に寄与することとしており、

大型観光バス３２８台、バスツアー客１万３４

２５人を含む県内外からの約３０万人が観覧さ

れております。なお、昨年は、中国上海からの

クルーズ客船の乗船者１５２１人のうち、７３

１名も花火を観覧されております。決算額は３

２００万円、財源内訳の中、その他特定財源

は、市町村振興事業補助金となっています。不

用額の主なものは、クルーズ客船の花火観覧者

の減及び観覧者の観覧料により事業実施したた

めによるものです。 

 なお、花火大会の実施主体は全国花火競技大

会実行委員会で、市の負担金も合わせ、総事業

費は７３２２万４０００円となっています。 

 次のページの自己評価では、事業の妥当性と

効率性は妥当とし、活動内容の有効性は、事業

の達成状況及び事業内容の見直しとともに、年

々増加します観覧者や経費の高騰に対応した快

適性・安全性の確保の検討が必要であると考え

ています。今後の方向性は、規模拡充による市

の実施としています。 

 ２２８ページをお開きください。 

 八代よかとこ宣伝隊補助金事業は、八代よか
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とこ宣伝隊が実施するイベント、グリーンツー

リズム活動及びインストラクター育成のための

研修、物産展、マスコミ等を活用した広報ＰＲ

活動への支援としています。決算額は７９６万

円です。 

 次のページの自己評価は、事業実施の妥当性

はあるものの、活動内容の有効性のうち事業内

容の見直しについては、既存事業を精査し、効

果的な事業を実施する必要があると考えていま

す。また、実施方法の効率性は、各地域への民

間委託の検討、類似事業の連携、物産展の売り

上げ手数料の見直しなどの検討を行い、効率的

な事業実施の必要があると考えています。今後

の方向性は、現行どおり市による実施としてい

ます。 

 ２３０ページをお開きください。 

 五家荘観光振興事業は、泉地域の多彩な観光

資源を生かし、効果的な観光プロモーションを

行うことで観光客の誘致を図るもので、ＮＨＫ

大河ドラマ平清盛に合わせた平家キャンペーン

の実施、九州で初めての日本山岳遺産認定に伴

う登山客の受け入れ体制の整備、観光バスと地

元住民の交通手段の確保にかかわる社会実験の

複合型輸送システムの構築事業などを行ってい

ます。決算額は１４５９万９０００円、財源内

訳は国庫支出金８８２万６０００円。これは、

複合型輸送システム構築事業に対するもので、

過疎地域等自立活性化推進交付金１０分の１０

補助となっています。 

 次のページの自己評価は、事業の妥当性はあ

るとし、活動内容の有効性は、前年比較で宿泊

・日帰り客とも微増で、さらに入り込み客、宿

泊者がふえるよう施策を講じる必要があると考

えています。実施方法の効率性は、実行委員会

で大半の事業を実施しているものの、事業費は

全額市の予算であることから、今後は、民間の

資金も活用しながら、実行委員会組織を観光協

会に統合するなど組織強化を行い、効率的な事

業展開を図る必要があると考えています。今後

の方向性は、民間委託の拡大、市民等との協働

などを図りながら、市による実施としていま

す。 

 ２３２ページをお開きください。 

 妙見祭事業は、九州三大祭りの一つである八

代妙見祭を広告宣伝することにより誘客を図る

もので、事業は八代妙見祭保存振興会に委託し

ています。事業内容は、各種メディアによる広

告やポスター等によるＰＲ、利便性の向上を図

るために観光客用の仮設臨時トイレを設置して

います。また、情報発信大型看板設置事業は、

八代妙見祭の神幸行事が国の重要無形民俗文化

財に指定されたことを契機に、妙見祭の魅力を

広くＰＲし、市全体の活性化につなげるため、

日本製紙のボイラー棟に大型情報発信看板を設

置したもので、事業費は、約９００万円のうち

市の負担分として２００万円を支出しておりま

す。これらを含めて、決算額は５００万円で

す。 

 次のページの自己評価は、事業実施の妥当性

と実施方法の効率性は妥当とし、活動内容の有

効性については、御夜から本祭までＰＲ活動を

行い宿泊につなげたいと考えています。今後の

方向性は、現行どおり市による実施としていま

す。 

 ２３４ページをお開きください。 

 観光振興事業は、地域ごとの特色ある観光資

源の魅力向上を図りながら活用することによ

り、観光入り込み客をふやすこととしていま

す。事業は、県外エージェントへの訪問、観光

パンフレットの印刷、観光ＰＲイベントへの助

成、各観光施設修繕などがあります。決算額は

１４９５万９０００円、財源内訳の県支出金

は、九州自然歩道と県有公園施設の管理委託金

となっています。 

 次のページの自己評価は、事業実施の妥当性

はあるとし、活動内容の有効性は、観光パンフ



 

－9－ 

レットを計画的に見直しながら印刷しＰＲに努

めることとし、実施方法の効率性は、市、よか

とこ宣伝隊、関係団体と情報共有化を図り、連

携して観光素材の発掘・開発、新たな観光ルー

トの設置、設定等に取り組むこととしていま

す。今後の方向性は、現行どおり市による実施

としています。 

 ２３６ページをお開きください。 

 八代ブランド戦略関係事業は、八代の物産・

特産品の商品開発や販路拡大を図るとともに、

八代の魅力を全国発信することにより八代ブラ

ンドの認知度の向上を図るものです。決算額は

１２７７万円で、施策の主なものは、八代情報

誌やつしろの風の制作業務委託、ソフトバンク

ホークスオフィシャルスポンサーの広告料、ア

ンテナショップの展開となっています。 

 次のページの自己評価は、事業実施の妥当性

はあるとし、活動内容の有効性は、事業ごとに

内容を見直すこととし、実施方法の効率性は、

人件費及び受益者負担金を含む運営等の検討を

行うこととしています。今後の方向性は、要改

善による市による実施としています。 

 ２３８ページをお開きください。 

 地域づくり夢チャレンジ推進補助金事業は、

県が、市町村や地域住民の自主的な地域づくり

を後押しするため、定住や雇用、交流拡大等に

資する取り組みに対し支援するものです。補助

率は、２分の１以内から全額となっています。

日奈久温泉活性化アドバイザー派遣事業は、日

奈久の対象旅館へ専門アドバイザーを派遣し、

税務、施設、接客面等の調査分析を行い、具体

的な課題を提示し改善指導を行っております。

また、市内ホテル・旅館を対象としておもてな

し研修も実施しております。決算額は４００万

円で、財源内訳の国県支出金は、地域づくり夢

チャレンジ推進補助金２００万円となっていま

す。 

 次のページの自己評価は、事業実施の妥当性

においては、今後は各旅館での取り組みが必要

と考えており、また、活動内容の有効性は、事

業効果がさらに発揮、継続されるようフォロー

アップに努めることとしています。実施方法の

効率性はあるとしています。今後の方向性は、

民間による実施としています。 

 ２４０ページをお開きください。 

 日奈久地区地域生活基盤施設整備事業は、日

奈久温泉来客者に対し、宿泊施設、観光施設及

び公共施設等を掲載した総合案内看板を設置

し、情報発信を行っております。また、行き先

案内板を設置し、観光施設を案内しています。

また、日奈久温泉全体の回遊性を図るためのネ

ットワーク誘導案内板も設置しています。決算

額は８９６万７０００円、財源内訳の地方債

は、日奈久地区生活基盤施設整備事業となって

います。 

 次のページの自己評価は、事業実施の妥当

性、活動内容の有効性、実施方法の効率性とも

妥当とし、今後の方向性は事業終了としており

ます。 

 次に災害復旧費、商工観光部の関係します災

害復旧費を説明いたしますので、恐れ入りま

す、決算書をごらんいただきたいと思います。

１８６ページと１８７ページでございます。繰

り返します、決算書の１８６ページと１８７ペ

ージでございます。 

 款１０、項３、目２・商工施設災害復旧費の

観光施設災害復旧事業ですが、これは、平成２

４年７月１２日の集中豪雨により、五家荘の久

連子古代の里に水を供給している水源取り入れ

口の堰と排水管が崩落したもので、その復旧に

要した費用でございます。 

 次に、予算流用と予算充用の説明をさせてい

ただきますので、恐れ入ります、決算書の１４

４ページ、１４５ページをお開きいただきたい

と思います。決算書の１４４ページと１４５ペ

ージでございます。 
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 目２の商工振興費の備考欄の末尾でございま

すが、１１節より１８節で流用した１０万円

は、勤労福祉会館の空調機が故障し交換が必要

となったため、需用費から備品購入費へと流用

したものでございます。 

 恐れ入ります、１４８ページと１４９ページ

をお開きください。 

 目３の観光費の備考欄をごらんいただきたい

と思います。１１節・需用費から１８節・備品

購入費への流用４９万円は、さかもと温泉セン

タークレオンの２階休憩室の空調機が故障した

ため交換したものでございます。 

 その下の、１３節・委託料から１４節・使用

料及び賃借料への流用２６万３０００円は、複

合型輸送システム物流拠点実証運用事業におけ

るレンタカーの借り上げ料でございます。これ

は、当初タクシーを予定しておりましたが、冬

場の輸送に必要な４輪駆動の車が、タクシーが

所有しておられなかったものですから、レンタ

カーを借り上げたものでございます。 

 １３節・委託料から１５節・工事請負費への

流用２７万円は、ふれあいセンターいずみの屋

根の工事費でございます。 

 最後に、１８節への予備費充用１３５万４０

００円は、さかもと温泉センタークレオン１階

フロアの空調機が故障し、交換したものでござ

います。 

 以上、商工観光部所管事業の説明を終わりま

す。御審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） ただいま説明のあり

ました第６款・商工費及び第１０款・災害復旧

費中、商工観光部関係分について、一括して質

疑を行います。 

 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ちょっと３つほど聞き

たいんですけど、１つはですね、２１２ページ

のクルーズ客船誘致事業です。 

 クルーズ船が来たのはいいんですけど、花火

大会に合わせて来ましたですよね。あのとき

に、乗船客おりてきて行ったけども、街にほと

んど買い物に行かれなかったということで、花

火は見に来たけれども、八代に結局お金が大し

て落ちなかったというような事情もあったみた

いですけども、そのあたりはどんなふうに考え

られとるんですかね。 

○委員長（友枝和明君） 髙﨑重点港湾八代港

営業隊隊長。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） は

い。今お尋ねの部分につきましては、花火大会

のほうに７３１名行かれました。で、その前の

段階にですね、松浜軒であったり博物館であっ

たりというところを経由されまして、そして、

ツアーの、花火大会の会場のほうに行かれたと

いうことでございます。で、市内のショッピン

グにつきましては、ほかのオプショナルツアー

がいろいろ阿蘇の方面だったりとか熊本城だっ

たりと、いろんな方面行かれたんですけれど

も、その最後の部分で、メーンはイオンのほう

ですね、ジャスコさんのほうで買い物をされた

という行程のほうを入れてございます。 

 で、その他の部分につきましては、乗組員さ

んが７００名ほど乗っていらっしゃいまして、

こちらのほうにつきましては、八代市内と、そ

れとジャスコさん、そしてゆめタウンさんを結

ぶ無料のシャトルバスを出しまして、買い物の

ほうに出ていただくような配慮をしたところで

ございます。 

 で、今、委員さんお尋ねになった部分で、恐

らく中心商店街のほうにということで、こちら

につきましてもバスのほうは回遊したんですけ

れども、ちょっと残念ながら、ほぼ、もうほん

の数名クルーの方がおりられただけということ

で、ここの部分につきましては次回以降の課題

というような形で考えておりますが、今回につ

きましてもですね、実は商工会議所を中心とし

て事前に協議をしました。 
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 で、実際に鹿児島港に入った際に、鹿児島の

ほうの商店街がどういう受け入れ体制をしてい

るかということでですね、一緒に視察に行った

りということもしております。ただ、非常に鹿

児島のほうの商店街のほうも、効果が非常に限

定的であるというところで、それを実際目の当

たりにされた商店街の皆さんのほうもですね、

ちょっと尻込みされたというところが見受けら

れておりますので、これは非常に、ちょっと難

しい部分があります。 

 中国の方々が興味を持ってらっしゃる商品

も、品ぞろえをしていかないといけない。で、

これを品ぞろえして本当に売れるのかどうかと

いうとこも見きわめていかないとということ

で、それ相当の準備またはマーケティングが必

要になってくると思いますので、こちらにつき

ましても、クルーズ船誘致につきまして、特に

商工会議所のほうも一生懸命、一緒に取り組ん

でいらっしゃいますので、一緒に相談をしなが

ら詰めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。今、

増田委員さんの御質問に対して、ちょっと補足

させていただきますと、１０月２０日に花火大

会をしましたが、１０月２０日に４コースオプ

ショナルツアーを開催していらっしゃいます。

その４コースのうちですね、１つが草千里、阿

蘇のほうに行ったコース、最後には八代の大型

ショッピングセンターで買い物。で、２コース

目が熊本城方面、こちらは八代での買い物はあ

りませんでした。３つ目が人吉コース、これも

最後は八代で買い物。で、４つ目が、これがで

すね、松浜軒、市立博物館、八代城跡、そして

花火大会と。で、これに先ほど、今、担当課長

が言いました７３１名参加しておられます。 

 で、翌日の１０月２１日も、熊本城方面、そ

して今度は鶴を見に行ってらっしゃいます、出

水のほうにですね。そして人吉のほう。そして

もう一つ、前日と同じですけども、松浜軒、市

立博物館、そしてこの日はですね、日奈久のほ

うにも行ってらっしゃいます。 

 そういうようなことで、いろいろツアーを提

案させていただきまして、今度初めてだったも

んですから、若干今中心商店街の話もさせてい

ただきましたけれども、今後の参考にさせてい

ただきたいと思ってます。 

○委員長（友枝和明君） 髙﨑重点港湾八代港

営業隊隊長。 

○重点港湾八代港営業隊長（髙﨑 正君） 済

いません、また追加でございますけども、この

２日間の寄航に際しましては、岸壁のほうに、

県南物産市というような形で、熊本県内の県南

のほうの業者さんに呼びかけまして、会場のほ

うでブース――テントを張りまして対応してい

るということでございます。で、その中に、商

店街からの御出店というのも１件だけあってい

るというところでございます。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 要は、予想よりも外れ

たちゅうことでしょう。大体、私たちは、本町

のほうに行って買い物されるちゅうことを期待

したんだけども。 

 まあ、一説聞いた話では、言葉がわからな

い、対応ができないからちょっと困るんだよな

と、来てもらっても困るというような、そうい

う話もちらっと聞いたもんだから。市として

も、そういうところ、言葉の違いでですね、対

応できないのはもちろん重要なことですから、

そういうところをちょっと解消するような、そ

ういう方面を次は考えてやらないけぬのかなと

いう気はいたします。 
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 で、済みません、２つ目ですね、２つ目。２

つ目は、もう端的にぽんとこう答えていただけ

ればいいんですけど、八代よかとこ宣伝隊、こ

れ、最初のなったときには、３年をめどに法人

化あるいは株式会社化するみたいな話でなった

んだけど、とうとう、それがなされたかどうか

わからずじまいに１０年近くたってきたんです

けど、そこらあたりは今後どうなるんですか

ね。一応こっちが出してるから。それの報告が

ないもんだから、わからないんですよ。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。今、

委員から御指摘いただきました八代よかとこ宣

伝隊、発足当時からですね、数年で独立をする

というようなことがうたわれて設置された団体

なんですけども、その後なかなか財政状況が、

ひとり立ちがなかなかできずにおられます。そ

れで、我々としましても、早く独立するよう

に、法人化するように指導はしているところで

すが、現実としてはまだ、今まで、従前と同じ

体制でございます。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ま、ここについてはで

すね、以前みたいにちょっと細かく報告があり

ゃいいんだけども、何かもう法人化された、も

う民間になってしまったような雰囲気で、市も

我々も全然タッチできませんよなんちゅう雰囲

気が出てきてるもんだからですね、そこらあた

りの、まだかかわってるんだから、少しはわか

るような報告をしていただきたいかなと思う。 

 それから、これは、３つ目は私の最後の質問

にしますけれども、八代ブランド戦略関係事

業、２３６ページですね、ここにあるんです

が、やつしろ食堂です、東京の。これのあれが

ないんですよね。ほかのは、この主要な施策の

成果ちゅうところで、ずっととれたて村ショッ

プの出店開始とかずっと書いてあるんですけれ

ども、やつしろ食堂にかけた経費ちゅうか、そ

の出した補助金みたいなやつ、どこを見たらわ

かるんですかね。ここには書いてないんですけ

ど。 

 そして、このやつしろ食堂にしたって、費用

対効果というか、そういうのは何があるんです

か。幾らここにつぎ込んで、運送費は使って、

そしてどういう品物を持っていってるとか、そ

れを出してる業者さんとか、生産者どなたなの

かと。それで、どんだけの効果があったのか、

今後どうするのか、そういうところをちょっと

教えてほしいんですけどね。どこにこの、ここ

にかけたお金ちゅうのは出てくるんですか。た

だ、ここで言葉で、アンテナショップの展開ち

ゅうことで、東京板橋区内のとれたて村、千代

田区のやつしろ食堂って書いてあるだけで。 

 と、今度は、とれたて村のショップ、出店会

費に使ったのが、これ、５０万４０００円です

か。これが使いましたちゅうけども、やつしろ

食堂についての幾ら使いましたって、支出しま

したっちゅうのはないんですよね。ただででき

たんですかね。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 済いませ

ん、手持ちの資料で説明させていただきます

と、２４年度やつしろ食堂関係の経費といたし

ましては、やつしろ食堂としての雰囲気づくり

をするための設備費としまして、例えばイグサ

製品のソファーとかですね、そういうものを、

あるいは畳の椅子を設置させていただいたり等

々で、整備費として４４万円程度、それからで

すね、魚類あるいは野菜類等の八代の特産品・

物産品を送付する際の輸送料、これが２６万程

度支払っているところでございます。 

○委員（増田一喜君） こういう…… 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 
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○委員（増田一喜君） こういうの、支払って

るやつ、それでどんな効果が出たんですかね。

そういう資料はないんですか。その辺のこう資

料……。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。まと

めた資料は、今ございません。 

 口頭で、効果っていいますと、やつしろ食堂

では、設備費っていうとこで細かくは説明させ

ていただきませんでしたけども、大きなモニタ

ーも設置しておりまして、ＤＶＤを流すような

こともしてます。ですので、八代の観光ですと

か物産ですとかあるいはイベント等を、その都

度フレッシュな情報を流させていただいてると

いうようなことです。 

 それと、あそこに八代ゆかりの方が集まって

こられまして、そこでいろんな情報交換をされ

ると。で、我々職員も参りますと、いろんな企

業の動きですとかがわかりまして、企業訪問さ

せていただいて。まだ企業誘致までつながって

ないんですけども、そういうことが行われたり

とか。あるいは、企業さん、民間さん同士での

いろんな情報交換の場にもなってると。 

 で、委員も御承知のとおり、八代市出身の方

で市人会――八代の人たちの集まりで、新たな

動き、いろんなイベント等にも参加されてます

が、そういう動きもされてると、あってるとい

うようなところでございます。 

 申しわけございません、これが効果だという

資料は、今のところ作成しておりません。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ほかのですね、とれた

て村に支出、出しましたていうときには、何を

幾ら売って幾らの売り上げありましたって、そ

ういうのが出たんだけど、ここは使った費用の

明細さえもない、そして、効果的にも何らこう

ないんですね。 

 ここを設置されたちゅうか、ここにお願いさ

れたときに、えらくこう言われてるけども、口

約束みたいな感じでこうやってますよちゅうよ

うな雰囲気しか、こっちに何か伝わらないんで

すよ。何かそういう資料つくって出してほしい

んですけどね、１点これには。市がお金使っと

んだったら、それなりの明細書とかそういうよ

うな資料はあってしかるべきじゃないかなと思

いますけど、どうですか。 

○委員長（友枝和明君） 久木田八代ブランド

営業総室室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

今の件でございますけど、今、次長がお話をし

ましたとおり、委託事業としてですね、アンテ

ナショップの運営業務委託ということで、よか

とこ宣伝隊のほうに、決算といたしまして２７

６万という金額で決算させていただいておりま

す。そのうちの、やつしろ食堂にかけました経

費ということで、次長のほうから現在明細を言

ったところでございます。 

 で、効果という分についてのお話でございま

すけれど、委員さんたちも御存じのとおり、当

初から、店主のほうに全面的な御協力いただい

た中で、民間の運営という部分について、やつ

しろ食堂という、神田という東京の一等地の中

で、八代をＰＲするような看板を設置いただき

まして、恐らくこれ、正式な形で金額等はじい

たわけではございませんけれど、広告業者さん

あたりからお聞きすると、東京の一等地の部分

であのサイズの看板を設置すれば、恐らく年間

には数十万では広告費としては足りないだろう

というお話も聞いておりますが、まずその１

点。八代という名前を神田の中で広告する効果

があったかというふうに考えております。 

 それとあわせまして、うちのほうから店内の

ほうの全面改装的な分の措置をさせていただき

まして、昨年の、２年目というところでやらせ
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ていただきましたのが、これも次長が言いまし

たとおり、イグサをもっての椅子あたりの老化

した部分の改修であったりとかいう形をさせて

いただきました。 

 で、この分についてもですね、イグサ、それ

と晩白柚、八代の、例えば魚であればコノシロ

であったり、そういう産物のほうを積極的に御

利用いただいて、お客さんのほうに提供いただ

いております。それと、これも同じでございま

すが、モニターのほうで八代のＰＲをさせてい

ただいております。 

 そういうことで、送料のほうも、先ほど言い

ましたように２６万６０００円ほど、実際購入

いただきました金額が、年間で６５万円程度と

いうことで行っておりまして、八代市の出身の

方もしくは熊本県もしくは九州一円の方々のよ

りどころの場所という形で御利用いただいた中

で、これも何回も申しますけれど、八代市人会

あたりを構成されました中で、全体的な東京近

辺でのいろんなイベントにも参加いただいてる

ような現状でございまして、具体的な数字とい

う形の効果という部分についてはなかなか示し

づらいと意味で、数字的な分は出していないと

いうとこでございますんで、その分は御理解を

いただきたいなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） いやその、口頭でそう

やって長々と説明されてもですね、なかなか頭

に残らぬとですよね。 

 何か聞いとけば、結局は口で、おいぬし、こ

こばおっがこげんしたかけんで、こばしてくれ

ぬかいという、その口約束でやってるような感

じで、行政として、それちょっと違うんじゃな

いですか。やっぱり、書面とかそういうのであ

らわせるような状況ないとおかしいんじゃない

ですか。何か、行政の人じゃなくて、ただ俺た

ちが行って、おい友達、おい頼むぜ、ここば宣

伝しとってくれっていう、そんな感じにしかな

らぬとですよね。 

 そば説明すっとに、やっぱここにはきちんと

こう幾ら、まあ言うたら、よかとこ宣伝隊に幾

ら、それを含めてやりました。そん中から幾ら

そっちには、よかとこ宣伝へ回してますよと

か、そういうことを把握できないんですか。こ

のアンテナショップだってそうでしょう。アン

テナショップで何人その日にそれ見に来客をさ

れましたか、そやんともあるでしょうもん。何

かそういう形のというのはないんですかね、資

料。行政としておかしいんじゃないですか。た

だただ口約束したみたいな感じでやっとる。 

 そりゃあ、向こうで宣伝してもらえばそんだ

けの広告費用、正式にすればかかると言えばそ

うなんでしょうね。だから、それを安価に抑え

ようとするからやるんだけれども、そのための

対価として何かをやってるわけでしょう。安く

品物を送ってやったりとか、安くそれを提供し

てやったりとか、やりよるわけでしょう。何か

そういうのはないんですか。ただただしてりま

すっていう、やつしろ食堂で八代の名前を売っ

てもらってますよちゅう話だけですか。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（友枝和明君） 久木田八代ブランド

営業総室室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

済みません、繰り返しになりますけれど、よか

とこ宣伝隊のほうに委託しております２７６

万、このうちで、やつしろ食堂のほうに使いま

した経費というのが７０万９０００円でござい

ます。 

 で、これも何回になりますけど、約４４万が

お店のほうのイグサ製品、さっきも言いました

ように椅子あたりの改修というとこで使わせて

いただいておりますし、実際、八代の商品、こ

れも何回でも言いますけれど、コノシロであっ
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たり八代の野菜であったりというのの購入費、

約６５万購入いただいておりますが、なかなか

東京、距離的に遠うございますので、やつしろ

食堂との当初のお約束等もございました中で、

その送料、２６万６０００円程度になりますけ

れど、こちらのほうを委託費の中で見させてい

ただいてる現状でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 野菜とかその何か、ど

この業者さんですか。八代の人で、いろいろ変

わられるわけですか。 

 そしてですね、今おたくが説明するときは、

ちゃんと資料あるじゃないですか。そういう資

料あるじゃないですか。それ……。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（友枝和明君） 久木田八代ブランド

営業総室室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。今、委員さん御質問のございます仕入れ

につきましては、２４年度、先ほど言いました

ように、約６５万仕入れていただいておりま

す。 

 仕入れ業者といたしますと、魚関係について

は鮮魚商市場、それと、ちくわ関係で日奈久の

ちくわ店、それと、野菜関係で東陽のせせらぎ

等含めまして４店舗、それとあと、焼酎等の飲

み物、それとあと、肉の部分につきましては、

ジビエということで、鹿肉であったりイノシシ

肉あたりを１店舗から購入いただいておりま

す。それとあと、レンコン関係の根菜あたりに

つきまして、１店舗から購入いただいてる現状

でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 委員長、ちょっとお願

いしたいんですよね。今のとこ、説明された資

料持っとるでしょう。ああいう資料ちょっと欲

しいんですけどね。資料提供お願いしてよろし

いですか。（｢まとめて渡すたい。まとめるた

い、何かの形で」と呼ぶ者あり） 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 手持ち資料

で、ばらばらつくっております。まとめた形で

資料作成させていただきます。（｢なら、資料

提供」と呼ぶ者あり）はい。 

○委員長（友枝和明君） ただいま増田委員か

ら、ただいまの資料に要求がありましたので、

お諮りいたします。 

 本委員会として要求することに御異議ありま

せんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。資料よろしくお願いい

たします。 

 ほかにありませんか。 

○委員（堀 徹男君） はい、いいですか。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。続きになります

けど、２２８ページのその八代よかとこ宣伝隊

のことについて、もう少し詳しく教えていただ

きたいんですけれども、隣の、右のページの現

状分析のところ、実施方法の効率性ですか、そ

こ見ると、現在、市と八代よかとこ宣伝隊は

（民間）と書いてありますけど、この７９６万

円が補助金で出ているのは、何に使われている

補助金かなと思うんですけど、そこら辺ちょっ

と教えていただいていいですか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 水本観光振興課課

長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。観光振

興課の水本でございます。 
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 御質問の、出しております金額７９６万円の

実績でございますけども、大きく分けまして４

つの項目でございます。１つが日奈久観光振興

ということで、丑の湯祭り、キス釣り大会ほ

か、イベント等の補助でございます。それと、

広告宣伝費ということで、新聞の特集記事であ

りますとかイベント関係の商品の提供、それ

と、外へ向けて宣伝活動します際の旅費等で、

広告宣伝費ということでございます。それと、

イベントの支援ということで、九州国際スリー

デーマーチ、みなと八代フェスティバル、プロ

野球――まあウエスタンリーグでございます

が、こういったイベントの支援。それと、グリ

ーンツーリズム関係の推進費ということで、東

陽グリーンツーリズム、その他体験教育企画推

進ということで、大きく４つに分けました宣伝

活動、イベント助成等が内容でございます。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。イベントの補助

金という形で捉えていいんですかね。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） イベントと

ＰＲ。（委員堀徹男君「イベントとＰＲ」と呼

ぶ）はい。ＰＲ、広告というふうに捉えていた

だければ助かります。それから、もう一つ流れ

としましては、今グリーンツーリズム、各地で

盛んに体験型の観光を行ってますけど、それも

含めて。ですので、イベント補助、それからＰ

Ｒ、それから新たな展開――体験型の観光の創

設というふうに考えていただければ助かりま

す。 

○委員（堀 徹男君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。補助金としてこ

こ出てきてる分はこのページだけなんですけれ

ども、ほかにいろいろ事業されてるときにです

ね、よかとこ宣伝隊に対して委託料というよう

な形で金額が出てるかと思うんですけれども、

もう少しですね、詳しく資料がいただきたいと

思うんですけど。委託料とかの総額含めてです

ね、どれぐらい一体この税金が投入されてるの

かっていうのちょっと知りたいんですけど、資

料要求できませんでしょうか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。じゃ

あ、資料は作成させていただきますが、その前

に、簡単に口頭で説明させていただきます。 

 委託料は、１２００万円程度市から委託料を

支出しております。１番目に観光案内所の運営

管理委託としまして５９０万、それから、日奈

久の施設管理といたしまして３０万程度、それ

から、魅力発信及び販路拡大事業として３２０

万、それから、八代物語再発見の旅事業といた

しまして１９０万。 

 このようなものを、じゃあ資料作成いたしま

す、はい。提出いたします。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。わかりました。

じゃあよろしくお願いします。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。これ関連です

が、今、幾重にも質問ありましたように、この

よかとこ宣伝隊につきましては、当初からもう

民間に独立して頑張りなさいという方向性が示

されとったわけですね。で、途中までは、何か

このよかとこ宣伝隊から、この報告がありよっ

たですばってんが、途中からもう何もなかごと
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なったですね。 

 で、本当は売り上げが大体１億ぐらい上がり

よったと思うんですが。で、独立して民間で頑

張っていけるような姿は、もちろん力あるよう

に私は思うんですけれども、いまだにこうした

形で残っとられるというのが現実ですので。ど

ういった方向性に示そうて思っとられるか、そ

れを聞かせていただきたい。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。委員

さんも御承知のとおり、八代よかとこ宣伝隊と

いう今名称の団体でございますが、当初は、八

代シティ・プロモーションセンターというよう

なことでございます。そもそも八代市役所の中

に事務局が、観光協会、それから日奈久温泉観

光協会、それから物産振興協会、３つの団体ご

ざいまして、それをまとめたものでございま

す。 

 で、その際に、市のお金と、それから民間の

お金と人を結合して、で、民間のノウハウをも

って、もっと効率的に効果的な観光物産ＰＲあ

るいは販路拡大等、あるいは入り込み客とか宿

泊者の増が図れないかということで発足させて

いただいた、でございます。 

 で、実際中見てみると、今、堀委員さんから

も話がありましたように、補助金ですとか委託

金ですとか、かなり高額になっております。そ

して、ここの主な事業といたしましては、花火

大会の物産展の収入が非常に大きなところでご

ざいます。ざっと、済みません、計算させてい

ただきますと、歳入と歳出、経費を引きますと

２７００万ぐらい、よかとこ宣伝隊は花火大会

のときに収益が上がるのかなというふうに計算

とれます。 

 ただし、委員も御承知のとおり、よかとこ宣

伝隊の人件費は、市から以前は補助金として支

出させていただいて、支援させていただいてた

んですけど、今は出していないと。で、この花

火大会の２７００万を充てると、大体、人件費

が２６００万ぐらいでございまして、もうほと

んどとんとんということで、余りもうかってな

いと。 

 で、大くくりの話、済みません、最初にすれ

ばよかったんですけど、委員さんがおっしゃっ

たように、平成２４年度決算で、収入済額が９

９００万、約１億円、支出も同じ額で、大体１

億円の収入支出でございます。 

 で、今言いましたように、内情的にはそのよ

うなことで非常に、余り裕福でないというか、

苦しい状況にあると。 

 そういう中で、ＮＰＯ法人化あるいは株式会

社等の独立ということに関しては、御相談はし

ております。以前の委員会では指導しなさいっ

て話でしたんで、指導も含めたとこで相談して

いるんですが、よかとこ宣伝隊とすれば、まだ

そこまで決断されていないような状況で、引き

続きですね、指導をしていきたいと思ってま

す。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。なかなか市とし

ても、何といいましても切り離せないところが

あるように感じられますけれども、何といいま

しても、もう以前から大体、ほとんど１億ぐら

い収入があっとるわけですね。で、それから今

１０年来たっても、なかなかまだ、そこ独立で

きないというのが不思議でたまらぬとですけど

も、本当にやる気のある企業であるならば、も

う到底、この、独立しておられると思うんです

よね。 

 で、先ほど言いました、出ておりましたアン

テナショップあたりも委託等もやって、そうい

った方向性をですね、もう少し自分たちが自立

の方向に向けてがまだせば、かなり利益もあっ
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とじゃなかろうかと思うですたいね。 

 そこんところは、市がやる方向性だけをお手

伝いするっていうのが今の現状ではなかろうか

なと思うんですね。で、そこらあたりをもう少

し、自分たちで自立できるような方向性を示し

てほしいなと思うですたいね。どうぞその方向

で一応お願いしたいと思います。 

○委員長（友枝和明君） 意見としてお願いし

ます。 

 ほかにありませんか。 

○委員（百田 隆君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 百田委員。 

○委員（百田 隆君） はい。企業誘致につい

てお尋ねします。 

 昨年５社あったということで、よかったかな

と思っております。古くて新しい命題であろう

かと思いますが、この５社のですね、進出の経

緯とか、それについて説明していただければと

思います。（｢何ページですか」と呼ぶ者あ

り）２２２ページ。 
○商工振興課長（川野雄一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 川野商工振興課課

長。 

○商工振興課長（川野雄一君） 商工振興課の

川野と申します。 

 今、２社の進出の経緯ということでございま

すけど……（｢５社」と呼ぶ者あり）あ、５社

ですね。失礼いたしました。５社のうち２社が

新規立地ということでなっております。あと、

残りの３社のほうが増設ということで、企業立

地の対象ということになっておるところでござ

います。 

 １社のほうはですね、食品関連企業の新規で

ございまして、こちらのほうは、市内の二見の

ところに立地ということで、この前の年から打

診がございまして、八代にぜひ進出ということ

でございます。それで、雇用がですね、県のほ

うと立地協定を結んでおりまして、立地協定の

時点では雇用数が２０名ということでございま

す。こちらのほうは、５年間で２０名というこ

とで協定が結ばれたところでございます。その

後、八代市の企業振興促進条例のほうで適用工

場の申請がございまして、その時点では１０名

という雇用で申請がなされているところでござ

います。その後、また増設とか拡大されて雇用

がされるものと思っております。 

 もう一社の新設でございますけど、こちらは

精密機械の関連の会社でございまして、こちら

のほうは県のほうの協定を結んでおりまして、

新規雇用者が５名ということでございます。こ

ちらのほうは、まだ八代市企業振興促進条例の

ほうではまだ申請がなされておりませんけど、

地元雇用企業が対象となっておりますので、地

元の雇用があった時点で、また申請がなされる

ものと考えております。 

 それから、増設のほうでございますけど、増

設のは市内企業の３社のほうが増設ということ

でございまして、こちらのほうは、２社が精密

機械ということで、もう一つが運送業でござい

ます。こちらのほうが一応適用工場の申請をさ

れまして、雇用数がそれぞれ５名、４名、１０

名ということで、適用工場の申請がなされてい

るところでございます。 

 今後また、新規立地されたところも増設とか

そういうのが期待されますので、また次の機会

に申請があるものと考えております。 

 以上でございます。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい、委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 新規の２社

の話ですけども、一社はですね、社長さんとい

いますか会長さんが八代市出身の方です。です

ので、成功されて故郷に錦を飾る、もちろん八

代市に関連会社さんもお持ちだったもんですか
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ら、八代に新たに工場をつくられるということ

です。 

 で、もう一社はですね、八代の企業さんとそ

れまで研究開発を一緒に取り組んでこられてき

ている企業さんです。で、事業どうもうまくい

きそうなので、本格的にその事業所を八代に置

くというようなことになったものです。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） 百田委員。 

○委員（百田 隆君） 説明ありがとうござい

ました。いろいろと企業誘致については努力さ

れてると、そのことについては敬意を表したい

と思います。 

 で、その中でですね、やはりその仲介役とい

うような役目をされる、例えば不動産業者ある

いは銀行、そのあたりのところと市のほうは何

か連携されておられるかどうか、このあたりを

お答え願えればと思います。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。こ

れ、委員さんの御指摘というのは、やっぱ常日

ごろからのおつき合いかなというふうに思って

ます。金融機関さん等とか不動産屋さん、不動

産関係業者さんあるいは建設業者さんですか

ね、に情報が行くようでございますので、きち

っとした体制づくりはしておりませんが、常日

ごろから、そういう情報交換をさせていただく

ようにしておるところでございますし、また、

不動産業界さんとは、いろんな企業進出のため

の受け皿もございますので、常日ごろから会員

さんとは親しくさせて、情報交換をさせていた

だいているというようなところでございます。 

○委員（百田 隆君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 百田委員。 

○委員（百田 隆君） 今後、企業進出等大変

難しい問題でもありますから、そのあたりとで

すね、連絡を密にして、そしていい情報が得ら

れるように努力していただければというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 村川委員。 

○委員（村川清則君） さっき増田さんのとこ

ろで、関連質問ということで質問すればよかっ

たんですけれども、失礼します。 

 ２３７ページの八代ブランド戦略関係事業と

いうことで、活動内容の有効性ということで、

現状分析に、八代市はとれたて村の参加自治体

の中でも売上額が上位であり、農産物を中心に

人気を集めてると。 

 先ほど、何十万か、肉とか野菜とか輸送料を

何十万か計上してございましたけれども、普通

はそういう輸送料も価格に転嫁して販売するわ

けですよね。その辺のところはどうなんでしょ

うか。輸送料も入れずに売上額が上位というな

らば、ちょっと何か意味が違うのかなと。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。説明

不足で申しわけございません。やつしろ食堂に

関しましてはですね、取り決めをさせていただ

きまして、輸送料を支援させていただいてます

が、このとれたて村に関しましては、輸送料も

含んだところでの買い上げになっております。

で、八代市は上位で、２位、２番目の売り上げ

を上げておるところです。 

 で、その２３６ページのですね、とれたて村

ショップ出店会費というのは、月々４万２００

０円を１２カ月分ということで、５０万４００

０円の会費というような形で、参加会費ですか

ね、ということで払っているとこです。（委員

村川清則君「これは、それぞれ……」と呼ぶ） 
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○委員長（友枝和明君） 村川委員。 

○委員（村川清則君） あ、済みません。これ

はそれぞれ、もう独立した形で、何か黒字経営

とかなさってんですか。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（友枝和明君） 久木田八代ブランド

営業総室室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

御質問の件は、とれたて村についてだと思いま

すけれど、これは、板橋区にございます大山商

店街のほうで運営をされております。で、全国

から、現在１５自治体のほうが参画して、今次

長も申しましたように、月４万２０００円の負

担金を払いながら運営をされております。 

 で、その加盟されてる団体のほうから、いろ

んな特産物あたりを、送料を含めたところで買

い取りをされまして、お店のほうで販売をされ

て利益を生んでらっしゃるような現状でござい

ます。ここもですね、全国的にも優良な模範的

な商店街運営をされておりまして、当然その効

果もありまして、とれたて村自体は現在も黒字

運営というふうに聞いております。 

 以上でございます。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。２３０ページの

五家荘観光振興事業についてお伺いいたしま

す。 

 五家荘観光振興は積極的にしていただきたい

という立場からお話聞かせていただきたいんで

すが、入り込み数が、平成２３年に比べたら平

成２４年は微増だったということで、この、今

後ももっとふえることを考えたところで、増加

しない一番の理由っていうかですね、そういう

点はどういうふうに考えて、捉えてらっしゃる

かなというふうに、まずお伺いいたします。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 橋本総務振興課課

長。 

○泉支所総務振興課長（橋本和郎君） はい。

泉支所総務振興課の橋本でございます。よろし

くお願いします。 

 今、委員からありましたとおり、五家荘観光

につきましては、ここ数年ずっと落ち込んでお

りました部分の入り込み客数が、昨年度、わず

かながらですけれども盛り返してきてたという

形になっております。 

 それにつきましては、その前部分につきまし

て、１７年から災害が発生しまして、その部分

で一度離れてしまった観光客の呼び込みという

のに、かなり手間取ってる状況です。 

 現在、県・国あたりの事業で、主要道路、国

道それから県道につきましては部分改良、災害

復旧、いろいろやっていただいてて、だんだん

道路環境の整備がなされてきておりますので、

だんだん入り込み客が戻ってきたのかなという

ところですけれども、逆に、道が余りよくなり

過ぎると、今度は宿泊客が激減して日帰り客が

多くなっているという状況になっております。 

 これ、うちのほうも掲げております観光推進

に当たりましては、宿泊を伸ばしたいのに、余

り整備し過ぎて、今度は宿泊客が減っても困る

なということで、今いろんな宿泊を伴うイベン

ト関係の企画とかをちょっとやっているところ

でございます。 

 以上です。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。よくわかりまし

た。 

 ただ、道がいいのはですね、非常に、あそこ

まで登るのにですね、気分が悪くなる人にとっ

てはですね、非常に道がいいのはありがたいな

という。 
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 ただ、今おっしゃったように、宿泊数がその

点減少するということになればですね、秘境と

いうことも考えて、道が余りいいのもどうかな

とも、ちょっと自分の中でも右行ったり左行っ

たりっていうような、ちょっとこう、どっちが

いいのかってよくわからないんですが、左座

家、緒方家、それから松田家ですかね、こうい

ったものも、物すごくこう、昔からある大変貴

重なものですから、家ですから、この点をいか

に生かしていくかと。で、行って、もう一度登

りたいなというリピーター、そういう方々を、

宿泊しなくとも、どういうふうにリピーターの

方々をつなげていくかっていうところに、やっ

ぱり最大の注意を払っていただければなという

ふうに考えています。 

 で、せっかくですね、過疎地域等の自立活性

化推進交付金というものがありますから、これ

を、もう過疎地域だからこれがあるわけですか

ら、ぜひともこれを有効活用していただきたい

なというふうに思います、はい。 

 以上です。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。済いません、２

１６ページのことでお尋ねしたいんですが。

私、随分以前からこのことにはなかなか理解が

得られずに、過去にも一般質問した経緯がある

んですが、この目的を見ますと、信用保証料の

補塡事業等というような書き方がしてあります

よね。 

 で、実際５億の金を銀行に預託をされて、あ

とのその一般財源の２１６７万円の内訳を見て

みると、確かに信用保証料の負担金とか、補助

負担金とか、融資制度の補給金ですかね、１８

９件とか、その下の利子補給助成金、一番下の

代位弁済に伴う損失補償金の額がこの一般財源

の数字に合うんですけれど、要は、その５億円

は銀行に預託をされて、実質補償される分、こ

の一般財源の２１６７万円が、実際はこの事業

で動いとるような気がするんですが、こういう

のにあえて５億円も銀行に預託をせないかぬも

んなのか、それか、この５億円というのは低利

で市民に融資をされる額なのか、まずそのあた

りをお聞かせ願えませんか。 

○委員長（友枝和明君） 川野商工振興課課

長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。預託金

のお話でございますけど、こちらのほうは、確

かに市のほうから銀行のほうに５億円を預託し

て。こちらのほうは、市の制度に基づいた融資

ということで金融機関のほうがされております

ので、一般の金利より低く抑えた金利で利用し

ていただくということで、市の制度を利用した

その融資の残額に応じてですね、その預託金額

を金融機関のほうに預託をしてるというのが現

状でございますので、そういう低利で融資をす

る制度ということで御理解をしていただければ

と考えております。 

 以上でございます。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） じゃあ実際、この５億

円の中で貸し付けはあっとるんですか。 

○委員長（友枝和明君） 川野商工振興課課

長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。一応５

億円を預託しまして、金融機関のほうも、その

中、５億円以外にもですね、融資ということ

で、５億円は全て使われたところで、それ以上

にまた融資が行われているというところでござ

います。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 済いません、私、過去

の記憶で、お尋ねしたことあるんですが、預託

金５億、その当時の金額は覚えてないんです
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が、預託をされて、その分の利子が上がってき

とったのがあったんですよね。で、本当にその

５億円が足りずに、民間の銀行の資金まで含め

て借り手があるのかどうかが非常に不思議に思

ったんですが。５億円預けて５億円返ってきま

す、そして、プラス利子も返ってきますちゅう

決算だったような気がするんですね、過去。 

 で、今おっしゃった、５億円が足らぬで民間

まで貸しとりますよという、ここに関しては、

保証料の補塡等の事業て書いてあるから、本来

なら、銀行が低利に一般の市民の人にこの５億

円の範囲内では貸しますよという制度かなと思

うんですが、何件貸しなはって、どんだけ、５

億じゃ足らぬだったかという、何かそのあたり

の何か資料ないしはあるんですか。 

○委員長（友枝和明君） 川野商工振興課長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。一応、

融資の残高を見ますと、５億円以上、この市の

制度の中で融資がされてるというところでござ

います。金額につきましてはですね……。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 委員長、ち

ょっとよろしいですか。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 委員さんの

御質問の２１６ページのですね、主要施策の成

果の左側ですね、このざっくりした見方を説明

させていただきたいと思うんですけれども。 

 基本的に、今担当課長が言いましたように、

５億円を各金融機関に預けると。預けたことに

よって、市が１億円預けると金融機関大体２億

円まで貸す。要は、市が１億円の場合には３億

円まで融資しましょうねという取り決めをさせ

ていただいてるとこで。ですから、５億円です

と、ざっくりいくと１５億までっていう話で、

それで低利で貸しましょうって話でございま

す。 

 で、その貸し出したときにですね、その一番

上の信用保証料補助負担金というのは、経営安

定の特別制度はですね、通常の熊本県信用保証

協会が設定されておられます料率よりも信用保

証料が高いんですね。だから０.２％は、もう

慣例みたいな形で０.２％引き下げておりま

す。これはもう県内市町村全部です。で、その

分だけ年度末で保証協会にくださいというもの

です。 

 で、資金融資制度保証料補給金というのは、

これは、我々市からお金を借りられる、融資を

受けられる方の企業さんとか個人さんに渡すも

のです。お金を借りられ、利子を銀行に払われ

ますけども、銀行に払われた場合に保証料を払

うと。その保証料を２分の１、経営が非常に悪

化してる場合には全額補償していると、そうい

うような話です。 

 一番最後の代位弁済とていうのは、この保証

料の小口融資制度ってあるんですけども、そこ

の制度で、万が一返せなくなった場合、そのと

きには保険で８０％、で、八代市の場合は残り

の２０％のうちの８％を八代分として払いまし

ょうという取り決めです。 

 ですので、融資をするため、一連のこの仕組

みの金額をここに書いているつもりでございま

す。 

○委員長（友枝和明君） 川野商工振興課課

長。 

○商工振興課長（川野雄一君） はい。先ほど

の融資の残額でございますけど、２４年度末で

約１４億円の融資残があるということで、預託

が５億円でしたので、融資してるのは約１０億

円ということでございます。 

 はい、以上です。 

○委員（前垣信三君） 済いません。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。ああ前垣

委員。 

○委員（前垣信三君） はい。前垣です、は

い。 
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○委員長（友枝和明君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） ちょっと頭悪かもん

で、しっかりわからぬとですが、今、次長がお

っしゃった内容は、言うなりゃ、銀行への保

証、預託みたいな格好で５億預けてもらうと１

５億を貸しますよと。 

 で、私は、この５億円を市内の方に融資をさ

れる額なのかと思っとったんですが、そうじゃ

ないんですよね。過去は、たしかもっと金額が

多かったですもんね。（｢７億」と呼ぶ者あ

り）７億ぐらいあったですもんね、はい。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。担当

課長も今説明させていただいてますように、い

ろいろあるんですけど、１対１の場合もあるん

ですけど、１対２っていうような形で、まあ３

倍っていうことにしまして。 

 以前はですね、１１億円預託をさせていただ

いた時期もございましたし、で、預金は年度

末、３月３１日で全部返していただく、返金し

ていただくんですが、そのときは利子もつけて

いただいた時期もございました。ただ、１００

０万以上、何か事故があったときに返らないよ

というようなことになりまして、今、無利子で

金融機関に預託をしている、そういう状況でご

ざいます。 

○委員長（友枝和明君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。わかりました。 

 今おっしゃった、この下の代位弁済に伴う損

失補償金が３件て書いてあるのは、単純に言え

ば、３件は補償せないかぬだった状態という考

え方でもいいんですかね。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 補償ってい

いますか、返せなかったので、８％分、市が負

担をしなきゃいけなかったというとこでござい

ます。（委員前垣信三君「はい、わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 川野商工振興課課

長。 

○商工振興課長（川野雄一君） 済みません、

それから、預託金の金額の合計５億円でした

が、以前は１１億もあった時期があったっちゅ

うことですけど、年度末の残額に応じてです

ね、その次の年の預託金をそのとき決定すると

いう形になってますので、何か動きがあるとい

うことでございます。 

 はい、以上です。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） ぶり返すようで申しわ

けございません。やつしろ食堂ですが、立場上

ですね、平成２４年、２５年につきましては、

担当の職員さんより私の方が、このやつしろ食

堂に通ったのは多いと思います。 

 その中でですね、感じたことは、まず最初、

コノシロの小切り方が違うとったです。それか

らですね、輸送しなはるけん鮮度が落ちるとで

すよ。で、後から、こらもうこの辺ぐらいで、

そろそろ見限っちゅうならいかぬばってんです

ね、少しその、言うならば検討し直したほうが

よかかなと、そういう感じは持ちました。申し

上げときます。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） 以上ですか。（｢さ

っきちょっと答えてもらえなかった。今後どう

かもね」と呼ぶ者あり） 

○委員（福嶋安徳君） いえ、要りません。要
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改善って書いてありますから。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（友枝和明君） 久木田八代ブランド

営業総室室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。済みません、お答えになるかどうかわか

りませんけれど、やつしろ食堂とは、送料の負

担につきましては３年間という覚書を交わさせ

ていただいております。要するに、来年の９月

までは送料を負担するという覚書を締結させて

いただいております。で、それ以降につきまし

ては、今、委員からありましたように、お互い

の協議の中で方向性を見出すということになろ

うかと思っておりますので、以上つけ加えさせ

ていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 村川委員。 

○委員（村川清則君） 同じ八代ブランドのこ

とについて、２３６ページに、ソフトバンクホ

ークスオフィシャルスポンサー広告料３１５万

円計上してあるんですが、これ、楽天と巨人フ

ァンの私としては。（笑声）この辺のちょっと

説明を。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（友枝和明君） 久木田八代ブランド

営業総室室長。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。九州で唯一のプロ野球球団ということ

で、昨年度はオフィシャルスポンサー契約を結

ばせていただきました。 

 事業の内容は、あくまでも福岡都市圏、なお

かつ、今現在ヤフオクドームという福岡ドーム

ですね、そこに御来場の方々を中心に八代を広

く知らしめていくという事業と、あわせて、八

代新駅前にございます松中信彦スポーツミュー

ジアムのほうの入場促進と、この２つの意味を

持った中で事業展開をさせていただきました。 

 具体的な事業につきましては、ポイント制で

３２ポイントというポイントを付与いただきま

して、大体１ポイント１０万程度というふうに

考えていただいて結構かと思っております。

で、一番大きな事業につきましては、８月１１

日から９月２日までの１０試合のほうで、福岡

ドームのほうで、オーロラビジョンのほうで、

八代のＣＭのほうを計２５本流させていただい

ております。 

 で、これにつきましては、当時の議長でござ

いますし委員長でございますが、９月の２日の

最終日というところで参画をいただいたとこで

ございます。それにあわせまして、その際に、

松中信彦スポーツミュージアムの入館者の子供

さんたちを対象にして、フィールドサイン会の

参加券のほうを５名の方に抽選で与えまして、

当日、９月２日に参加をいただいたとこでござ

います。 

 それとあわせまして、これ、ホークスの会報

誌でございますが、２０１３年の春季のキャン

プということで、１月号というところで、４ペ

ージにわたりまして、八代の観光、これはスリ

ーデーマーチ、それと日奈久の雛祭りでござい

ましたけど掲載をさせていただきまして、広く

会報誌のほうで知らしめたとこでございます。 

 以上が、簡単な今回の事業の概要でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 村川委員。 

○委員（村川清則君） 一応単年度だけども、

これは継続していかれるつもりですか。 

○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。 

○委員長（友枝和明君） 久木田八代ブランド

営業総室室長。 
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○八代ブランド営業総室長（久木田昌一君） 

はい。ことしの予算を、平成２５年度の予算を

見ていただければおわかりのとおり、今年度予

算措置をしておりません。 

 で、その理由といいますのは、２４年度でス

ポンサー契約結ばせていただきましたが、２３

年度はホークスのほうが優勝されたという効果

もありまして、かなり２４年度の分の事業展開

で、民間のスポンサーあたりの参画もふえた中

で、なかなか思うに任せないような事業展開も

あったかいうふうに理解をしております。 

 それとあわせまして、当然この、先ほども言

いましたように、福岡都市圏をもとにですね、

八代を広く知らしめると言いながらも、福岡ド

ームが中心でございますので、毎年続けても実

際、効果的なものはどうだろうかというところ

を検証した中で、必要に応じて今後も実施する

というふうには考えておりますが、続けてやる

のはどうかというところで、今回は、八代亜紀

さんのイメージアップ事業というところで事業

転換をさせていただいたとこでございますの

で、今後の中で実施するかどうかというのは検

討していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。２１８ページ、

商店街活性化事業で、確認ですけども、中心市

街地活性化基本計画っていうのが立てられてた

と思うんですが、計画の年度は何年度までだっ

たですかね。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） ２３年度で

終了したと思います。平成２３年度が終了年度

で。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。その計画に対し

ての総括評価ですね、その計画に対してどうい

うふうになったのかということは、まとめてい

ただいとりますでしょうか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。検証

評価については、まとめております。ただ、今

この場には持ってきていないところでございま

す。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。そういう計画に

沿っての事業展開だったというふうに思います

ので、また、そちらのほうは個人的な活動の中

で確認をさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 それから、済いません、引き続き次のページ

の２２０ページで、工業振興補助助成事業とい

うことで、これは要望になりますけれども、以

前、小薗議員が御生前だったころにですね、雇

用奨励金なんかが、企業の会計から見ると雑収

入、雑所得という扱いになって、これが課税扱

いになるということで、人件費の補助でもらっ

たものが、人件費として出さないかぬ上に、企

業からすると、それが税金としてまた払わない

かぬというところがあって、非常にこう活用し

にくいというですね、お話も大分されておりま

した。 

 そういったところもよく耳にしますので、企

業の経営者からすると、何とか改善できないだ

ろうかというようなところもお聞きしますの

で、私たちも声を上げていきますので、行政サ

イドのほうもですね、市長とも共通認識に立っ

ていただいて、こういった点の改善をお願いし

ておきたいということで要望させていただきた

いと思います。 
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 それから、済いません、引き続き２２６ペー

ジの全国花火競技大会の負担金事業ということ

でお尋ねをいたしますが、総事業費ですね、決

算額が過去３年どれぐらいであったかというの

をお尋ねをしたいと思います。で、その決算額

の中で占める一般財源の金額が幾らだったかと

いうところを教えていただいてよろしいでしょ

うか。 

 ああ、もう簡潔にいきます、そしたら。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。済みません、今

の質問は取りやめまして。（笑声）いや、すぐ

に出てこないみたいですので。 

 恐らく、金額はそうふえてないんじゃないか

なというふうに思います。そういう中で、観光

客についてはどんどん右肩上がりで伸びておっ

て、そういう中に、大会運営者、行政のほうは

安全をきちんと確保していかなければならない

というところに立たされて、非常に厳しい状況

になってきてるんではないかなという観察を私

自身はしてるんですけれども、そういう中にお

いて、財源確保をしていく必要もあるんじゃな

いかという視点に立ったとき、今、本当、八代

の行政っておもてなしがよくてですね、他市か

ら車で来られた方なんか、小学校に駐車場を貸

しておられるんですけど、全てが無料ですね。 

 ですから、そういったところの駐車場の料金

としてワンコインでも取られると、職員さんの

時間外の部分であったり、もしくは警備のです

ね、警備員をふやしていくまたは仮設トイレを

ふやすとか、そういったところの費用にもつな

がっていくというふうに思いますし、来年度か

らは消費税が上がるということで、リース料金

なんかにも転嫁されていく部分があると思いま

すので、そういった考えがないかというところ

をお聞かせいただきたいと思います。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） 花火大会が

増加するっていいますか、先ほど冒頭で説明さ

せていただきましたが、必要な経費がどんどん

どんどんふえていくというようなことで、収入

がなかなかそれに見合っていかないというとこ

で苦慮しているとこです。 

 で、今、委員さんの御指摘、駐車場としてワ

ンコインですか、についても検討させていただ

きたいっていうふうに思ってます。 

 それと、いろんな協賛業者さんから協賛をい

ただいてますが、もうこれ以上はちょっと無理

なのかなというところで、少し協賛をいただく

業者さんたちを広げていこうかなというような

ことも考えているところです。 

 いずれにしましても、八代市、一般財源から

持ち出すお金というのは、やっぱり限りがある

かと思いますので、その中で経費は増加してい

く、その穴埋めとしてどうするのかっていうの

は、やっぱ真剣に考えていかないかぬのかなと

いうふうに思っております。参考にさせていた

だきます。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。ぜひですね、早

期に実施できるような形をとられることを期待

したいというふうに思います。 

 それから、引き続き、済みません、２３８ペ

ージ、日奈久温泉活性化アドバイザー派遣事業

ということでお聞きをしたいと思いますが、こ

の中で、アドバイザーを派遣されて、希望のと

ころに、旅館ですね、希望のところにこのアド

バイザーを派遣されたと。で、その中で、その

アドバイザーさんが現状を分析されて、どうだ

ったかの運営分析とかいろいろされてるわけで

すけども、そこに結果報告と改善指導というの

もなされているような報告がここに書かれてお

ります。具体的に、どういう結果報告がなされ

て、どういう改善指導がこのアドバイザー派遣
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事業から得られたのか、その点について御報告

をお願いしたいと思います。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 水本観光振興課課

長。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。アドバ

イザー派遣事業につきましては、日奈久の１７

の旅館のうち、実際に御参加をされましたの

が、対象旅館が５つの旅館でございました。事

前に全ての旅館に対して説明を行っております

が、その上で御参加が５つの旅館ということで

ございました。 

 こちらにつきましては、業務のほうを委託し

ております日本ベストサポート株式会社という

ところのほうで、実際に旅館のほうを訪問され

て、これは調査で行くということを伏せて実際

に訪問されて、実際の応対がどうなのか、旅館

の施設の状態がどうなのかということを、試

泊、試しの泊ということでなさっておられま

す。 

 こういったことを受けまして、旅館のほう、

それぞれ５つの旅館に対しまして、指導あるい

は改善の部分について御指摘をされたというと

ころでございます。具体的には、施設面では、

トイレの洋式化でありますとか、陳列物等の、

見せるという部分での改善の指導と、そういっ

たものがなされておるというふうに聞いており

ます。 

 これを受けまして、各旅館のほうでは、それ

ぞれ御対応を一部されて、既に、例えばトイレ

を洋式化にされたとか、そういったことの対応

のほうは図られておるということで聞いており

ます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 済みません、トイレの

洋式化と陳列とかの指導だけなんですかね。ほ

かにないでしょうか。 

○観光振興課長（水本和博君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 水本観光振興課課

長。 

○観光振興課長（水本和博君） 施設面以外で

は、おもてなしのための接客、料理、温泉の状

況、こういったところにも指導なさったという

ふうに聞いております。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 具体的にどう指導をさ

れたんですか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。具体

的な旅館名は申し上げませんけども、ある旅館

さんにおきましてはですね、部屋に温泉を引い

てらっしゃったと。でも、それがですね、湯道

管といいますか、管が詰まって使えない状況に

なっていたと。でも、それが何か部屋の外にあ

りますから、必ず苦情が来ると。だから、こう

いうのって見せないようにしなきゃいけません

ねと。要は、おもてなしの不備をお客さんに与

えるような感じで感情を悪くさせますから、そ

の辺をちゃんと整備しましょうと。ちゃんと使

えるようにするか、あるいはもう使えませんと

ちゃんと目隠しするとか、そういうものをしま

しょうとか。 

 あるいは、お部屋の利用の仕方についても、

非常に技術的なアドバイスをされた旅館さんも

あります。例えば、３部屋あって、２部屋にお

客様いらっしゃったとき、真ん中を空き部屋に

する。それはお互い干渉されないように。で

も、これ使ったほうがいいですよ、もったいな

い、このお部屋すばらしいお部屋ですよとか。

あるいは、１階が待合とされてるところ、ある

いはここを食堂とされてみたらいかがですかと
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か。 

 いずれにしても、日奈久旅館の経済的な面も

配慮されて、余り大きな改造――それされるの

が一番いいんですけど、言ってもできないって

いうことで、できる範囲内での御指導をそれぞ

れされております。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。基本的、原則論

とすればですね、旅館経営者のほうでこういっ

たものはやっていただくべきだろうというふう

に思うわけですけども、やはり八代の看板とい

うところもあって、観光施設というところもあ

ってですね、税金を投入されたんだろうという

ふうには思いますが、今回こうやってされたこ

とがきちんとやっぱ展開されていくことが、２

００万一般財源として投資をされた成果につな

がっていくというふうに思います。 

 その点は、改善の内容のフォローアップとい

う点で書かれてますので、しっかりですね、確

認をしていっていただくように要望しときたい

と思います。（｢はい、わかりました」と呼ぶ

者あり） 

 終わります。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で第６款・商工

費及び第１０款・災害復旧費中、商工観光部関

係分についての質疑を終わります。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。午後は１時から再開いたしま

す。 

（午前１１時５３分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後 １時００分 開議） 

○委員長（友枝和明君） それでは、休憩前に

引き続き、決算審査特別委員会を再開いたしま

す。 

 第７款・土木費、第１０款・災害復旧費中、

建設部関係分及び第１２款・諸支出金中、建設

部関係分について、一括して説明を求めます。 

○建設部長（船藏満彦君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 船藏建設部長。 

○建設部長（船藏満彦君） はい。皆さんこん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）建設

部でございます。座って説明さしていただきま

す。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○建設部長（船藏満彦君） 平成２４年度決算

審査に当たりまして、建設部所管分の一般会

計、款７・土木費、款１０・災害復旧費の総括

を述べさせていただきます。 

 御存じのとおり、建設部が所管します事業に

つきましては、ハード事業といたしまして、道

路や公園、区画整理、下水道、港湾、公営住宅

などの都市基盤整備事業及び河川などの治水事

業並びに市街地における建築物や土地利用の規

制、誘導などのソフト事業を行っております。 

 平成２４年度の主要事業としまして、まず、

道路では、都市内の道路網のネットワーク形成

を目的に、鏡町、千丁町で事業中の下有佐南北

線や北吉扇ノ江線、いわゆる南北アクセス道路

及び南部幹線や北部幹線、西片西宮線の都市計

画道路などの幹線道路の整備を継続して行って

おります。その中でも、南北アクセス道路及び

北部幹線道路につきましては、平成２５年度末

の供用開始を目指しているところでございま

す。 

 それから、生活道路の改良や維持補修及び都

市排水路の整備につきましては、地域の要望な

どに応じまして、必要性や緊急性の高いところ

から順次整備を行っております。そのほか、山

間部におきましては、モルタル吹きつけや防護

ネットなどによる災害防除事業も可能な限り行
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ってるところでございます。 

 橋梁維持では、平成２２年度に策定しました

橋梁長寿命化修繕計画に基づきまして、泉地区

の池の鶴橋の修繕や坂本地区の登俣大橋の耐震

補強を行っております。 

 次に、公園では、都市公園安全・安心対策緊

急支援事業を活用して、植柳新町南児童公園ほ

か７公園に、老朽化した遊具やトイレの改築、

防災備蓄倉庫などの設置を行っております。 

 次に、区画整理では、継続して八千把地区土

地区画整理事業を行っておりまして、平成２４

年度末には、県で施工中の古閑浜交差点や区画

整理地区内の北部幹線・三楽古閑中線の整備が

完了し、既に供用を開始しておるところでござ

います。 

 次に、公営住宅では、平成２２年度に策定し

ました市営住宅長寿命化計画に基づき、高島団

地の受水槽改修工事を行っております。 

 次に、災害復旧では、道路で、二見下大野町

８号線ほか２５件、河川で、湯川内川ほか２４

件の災害復旧工事を行っております。 

 次に、建築物や土地利用の規制・誘導面で

は、平成２４年度から実施しました老朽危険空

き家等除却促進事業で、１４戸の老朽危険空き

家を除却しております。また、土地利用におき

ましては、５年ごとに実施します都市計画基礎

調査をもとに、用途地域の見直し業務を行った

ところでございます。 

 平成２４年度の決算におきましては、平成２

５年３月に補正しました国の緊急経済対策に伴

う道路維持事業や南部幹線ほか２路線の都市計

画道路整備事業並びに八千把地区土地区画整理

事業などの予算を繰り越しましたものの、ほぼ

予定どおり執行できたものと考えております。 

 平成２５年度も引き続き、各事業の推進と早

期完成を目指し取り組んでおりまして、平成２

６年度におきましても、継続事業につきまして

は、同様に取り組んでまいる所存でございま

す。 

 以上、平成２４年度決算における建設部所管

分の一般会計の総括でございます。 

 なお、詳細につきましては、市村次長及び関

係課長より説明させますので、よろしくお願い

いたします。 

 以上でございます。 

○建設部次長（市村誠治君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 市村建設部次長。 

○建設部次長（市村誠治君） はい。次長の市

村でございます。よろしくお願いいたします。

座って説明させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○建設部次長（市村誠治君） それでは、平成

２４年度八代市一般会計歳入歳出決算、建設部

所管分、款７・土木費、款１０・災害復旧費に

つきまして、平成２４年度における主要な施策

に関する調書その１とその２を用い、説明いた

します。また、款１２・諸支出金の土地開発公

社費及び流用については、歳入歳出決算書にて

説明いたします。 

 その１、６ページをお開き願います。 

 まず、歳出決算の状況でございますが、款７

・土木費の支出済額は、上の表イ、目的別の表

で、中央の支出済額Ｂの列７段目、５３億１５

００万円で、右のほうですが、執行率は９４

％、歳出総額に対する構成比は９.６％でござ

いまして、前年度と比較して約７億４８００万

円、１２.３％の減になっております。これ

は、地域活性化・きめ細かな臨時交付金などが

減少したことによるものであります。 

 次に款１０、下のほうですが、災害復旧費の

支出済額は３億９３００万円で、執行率８２.

１％でございます。歳出総額に対する構成比は

０.６％、前年度に比較して約２億５４６万

円、１０９.３％の増となっております。これ

は、昨年６月から７月にかけての梅雨前線豪雨

により、坂本町や日奈久、二見校区において道
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路、河川などに大きな被害が発生したことによ

るものでございます。 

 それでは、土木費の主な事業の個々の歳出の

決算について順次説明いたします。なお、金額

につきましては１０００円単位で、不用額につ

きましては１００万円以上の説明とさせていた

だきますので御容赦ください。 

 その２の２４２ページをお開きください。 

 老朽危険空き家等除却促進事業であります

が、これは、放置された危険空き家を解体除却

する者に、国の交付金事業を活用し、１件当た

り除却費の３分の２、６０万円を限度として助

成するもので、平成２４年度からの新規事業で

あります。中ほどになりますが、決算額は５９

９万９０００円で、空き家除却１４戸分の補助

金でございます。 

 隣のページ、中段の自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性では、

今後も現行どおり市の実施としております。 

 次、２４４ページをお願いいたします。 

 道路維持事業でありますが、道路の維持補修

や山間部での災害防除などを行っております。

決算額は３億６４６７万３０００円で、現年分

２億５５６５万２０００円は、改良工事３２

件、舗装の補修工事８件、のり面補強などの災

害防除工事２件、道路施設の修繕が６９件、舗

装修繕が３４件で、業務委託として、側溝清掃

８件、街路樹管理１１件などを実施しておりま

す。 

 繰越明許費１億１２１０万円は、国の経済対

策の交付金内示が年度末にあったことから、舗

装工事など１１件、道路の構造調査などの業務

委託４件を次年度に繰り越したもので、平成２

５年度中の完了を予定しております。 

 次に、平成２３年度からの繰り越し分１億９

０２万１０００円は、設計業務委託６件、工事

７件、用地取得２件などで、平成２５年３月ま

でに完了しております。 

 なお、交付金事業の内示減額や工事などの入

札差額により、１０３９万１０００円が不用額

となっております。 

 隣のページの中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後、規模拡充し、市の実施としております。 

 次に、２４６ページをお願いします。 

 市内一円道路改良事業でありますが、狭隘道

路の拡幅や交差点改良などを行っており、決算

額は７億１４３１万５０００円でございます。

現年度分６億９８４０万２０００円のうち、生

活道路整備、一般道路新設改良事業６億４４７

４万２０００円では、測量設計調査業務委託３

２件、道路改良・舗装工事８６件、用地取得１

１件、補償関係４４件などを実施しておりま

す。 

 国の補助事業、総合交付金事業５３６６万円

では、千丁町の北吉扇ノ江線及び鏡町の有佐駅

の西側、下有佐南北線、同じく有佐駅東側、野

津橋小路長溝線における道路改良工事４件、測

量設計業務委託２件を行ったものであります。

平成２４年度末の事業進捗は、北吉扇ノ江線が

９２％、下有佐南北線が４３％、野津橋小路長

溝線が８％でございます。 

 繰越明許費５１９６万円は、井上町の第１井

上踏切の移設整備と千丁町の北吉扇ノ江線の整

備において、国の追加内示が年度末にあったこ

とから次年度に繰り越したもので、完了は平成

２５年度中を予定しております。 

 平成２３年度からの繰り越し分１５９１万２

０００円は、北吉扇ノ江線の工事１件で、平成

２４年６月に完了しております。 

 なお、交付金事業の内示額の減や工事などの

入札残などにより８３０３万７０００円が不用

額となっております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後も現行どおり市の実施としております。 
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 ２４８ページをお願いします。 

 市内一円橋梁維持管理事業でありますが、橋

梁の補修、修繕、補強工事などを実施してお

り、決算額は４０６６万４０００円でございま

す。現年度分５６６万４０００円は、防護柵な

どの修繕が６件、点検調査設計業務委託４件な

どを行っております。 

 平成２３年度からの繰り越し分３５００万円

は、郡築三番町１号橋の調査設計及び補修工

事、坂本町の登俣大橋ほか１橋の補強工事で、

平成２５年３月に完了しております。 

 隣のページの中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後も現行どおり市の実施としております。 

 ２５０ページをお願いします。 

 橋梁長寿命化修繕事業でありますが、橋梁の

老朽化が進む中、計画的な橋梁の予防保全的修

繕や補修を行うもので、平成２３年度までに橋

長１５メーター以上の橋梁１２９橋の長寿命化

計画の策定を行っております。決算額は２３２

９万８０００円で、現年度分１７２０万１００

０円は、橋長１５メーター以下１４９橋の橋梁

概略点検業務委託など４件を行っております。 

 繰越明許費１６２９万８０００円は、坂本町

の板の平橋と中谷川口橋の補修工事において、

同路線が豪雨により被災したことから着工がお

くれ、次年度に繰り越したもので、平成２５年

８月に完了しております。 

 平成２３年度からの繰り越し分６０９万７０

００円は、泉町の池の鶴橋の補修工事で、平成

２４年５月に完了しております。 

 なお、交付金事業の内示額の減、工事等の入

札などより５３４万２０００円が不用額となっ

ております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後も現行どおり市の実施としております。 

 ２５２ページをお願いします。 

 市内一円橋梁改修事業でありますが、決算額

８６２万４０００円で、竹原町の労災病院北側

の橋梁改良に伴う測量設計業務委託１件及び取

りつけ道路工事１件並びに鏡町の小路橋の橋梁

設計業務委託２件でございます。 

 繰越明許費５８４万３０００円は、労災病院

北側の橋梁取りつけ工事で、水路管理者である

九州農政局との協議に期間を要したことから次

年度に繰り越したもので、平成２５年５月に完

了しております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後は規模拡充し、市の実施としております。 

 ２５４ページをお願いします。 

 県河川海岸事業負担金事業でありますが、河

川海岸及び砂防関係の県事業における負担金

で、決算額３８４０万７０００円でございま

す。急傾斜地崩壊対策事業負担金２０１９万１

０００円は、県事業費２億５９０２万円で、坂

本町、板持地区などの７件、負担率３分の１か

ら２０分の１。地すべり対策事業負担金３０万

円は、県事業費３００万円で、泉町の日当地区

の１件、負担率１０分の１。また、海岸事業負

担金１７９１万６０００円は、県事業費３億５

８３２万円で、日奈久の明治新田海岸及び鏡町

の野崎海岸における４件、負担率１０分の１で

あります。 

 隣のページの中段、自己評価は、管内一円の

県事業に対する負担金であるため、評価は行っ

ておりません。下段の方向性は、今後も現行ど

おり市の実施としております。 

 ２５６ページをお願いします。 

 八代港県営事業負担金事業でありますが、決

算額３億８７９４万２０００円でございます。

現在、八代港の整備は、国・県において、港湾

改修、港湾補修、しゅんせつ工事などを実施し

ております。国直轄事業分の負担金が１億７６

４３万２０００円。これは、事業費１７億６３
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９０万円で水深１４メーター岸壁などの改良を

行っており、約１０分の１の負担であります。

県事業分、港湾改修事業などの負担金合計は２

億１１５１万円で、事業費２３億５６１０万

円。道路や埠頭用地などの冠水対策、大築島の

土砂処分場の築堤ほかを行っており、６分の１

から２０分の１の負担であります。 

 隣の中段、自己評価では、事業を妥当、有効

などとしており、下段の方向性は、今後も現行

どおり市の実施としております。 

 ２５８ページをお願いします。 

 日奈久港みなと振興交付金事業、繰り越し分

でありますが、決算額５３１万円でございま

す。この事業は、港を核に周辺地域のにぎわい

の創出を図るもので、平成２０年度事業採択を

受け、港と日奈久ゆめ倉庫や温泉街を結ぶ人道

橋２橋などを整備及びモニターツアーなど社会

実験を実施しております。 

 平成２３年度から繰り越しました日奈久港回

遊ネットワーク形成事業業務委託は、社会実験

として海上タクシー運航やモニターツアーを行

っており、平成２４年１１月に完了しておりま

す。これで当事業は完了となります。 

 隣のページ中段、自己評価は、事業が完了し

たため、中ほどの活動内容のみ有効としており

ます。 

 ２６０ページをお願いします。 

 八代市都市計画関係調査事業でありますが、

決算額９７６万６０００円で、現年分４２８万

４０００円は、都市計画用途地域見直しに伴う

業務委託１件を行ったものであります。 

 平成２３年度からの繰り越し分５４８万２０

００円は、八代市都市計画基礎調査業務委託１

件であります。これは、都市計画法第６条に定

められた定期調査を５年ごとに行うことで、都

市化の動向に応じた都市計画の見直しなどを適

切に行うための調査を実施したもので、平成２

４年７月に完了しております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後も現行どおり市の実施としております。 

 ２６２ページをお願いします。 

 南部幹線道路整備事業でありますが、決算額

１億９５５１万７０００円でございます。本事

業は、交付金事業と地方特定事業とで実施して

おり、現年分の１億２５５５万７０００円のう

ち、総合交付金分１億１５５５万７０００円で

は、国土交通省九州地方整備局に工事を委託し

ておりますＰ５橋脚建設の工事委託など３件と

改築工事１件を行っております。地方特定分１

０００万円では、横断する道路をまたぐ箇所の

詳細設計など業務委託２件、橋梁建設に伴う航

路のしゅんせつ工事１件を行っております。 

 繰越明許費１億２４４４万３０００円は、南

川橋梁の橋脚建設工事を委託している国土交通

省九州地方整備局との設計見直しなどにより協

定額が減額となり、予算を組み替えて道路本体

の改築工事を実施することになったもので、入

札手続などに期間を要したことから次年度に繰

り越したものであります。また、年度末の国の

経済対策分についても次年度に繰り越してお

り、完了は平成２５年度中を予定しておりま

す。 

 平成２３年度からの繰り越し分６９９６万円

は、総合交付金事業の改築工事などで工事３件

で、平成２５年２月に完了しております。平成

２４年度末の事業の進捗は、約７１％でござい

ます。 

 隣のページ中段、自己評価では、中ほどの有

効性、事業の達成状況の項目で、事業の進捗の

点で余り順調ではないとの評価をしており、下

段の方向性は、今後、規模拡充し、市の実施と

しております。 

 ２６４ページをお願いいたします。 

 西片西宮線道路整備事業でありますが、決算

額１億２６３２万４０００円でございます。本
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事業は、総合交付金事業と地方特定事業とで実

施しており、総合交付金分が１億２２９４万３

０００円で、建物の算定などの業務委託３件、

改築工事１件、用地取得４件、家屋補償５件で

あります。地方特定分が３３８万１０００円

で、地積測量図の作成などの業務委託３件、改

築工事１件であります。 

 繰越明許費１億１６３７万６０００円は、用

地買収５件、建物などの移転５件、改築工事２

件であります。これは、地権者が転居する家屋

の建築がおくれたこと、また、国の経済対策に

より交付金の内示が年度末になったことから次

年度に繰り越したもので、完了は平成２５年度

中を予定しております。平成２４年度末の事業

進捗率は、約４１％でございます。 

 隣のページ中段、自己評価では、中ほどの活

動内容の有効性、事業の達成状況の項目で、事

業の進捗の点で余り順調ではないとの評価をし

ており、下段の方向性は、今後、規模拡充し、

市の実施としております。 

 ２６６ページをお願いします。 

 北部幹線道路整備事業でありますが、総合交

付金事業と地方特定事業とで実施しており、決

算額２５１３万３０００円でございます。現年

分の地方特定分２５２８万円は、全額を繰越明

許としております。これは、用地購入１件が年

度末の契約となり、それに伴い改築工事２件を

発注したことから次年度に繰り越したもので、

平成２５年５月に完了しております。この北部

幹線につきましては、平成２５年度の全線供用

開始を行う予定でございます。 

 平成２３年度からの繰り越し分２５１３万３

０００円は、総合交付金分が、改築工事２件、

電柱移転補償１件であります。地方特定事業分

は、土地の収用手続にかかわる裁決申請書策定

の業務委託１件、改築工事１件で、平成２５年

３月に完了しております。 

 なお、用地交渉の難航により契約ができなか

ったことから、８３６万９０００円を不用額と

なっております。平成２４年度末の事業の進捗

率は、約７０％となっております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後も現行どおり市の実施としております。 

 ２６８ページをお願いします。 

 雨水ポンプ場施設整備事業、日奈久浜町ポン

プ場でありますが、この施設は、日奈久浜町に

建設された雨水排水ポンプ場で、築３５年が経

過し、老朽化が進行しております。ポンプ場の

安定な稼働のため、施設の改築や更新などを行

っております。決算額５９９万４０００円、交

付金事業にて、耐震詳細診断及び長寿命化計画

策定の業務委託を実施しております。 

 なお、業務委託の入札残などにより、１１０

万６０００円が不用額となっております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後も現行どおり市の実施としております。 

 ２７０ページをお願いします。 

 市内一円都市下水路整備事業でありますが、

決算額６９６４万６０００円で、排水路の修繕

など３８件、測量設計業務委託ほか１０件、三

方張りの改良工事など１４件であります。 

 繰越明許費８５５万６０００円は、西宮町の

排水路改良事業におきまして、隣接するブロッ

ク塀について所有者との協議に期間を要したこ

とから次年度に繰り越したもので、平成２５年

６月に完了しております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後、規模拡充し、市の実施としております。 

 ２７２ページをお願いします。 

 市内一円公園維持管理事業でありますが、決

算額１億４８０万７０００円で、遊具などの修

繕９８件、除草などの管理手数料、施設の管理

委託７５件、樹木管理委託１５件などでありま
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す。 

 なお、公園施設管理業務委託の入札残などに

より、９１６万８０００円が不用となっており

ます。 

 隣のページの中段、自己評価では、中ほどの

活動内容の有効性、事業の見直しの項目で、今

後市民ニーズに即した維持管理が求められてい

ることから検討の余地ありとし、実施の方法の

効率性、人件費の見直しの項目で、非常勤職員

で可能な事務があることから検討の余地ありと

評価しております。下段の方向性は、維持管理

委託先の検討などから要改善とし、市の実施と

しております。 

 ２７４ページをお願いします。 

 都市公園安全・安心対策緊急支援事業であり

ますが、平成２２年度に事業採択された交付金

事業で、老朽化した公園施設の改築・更新を行

うもので、事業期間は平成２５年度までの４年

間であります。決算額は、４３５３万７０００

円で、現年度分３２０７万５０００円が、都市

公園施設設計業務委託ほか４件、植柳新町南児

童公園の遊具改築工事など８件であります。 

 繰越明許費４７５０万円は、上日置児童公園

など１３公園の改築工事において、国の経済対

策による交付金の内示が年度末にあったことか

ら次年度に繰り越したもので、完了は平成２５

年度中を予定しております。 

 平成２３年度からの繰り越し分１１４６万２

０００円は、千反１丁目の古町児童公園の遊具

改築工事など４件で、平成２４年７月に完了し

ております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、交

付金事業終了後の対応などから要改善とし、市

の実施としております。 

 ２７６ページをお願いします。 

 八千把地区土地区画整理事業でありますが、

早期開通に力を入れていた事業の根幹的施設で

ある北部幹線の暫定供用を、平成２５年２月に

行っております。決算額は２億７５３５万８０

００円で、現年度分１億３８６６万９０００円

のうち、市単独分５８４１万９０００円が、北

部幹線開通に伴う仮設道路築造工事ほか９件、

営農休止補償など２０件、用地買収など１件で

あります。また、地方特定分１５８１万７００

０円は、評価委員会の委員１名分の報酬、事業

計画及び実施計画変更書作成の業務委託１件、

舗装工事など４件を行っております。通常分１

０４０万円については、舗装工事１件を行って

おります。また、総合交付金分５４０３万３０

００円は、公共事業再評価に伴う費用便益分析

業務委託など３件、舗装工事など７件、建物移

転補償など３件を行っております。 

 繰越明許費１億１１６１万３０００円は、単

独事業分が築造工事４件などや地方特定分が築

造工事１件、総合交付金分が北部幹線の築造工

事２件、照明灯工事１件、都市計画道路の築造

や舗装工事５件などであります。これは、事業

区域内に居住する地権者の移転先を決定する仮

換地に期間を要し、道路工事に必要な用地が確

保できなかったことから次年度に繰り越したも

ので、完了は平成２５年度中の予定でございま

す。 

 平成２３年度からの繰り越し分１億３６６８

万８０００円は、単独事業分が幹線排水路の築

造と整地工事、地方特定分が北部幹線の築造と

整地工事など７件、通常分が北部幹線の舗装工

事１件、総合交付分が北部幹線の舗装工事など

９件を行っており、平成２５年３月に完了して

おります。平成２４年度末の事業の進捗率は、

約６５％となっております。 

 なお、交付金事業の内示減額や工事の入札残

などにより、６３８２万９０００円が不用額と

なっております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今
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後も現行どおり市の実施としております。 

 ２７８ページをお願いします。 

 公営住宅施設整備事業でありますが、決算額

８４０万６０００円で、海士江団地７戸の電気

温水器の取りかえ工事、鏡町郷開団地Ｂ棟１０

戸分の浴槽湯沸かし器取りかえ工事１件、上日

置団地６号棟の防水工事１件、植柳上町第２団

地の１棟と迎町団地１棟の空き家解体工事を行

っております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業の実施

は妥当としているものの、有効性の達成状況で

余り順調ではない、効率性の人件費の見直しで

検討の余地ありなどとしており、下段の方向性

は、今後も現行どおり市の実施としておりま

す。 

 ２８０ページをお願いします。 

 公営住宅管理事業でありますが、老朽箇所の

修繕、機器の保守点検などを実施しており、決

算額は６０６６万２０００円でございます。内

容としましては、市営住宅家賃徴収業務の嘱託

職員１名分の賃金・社会保険料、住宅施設設備

の修繕５２２件、施設管理業務委託としてエレ

ベーターの保守点検などを行っております。 

 なお、業務委託の入札差額により、３０１万

６０００円が不用額となっております。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業の実施

は妥当であるものの、有効性、効率性について

検討の余地ありなどとしており、下段の方向性

は、住宅使用料の収納率向上を図る必要などか

ら要改善とし、市の実施としております。 

 ２８２ページをお願いします。 

 公営住宅ストック総合改善事業であります

が、各団地別の活用計画を踏まえ、計画的な施

設の維持保全を行うもので、国の交付金を受け

て実施しております。決算額１９４７万３００

０円は、八代市住生活基本計画策定の業務委託

１件、決定委員１１名の報償費と費用弁償であ

ります。また、高島団地の受水槽改修関係とし

て、耐震対策に伴う基礎の設計業務の委託１

件、改修設備工事１件、改修基礎工事１件を行

っております。 

 繰越明許費３５１万３０００円は、八代市住

生活基本計画策定の業務委託において、関連す

る県の住生活基本計画策定が年度末になり、そ

れに伴い市の策定作業もおくれたことから次年

度に繰り越したもので、平成２５年５月に完了

しております。 

 なお、業務委託や工事の入札残などにより、

２７９万５０００円が不用額となっておりま

す。 

 隣のページ中段、自己評価では、事業の実施

は妥当としているものの、有効性の達成状況で

余り順調ではない、効率性の人件費の見直しで

検討の余地ありなどとしており、下段の方向性

は、今後も現行どおり市の実施としておりま

す。 

 土木費につきましては以上でございます。 

 続きまして、款１０・災害復旧費について説

明いたします。 

 ３９６ページをお願いします。 

 道路橋梁施設災害復旧事業でありますが、

（｢何ページ」と呼ぶ者あり）３９６ページ。

道路橋梁施設災害復旧事業でありますが、決算

額１億１２３万４０００円でございます。現年

分の９３５６万４０００円は、昨年６月から７

月の梅雨前線豪雨災害の復旧に要したもので、

復旧工事２４件、測量設計業務委託８件、のり

面などの修繕６０件などを行っております。 

 繰越明許費１９７０万６０００円は、二見本

町の二見川にかかる橋梁の復旧工事で、河川管

理者である県との協議に期間を要したことなど

から次年度へ繰り越したもので、平成２５年６

月に完了しております。 

 平成２３年度からの繰り越し分７６７万円

は、坂本町の木々子板の平線の災害復旧など２

件で、平成２４年６月に完了しております。 
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 なお、国の災害査定によります工法の変更や

減額査定及び入札残などにより、３６２２万５

０００円が不用額となっております。 

 隣の３９７ページ中段、自己評価では、事業

を妥当、有効などとしており、下段の方向性

は、今後も現行どおり市の実施としておりま

す。 

 ３９８ページをお願いいたします。 

 河川施設災害復旧事業、決算額１億２５３４

万６０００円でございます。現年分の９７３３

万４０００円は、昨年６月から７月の梅雨前線

豪雨災害の復旧に要したもので、復旧工事１６

件、測量設計業務委託１０件、護岸などの修繕

６７件でございます。 

 繰越明許費１１７８万７０００円は、二見本

町の南川復旧工事など５件で、資材搬入の仮設

道路設置について地元関係者との協議に期間を

要したことなどから次年度へ繰り越したもの

で、平成２５年７月に完了しております。 

 平成２３年度からの繰り越し分２７６１万２

０００円は、日奈久大坪町の大坪川河川災害復

旧工事など９件で、平成２４年５月に完了して

おります。 

 なお、国の災害査定によります工法の変更や

減額査定及び入札残などにより、３２２１万８

０００円が不用額となっております。 

 隣の３９９ページの中段、自己評価では、事

業を妥当、有効などとしており、下段の方向性

は、今後も現行どおり市の実施としておりま

す。 

 ４００ページをお願いします。 

 公園施設災害復旧事業、決算額７４万５００

０円で、平成２４年、昨年７月の梅雨前線豪雨

により被災しました坂本町のくま川ワイワイパ

ーク園路の修繕１件でございます。 

 隣のページの中段、自己評価では、事業を妥

当、有効などとしており、下段の方向性は、今

後も現行どおり市の実施としております。 

 災害復旧費は以上でございます。 

 続きまして、款１２・諸支出金の土地開発公

社費につきまして、平成２４年度歳入歳出決算

書、この白い分です。これで説明します。 

 歳入歳出決算書１９１ページをお願いしま

す。 

 款１２・諸支出金、項２・土地開発公社費、

目１・土地開発公社費、決算額である支出済額

が５９万１０００円でございます。これは、有

佐駅分譲地の販売委託料でありまして、現在、

一般住宅用地１区画、集合住宅用地１区画が残

っております。今後も開発公社への販売委託を

通しまして積極的に広報活動を行い、早期完売

に努めていくものでございます。 

 諸支出金は以上でございます。 

 続きまして、平成２４年度における主要な施

策に関する調書にないもので、１０００万円を

超える不用額について、同じく歳入歳出決算書

で説明いたします。この白い分ですね。 

 歳入歳出決算書１５５ページをお願いしま

す。 

 下段の、項５・都市計画費、目１・都市計画

総務費、節２８・繰出金、公共下水道事業特別

会計繰出金では、１４００万円の不用が生じて

おります。これは、下水道事業の歳出抑制や使

用料収入の増加により、１４００万円を不用と

し、繰り出しを減じております。 

 次に、１５９ページをお願いします。 

 下側ですが、項５・都市計画費、目５・区画

整理費、節２５・積立金では、９５７２万３０

００円を不用としております。これは、八千把

土地区画整理事業にて造成しました保留地の売

却を、１億２８４０万５０００円の見込みが、

保留地の売却額が３２６８万１０００円にとど

まり、残額を不用としたものであります。今後

も、保留地の売却については積極的に進めるこ

ととしております。 

 次に、流用について説明します。同じく決算
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書です。全１４件中、２０万円を超えます１２

件について御説明申し上げます。 

 歳入歳出決算書１５１ページをお願いしま

す。 

 下側、項２・道路橋梁費、目２・道路維持

費、節１３・委託料から節１１・需用費へ１６

６万８０００円を流用しております。これは、

年度末に十条町の市道の舗装が破損し、緊急的

に修繕が必要になり、予算額が不足したことか

ら、需用費へ流用したものであります。 

 また、節１３・委託料から節１６・原材料費

へ７３万８０００円を流用しております。これ

は、地元施工や下水道の同時施工に伴う材料支

給が増加し、予算額が不足したことから、原材

料費へ流用したものであります。 

 また、節１５・工事請負費から２５６万７０

００円、節１７・公有財産購入費から１１４万

１０００円を、節２２・補償、補填及び賠償金

へ流用しております。これは、三楽町の歩道拡

幅整備の用地取得において予算額が不足しまし

たことから、補償、補填及び賠償金へ流用した

ものであります。 

 １５３ページをお願いします。 

 上側ですが、項２・道路橋梁費、目３・道路

新設改良費では、節１３・委託料から１１４５

万２０００円、節１９・負担金補助及び交付金

から８００万円を、節１５・工事請負費へ流用

しております。これは、国の交付金事業で行っ

ております千丁町の北吉扇ノ江線及び第１井上

踏切について、年度末に追加内示があり、予算

額が不足したことから、工事請負費へ流用した

ものであります。 

 次に、同じページ中ほどになります、項２・

道路橋梁費、目４・橋梁維持費では、節１５・

工事請負費から節１３・委託料へ６７７万２０

００円を流用しております。これは、郡築三番

町の橋梁の耐震補強整備において、橋梁の耐震

性能を確認するため地質調査が必要になり、予

算額が不足したことから、流用したものであり

ます。 

 １５５ページをお願いします。 

 中ほど、項４・港湾費、目２・港湾建設費で

は、節１５・工事請負費から節１９・負担金補

助及び交付金へ２６０万３０００円を流用して

おります。これは、八代港県営事業負担金事業

において県の事業費が増額になり、予算額が不

足したことから、負担金補助及び交付金へ流用

したものであります。 

 次に、１５７ページをお願いします。 

 中ほどの、項５・都市計画費、目２・街路事

業費では、節１５・工事請負費へ６８８万９０

００円を、また、５行下の節１７・公有財産購

入費へ１７９９万４０００円を、――１５９ペ

ージになりますが、１５９ページですね、の下

側です。款７・土木費、項５・都市計画費、目

５・区画整理費、節２２の補償、補填及び賠償

金から流用しております。これは、北部幹線道

路整備事業において、平成２５年３月に土地所

有者との合意が得られたことから救急的な対応

が必要となり、工事請負費及び公有財産購入費

へ流用したものであります。 

 １５７ページに戻りまして、節１７・公有財

産購入費から節１５・工事請負費へ１０４２万

１０００円流用しております。これは、北部幹

線道路整備事業における平成２３年度からの繰

り越し分について、用地交渉が不調に終わり、

事業促進を図るため、工事費へ流用したもので

あります。 

 同ページ下側、項５・都市計画費、目３・都

市下水路費では、節１３・委託料から節１５・

工事請負費へ３８０万円流用しております。こ

れは、国交省と共同施工の西宮町の排水路工事

において、２カ年計画が単年度となったことか

ら、予算額が不足したもので、工事請負費へ流

用したものであります。 

 次に、１５９ページをお願いします。 
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 下側です。項５・都市計画費、目５・区画整

理費では、節２２・補償、補填及び賠償金から

節１５・工事請負費へ１２１２万６０００円を

流用しております。これは、北部幹線の開通に

当たり、警察協議で交差点の照明灯設置が必要

となり、予算額が不足したことから、工事請負

費へ流用したものであります。 

 １６０ページですね。 

 上側、項６・住宅費、目１・住宅管理費で

は、節１３・委託料から節１１・需用費へ１０

４万７０００円を流用しております。これは、

住宅の施設修理がふえ、予算額が不足したこと

から、需用費へ流用したものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどをよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） ただいま説明のあり

ました第７款・土木費、第１０款・災害復旧費

中、建設部関係分及び第１２款・諸支出金中、

建設部関係分について一括して質疑を行いま

す。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。２７４ページ

の都市公園安全・安心対策緊急支援事業につい

て、ちょっとお尋ねをいたします。 

 そもそも、公園数２７カ所に対して、全体事

業費が１億８４００万円というふうなことがあ

りまして、遊具改築などの改修が行われている

ようなんですが、これを見ると、２４年度実施

が８で２５年度見込みが１１ということになる

と、１９なんですよね。で、そもそもの、その

公園数の、この２７カ所っていう設置の基準が

何だったのかということと、今のその改修の状

況などを教えてください。 

○街路公園課長（閘 賢一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 閘街路公園課課長。 

○街路公園課長（閘 賢一君） はい。街路公

園課の閘です。 

 この安心・安全の公園の施設緊急整備事業に

つきましては、２２年度からの事業でございま

して、今３カ年目を迎えております。一応、今

のところの制度では今年度が最後ということ

で、そのうち、２３年からの繰り越し分が４件

ございます。だから、それも合わせて、２４年

度の決算ではですね、公園が８公園の８件と４

件で１２件を、２４年度に施工いたしておりま

す。 

 内容につきましては、この公園はですね、そ

の事業採択のときに、まず遊具の改築とか照明

の改築ですね、それに防災倉庫の設置、この大

きな３点をですね、メーンに事業を行っており

ます。 

 それで、当初の事業計画を出しまして、順次

施工いたしとる中で、――ちょっとお待ちを、

済みません。この事業につきましては、２８カ

所の公園を対象としたと。そのうち、遊具、照

明の改築が２６カ所、トイレのバリアフリー化

が３カ所、それに防災倉庫の整備が５カ所でご

ざいまして、これ、重複公園もありますので、

足したら２８は超えるかと思います。 

 そういう中で、２４年度につきましては先ほ

ど申し上げた内容でございますけども、よろし

ゅうございますでしょうか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。多分この緊急

支援事業というのは、全国的に公園の遊具の安

全性みたいなものが非常に問題視されて、国が

この支援事業を創設したものだったというふう

に記憶をしています。 

 ですが、その事業にのっとってっていうこと

であればですね、この２８カ所をまずはされた

ということなんだろうと思うんですが、八代市

にある公園全体で見れば、まだまだそういった

ふうな危険遊具であるとか、先ほどあった照明

または防災倉庫っていったものの改築・改善が
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必要なものはあるっていうふうに思われてるで

しょうか。現状、どんなふうに把握されてます

か。 

○街路公園課長（閘 賢一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 閘街路公園課課長。 

○街路公園課長（閘 賢一君） はい。今回の

２６カ所につきましてはですね、平成２２年当

時に、緊急的に整備しなければいけない箇所を

ですね、選別いたしまして計画にのせたわけで

すけども、実は今年度はですね、もう一つ事業

が、長寿命化の策定計画ということで、調査事

業がございます。 

 そういう中で、今後ですね、遊具とかそうい

う施設の延命化を図るためのですね、今調査を

してるところでございまして、今後はまた、そ

の調査の内容につきましては、次第ではです

ね、別の補助メニューをですね、活用いたしま

して、順次改築をしていきたいというふうに考

えております。で、今調査中でございます。 

 以上です。（委員幸村香代子君「はい」と呼

ぶ） 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 済みません。この２７

６ページの八千把地区の土地改良区画整備です

が、この事業については、本当に市の大々的な

この区画整理事業なんですけれども、相当金も

必要だろうと思います。 

 そういうことでですね、もう大体２４年度が

６４.８％の進捗ということなんですけれど

も、これについては、面積が大体どのくらいあ

るのか、何ヘクタールぐらいあるのか。またそ

れに合わせて、結構市が買い上げる面積等もあ

るんじゃないかなと思います。それと、今まで

できたその区画整理のその売約は、またどのく

らいというのがありますか。まず、それ教えて

ください。 

○委員長（友枝和明君） 湯野区画整理課課

長。 

○区画整理課長（湯野 孝君） 八千把地区の

土地区画整理事業につきまして、お話ししたい

と思います。 

 この計画につきましては、今、面積約４４ヘ

クタールございます。計画期間が、事業期間が

平成１２年度から平成２４年度。ただ、ちょっ

と、計画がですね、伸びてない関係上、５年間

の延伸を今年度予定しております。（委員福嶋

安徳君「５年」と呼ぶ）５年間、はい。３２年

度までを……（委員福嶋安徳君「ああ、延長」

と呼ぶ）はい。伸ばしたいというように考えて

おります。 

 今の、あと売却率でございましたですかね。

（委員福嶋安徳君「うん」と呼ぶ）売却率の、

保留地。先ほどのですね、事業費につきまして

も、計画が、今の総事業費が４６億予定してま

すけども、これについても、ちょっと今年度見

直しまして、約２億２０００万、総額４８億程

度にちょっと増額したいというようには考えて

おります。 

 売却率ちょっと、はい。（｢２４年度末で」

と呼ぶ者あり）２４年度末で。保有保留地とい

うのが、この区画整理事業を施行いたしますの

に、その保留地を処分して一部施工費用に今充

ててるんですけど、その予定の金額に対しまし

ては、８０００、――８億ですか、（｢８億」

と呼ぶ者あり）約８億５７００万、今の売却率

は約１０％となっており、２４年度末で。とい

う状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。相当面積も広い

中でのやっぱり区画整理ですから、本当にもう

長々かかるのは当然でしょうけれども、ここに
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松江線からずっと千丁のほうへ抜けるあの道路

ですね、あそこの場合は、もうでき上がりまし

たか。 

○委員長（友枝和明君） 閘街路公園課課長。 

○街路公園課長（閘 賢一君） はい。お尋ね

の北部幹線でございますけども、今頑張って作

業やりよります、街路公園課のほうでですね。 

 北部幹線につきましては、区画整理事業のメ

ーンの道路と、それと、あと１００メーター区

間がですね、区画整理の区域と今の既成市街地

の区域がですね、１００メーター残っとりまし

た関係で、そこは街路公園課のほうで、街路事

業として今取り組んでおります。で、非常に用

地が難航しましたところでございまして、二転

三転しながらですね、事業を進めまして、今、

最後のですね、舗装をですね、発注したところ

でございます。 

 で、先ほどの市村次長の説明にもあったかと

思いますけども、今年度中に早い機会にはです

ね、できるだけ早い機会に全線供用開始を目指

しているところでございます。（委員福嶋安徳

君「今年度中、事業のでくんならばよかです、

はい」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（福嶋安徳君） ありがとうございまし

た。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。非常に基本的な

ことで申しわけないんですけど、先ほど流用っ

ていうものがありましたけど、これは、例えば

委託料が工事請負費のほうに流用されたってい

う場合ですね、支出済額のほうにも決算が出て

るような状況で、これにこう記載されているん

でしょうか。 

○建設部次長（市村誠治君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 市村建設部次長。 

○建設部次長（市村誠治君） はい。流用につ

きましては、予算現額ですね、当年度の予算、

その中に含まれてきます。で、ですから、執行

済額に入るということです。（委員前川祥子君

「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。２７４ページの

都市公園安全・安心対策緊急支援事業につい

て、ちょっと確認させていただきたいと思いま

す。 

 防災備蓄倉庫をですね、つくっていただくこ

とは大変ありがたいことだと思っております。

ちょっと表の見方がちょっとわからなかったも

んですから、２７カ所の公園のうちに５カ所だ

け設置されたっていうことですか。 

○街路公園課長（閘 賢一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 閘街路公園課課長。 

○街路公園課長（閘 賢一君） 済みません、

先ほどの説明の中での話ですね。（委員堀徹男

君「はい」と呼ぶ） 

 今、全体計画が５カ所の予定でございます。

（委員堀徹男君「全体計画５カ所、はい」と呼

ぶ）はい。今回のですね、この安全・安心で。

今設置いたしましたのが、この前、麦島東公園

には設置いたしております。（委員堀徹男君

「ありがとうございます」と呼ぶ） 

 それと、防災倉庫の予定箇所ですね。という

ふうによろしいんですかね。 

○委員（堀 徹男君） はい、いえ、予定箇所

っていうかですね、２７０――あ、済みませ

ん、いいですか。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。２７５ページの

上の表で、２４年度実績が、設置公園比率が８

０％で、２５年度の見込みが１００で事業完了

ということで、５件ということで、２７４ペー

ジの下の防災倉庫設置公園数っていうのが、２

４年度はゼロで２５年度が１っていうことは、
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２２、２３で２つずつぐらいつくられたってい

うことでよかった……（街路公園課長閘賢一君

「そうですね。今後の予定もございますけど

も」と呼ぶ）今後の予定。はい。（街路公園課

長閘賢一君「はい。２５年度のですね。全部で

……」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） 閘街路公園課課長。 

○街路公園課長（閘 賢一君） ああ、済いま

せん。はい。 

 全部で５カ所なんですけども、２５年度にで

すね、あと１カ所残っております。そして、２

５年度で１カ所で終わりですので、２４年度に

……、（委員堀徹男君「ゼロだったってことで

すよね」と呼ぶ）２４年度が、ああゼロですよ

ね。てことは、済みません、２２年度と２３年

度に残りを施工いたしております。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。ありがとうござ

いました。ちょっと数字の見方がちょっとわか

らなかったもんですから。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。２５８ページの

日奈久港みなと振興交付金事業についてお尋ね

をします。 

 交付金事業ということで、繰り越しになって

おりますが、財源としては一般財源という形な

んですが、このことについて、なぜ一般財源に

なっているのかということを、件名とその財源

が整合性がとれないと思うんですけど、まずそ

の点をお聞きしたいと思います。 

○委員長（友枝和明君） 下川土木建設課首席

審議員兼課長。 

○建設部首席審議員兼土木建設課長（下川哲夫

君） はい。この事業につきましては、一応交

付金の対象事業として採択を受けたものでござ

いますが、この事業のほかに、人道橋を日奈久

にはかけておりまして、その分のほうに補助率

を多く回した関係で、この事業だけが一般財源

のみで対応したということになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。ほかの事業と抱

き合わせた件名で、内容であったということで

理解はさせていただきますが、その上でです

ね、２５９ページのほうでは、２４年度にこの

内容が実験ということでされているわけです

が、２４年度で事業完了と、実験は終わったん

だということだというふうに思いますが、２５

８ページのほうの活動指標のほうでは、その後

海上タクシー運航もゼロ、モニターツアーもゼ

ロと。しかし、２５年度から２８年度にかけて

は３２２人の海上交通の利用者数があると。し

かし、今後の方向性としては何も出してないわ

けですよね、不要とか市による実施とか。こ

れ、どういう意味なんでしょうか。この実験が

どういう目的を持ってされたのか、ちょっと理

解に苦しみますので、説明をいただきたいと思

います。 

○委員長（友枝和明君） 下川土木建設課首席

審議員兼課長。 

○建設部首席審議員兼土木建設課長（下川哲夫

君） 最後のところの今後の方向性でございま

すが、この調査自体は完了したってことで、今

後この事業の、同じような海上タクシーを使っ

た社会実験とかそういうのが終わりましたの

で、今後市として同じような実験を継続するか

というところは踏み込まないというところで、

方向性を示していないところでございます。 

 また、今後の海上利用者の利用者数ですけ

ど、これにつきましても、日奈久の漁業組合の

ほうに、海上タクシー等の乗り合い、入り込み

数とかを聞いて、これまでの実績を上げてると
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ころでございまして、この社会実験を行いまし

た結果、何せ海上タクシーがほかの陸上輸送に

要する交通機関よりも相当割高になるもんです

から、なかなかこの地域での海上交通っていう

のは厳しいのかなというふうな感じを見ており

まして、しかしながら、今後の日奈久のいろん

な事業とか、そういうのもありますことから、

場外馬券場とか公園とか整備しておりますの

で、今後もこのくらいの程度の入り込みは見込

めるんじゃないかということで、数字は挙げさ

せていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。海上タクシーと

かそういったものとの関係はないけども、３２

０人程度の入り込みがあるというような御説明

だろうというふうに理解をさせていただきます

が、今、説明を聞いて大分こうわかってきたわ

けですけど、もう少しですね、丁寧にそのあた

り書き込んどっていただきたいというふうに思

うんですよ。 

 執行部の皆さんは、多分これを見られて、あ

あこういうことだろうなというふうに理解がで

きるんだろうと思いますが、私たちは、全ての

ことに対して精通しているわけではなくてです

ね、素人目でこう見ていきますので、そのあた

りを、予算では認可をしとるかもしれませんけ

ど、もう少し丁寧なですね、事務事業評価票に

していただきたいということで、最後要望しと

きたいと思います。 

○委員長（友枝和明君） 市村建設部次長。 

○建設部次長（市村誠治君） はい。これで決

算の説明ちゅうのが今年度からですので、担当

課としてもですね、どのような形にしたらいい

かということで検討はいたしとります。 

 で、次年度からはですね、できるだけ簡単

に、詳しくこれに載せて、一般の人にもわかる

ような事務事業評価票にしたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） それから、誤字がご

ざいますので、御指摘がありましたので。 

 ２５８ページのですね、海上タクシーが、こ

の「海上」が会議場の「会場」になっておりま

すんで。（｢２カ所」と呼ぶ者あり）２カ所。

（｢失礼しました」と呼ぶ者あり）海の上です

ね。（建設部次長市村誠治君「はい」「それも

踏まえてですね、誤字脱字がないように来年度

は整理したいと思います。よろしくお願いしま

す」と呼ぶ）はい、よろしくお願いします。 

 はい。ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で、第７款・土

木費、第１０款・災害復旧費中、建設部関係分

及び第１２款・諸支出金中、建設部関係分につ

いての質疑を終わります。 

 １０分間休憩します。 

（午後２時１１分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２１分 開議） 

○委員長（友枝和明君） それでは、休憩前に

引き続き、決算審査特別委員会を再開いたしま

す。 

○市民協働部長（山本道弘君） はい、委員

長。 

○委員長（友枝和明君） ちょっと待って。

（｢山本」と呼ぶ者あり）山本市民協働部長。 

○市民協働部長（山本道弘君） はい、お疲れ

さまです。（｢お疲れさまです」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、市民協働部が所管いたしておりま

す第８款・消防費と第９款の教育費の一部につ

きまして、総括をさせていただきます。済みま

せん、着座して説明させていただきます。 
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○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○市民協働部長（山本道弘君） はい。まず、

第８款・消防費につきましては、防災安全課で

所管、所掌しております安全・安心なまちづく

りに努めております。 

 消防力の充実につきましては、特に、非常備

消防のかなめであります消防団の施設整備の充

実を図るために、整備計画に基づきまして、積

載車５台や小型動力ポンプ３台の更新、さらに

は消火栓２１カ所の新設など、施設設備の充実

を図ったところでございます。 

 しかしながら、これらの資機材を取り扱う消

防団が、高齢化、過疎化などによりまして、消

防団員数の確保が大きな課題となっておりま

す。 

 このような傾向は全国的なものではあります

が、本市では特に山間部が顕著にあらわれてお

ります。そのため、現在、消防団活性化計画の

策定作業を進めているところでございます。ま

た、消防団員として経験されたＯＢなどを対象

として、活動内容を限定した限定活動消防団員

としての活用策などを導入したところでござい

ます。 

 さらに、町内会など、地域住民による自主防

災組織の育成・強化に努めているところでござ

います。 

 次に、防災基盤や防災体制の整備事業の一環

といたしまして、防災行政無線の整備や避難場

所の確保に努めてきたところでございます。 

 防災行政無線につきましては、旧八代市の一

部の地域におきまして、電波障害や既存設備の

ふぐあいが原因で、放送が聞こえにくいところ

が数カ所あることから、その実態把握と対策方

法の検討を行っているところでございます。 

 さらに、従来の大雨洪水等の災害想定に加

え、地域、地震津波の災害を想定した地域防災

計画を策定したところでございます。今後の整

備に当たりましては、地震、津波、豪雨、土砂

崩れなど、地域の特性を考慮した災害を想定

し、計画的に資機材や備蓄品の整備を図るよう

指示をしているところでございます。 

 平成２３年３月の東日本大震災や昨年７月の

九州北部豪雨、そして本年１０月の伊豆大島の

豪雨により、防災・減災に対する重要性を改め

て認識したところであり、特に伊豆大島の豪雨

災害では行政の対応等について幾つかの課題が

浮き彫りになりましたことは、御案内のとおり

でございます。 

 消防費はまさに市民生活の安全・安心を確保

するための事業でございますので、さきの大震

災等を検証し、実効性のある防災対策の推進に

向けまして、地域防災計画及び行動マニュアル

の適宜見直しとともに、基盤づくり等を図って

まいります。 

 以上、消防費の総括とさせていただきます。 

 続きまして、第９款・教育費のうち、市民協

働部の文化まちづくり課及びいきいきスポーツ

課が所管します事務事業について申し上げま

す。 

 文化の振興とスポーツの振興によるまちづく

りを進めるために、教育委員会から市長部局に

移管して２年目の決算でございますが、歴史・

文化を生かした地域振興あるいは地域づくり、

全国大会の誘致や競技力の向上等による地域活

性化など、新たな視点での事業展開を努めてい

るところでございます。 

 まず、文化まちづくり課関係につきまして

は、妙見祭など伝統文化の有効活用や伝承に努

めております。 

 文化財の保護業務につきましては、教育委員

会の補助執行として、貴重な文化財の保存・調

査を進め、文化財を生かした文化の香り高いま

ちづくりにつなげているところでございます。

ちなみに現在、古麓城跡、麦島城跡、八代城跡

の３城跡関連の国指定に向けて、文化庁に調査

結果を提出しているところでございます。 
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 そのほか、大鞘樋門群、旧郡築新甲号樋門な

どを初めとした干拓遺跡の修復、調査や球磨川

河川改修に伴う江戸時代の石積み、いわゆる、

はねの発掘調査などを継続して進めておりま

す。 

 このほか文化・芸術活動の推進におきまして

は、文化団体の育成や厚生会館など３つの文化

施設での各種文化事業を展開しているところで

ございます。市民にすぐれた芸術鑑賞の機会を

提供し、芸術文化に接する機会を設けること

で、本市の文化力の向上を図ってまいります

が、今後は文化施設の管理運営など、文化振興

に係るソフト事業について、行政と民間との役

割などを見直す必要があろうかと考えておりま

す。 

 次に、いきいきスポーツ課でございますが、

本市が目指しておりますスポーツによるまちづ

くりを図るため、スポーツ人口の拡大促進に取

り組んでおります。また、スポーツの拠点づく

りを推進する目的で、全国規模のスポーツ大会

の開催や全日本女子柔道強化合宿、サッカーチ

ームの合宿誘致を行ったところでございます。

とりわけ、全国規模のスポーツ大会について

は、スタッフの確保や運営費など財源の捻出に

課題はありますものの、関係団体の御協力によ

りまして、大会の運営に関しましては高い評価

をいただいており、交流人口の増加や競技力の

向上を初め、八代市の知名度アップにつながっ

ているところと認識しております。 

 次に、県民体育祭や各種スポーツ教室などに

つきましては、八代市体育協会への委託やスポ

ーツ推進委員の活用などによって対応している

ところでございますが、今後は行政と体育協会

との役割をより一層明確にする必要があると思

います。 

 次に、体育施設の整備や管理につきまして

は、全般的に老朽化が進んでおり、計画的かつ

早急な修繕改修が必要ではございますが、現在

は限られた財源の中で主に緊急性や安全性の確

保を優先し、施設の改修等を行っております。

今後、スポーツによるまちづくりにつながりま

すよう、施設整備の計画はもちろんのこと、現

在所管しております多数の体育施設のあり方に

ついても、あわせて検討する必要があるものと

考えております。 

 以上、教育費のうち、市民協働部が所管いた

します関係事務事業についての総括とさせてい

ただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○市民協働部次長（本村秀一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 本村市民協働部次

長。 

○市民協働部次長（本村秀一君） はい。こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民

協働部次長の本村でございます。着座にて説明

をさせていただきます。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（友枝和明君） どうぞ。 

○市民協働部次長（本村秀一君） それでは、

第８款・消防費につきまして、主要な施策の調

書、その１・２に基づきまして、説明をさせて

いただきます。 

 主要施策の調書・その１の６ページをお願い

いたします。 

 まず、歳出決算の状況でございますが、款８

・消防費の支出済額は１９億６４３０万８００

０円で、執行率が９８.５％、歳出総額に対す

る構成比は３.５％でございまして、前年度と

比較して１６１５万４０００円、０.８％の減

となっております。減の主な理由といたしまし

ては、さきの東日本大震災で多くの消防団員が

殉職をされたため、消防団員等公務災害補償基

金に不足を生じ、その不足額を全国の消防団員

の掛金の増額などで賄うとされたことが主なも

のでございます。 

 それでは、消防費の主な事業について、御説
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明をさせていただきます。 

 主要施策調書、その２の２８４ページをお願

いいたします。 

 今回決算におきましては事務事業評価票の様

式と一体化していますことから、説明は票中の

事務事業名、事業の内容、決算額、事業の自己

評価、今後の方向性について御説明いたしま

す。なお、決算額につきましては１０００円未

満を四捨五入して御説明させていただきます。 

 それでは２８４ページの消防団活動事業でご

ざいますが、これは消防団員の報酬や出動手当

支給など、消防団活動に関する事務及び消防資

機材の燃料費などが主なものでございます。な

お、出動手当は、火災現場における消火活動や

集中豪雨などの災害時における警戒活動など、

出動した際の費用弁償でございまして、昨年度

は延べ６７９７人が出動しております。決算額

は１億７９６７万８０００円で、消防団員報

酬、退職報償金掛金、出動手当、退職報償金が

主なものでございます。なお、特定財源としま

して、消防団員退職報償金がございます。不用

額の要因としましては、退職報償金や消防団員

報酬などが当初見込んでいた人数より下回った

ことが主な理由でございます。また、右のペー

ジになりますが、事業の自己評価では、消防組

織法で市町村の消防に要する費用は市町村が負

担しなければならないことになっており、市が

事業主体で行う必要があり、今後の方向性とし

て、現行どおり市による実施を続けるとしてお

ります。 

 次に２８６ページをお願いします。消防団整

備事業でございますが、これは、消防団の活動

に必要な既存の消防資機材の維持管理、修理、

性能保全などや新入団員を中心とした活動服な

どの整備が主な内容でございます。決算額は３

８８５万４０００円で、消防小型動力ポンプ及

び積載車の購入費２７２９万円や活動服購入費

が主なものでございます。なお、特定財源とし

まして、石油貯蔵施設立地対策等交付金、電源

立地地域対策交付金を充てております。 

 また、右のページになりますが、事業の自己

評価では、大規模災害時においては地域防災力

の重要性は非常に高く、その中心的な役割を担

う消防団の整備について事業の役割は大きいと

しています。今後の方向性として、東日本大震

災などを受け、地域防災力のかなめである消防

力向上のために整備を行っていく必要性は非常

に高いとして、事業は規模拡充で、市による実

施を続けるとしております。 

 次に２８８ページをお願いします。消防施設

整備事業でございますが、事業の内容は、消防

水利の表示看板設置、防火水槽の新設などや消

火栓新設・改修負担金が主なものでございま

す。決算額は１８２９万６０００円で、防火水

槽新設４７０万４０００円、消火栓の新設や改

良として事業管理者であります水道局へ支出す

る９０６万６０００円が主なものでございま

す。なお、特定財源としましては、電源立地地

域対策交付金、消防債などでございます。不用

額の主な要因としましては、これは坂本町に防

火水槽設置を予定しておりましたが、用地が県

有地になっており、国交省と県企業局の築堤事

業に関係するため、協議に時間がかなりかか

り、発注できなかったのが主な理由でございま

す。また、事業の自己評価では、安心で安全な

まちづくりのための必要な事業としています。

今後の方向性として、早急に整備を推進する必

要があるため、規模拡充により実施を続けると

しております。 

 次に２９０ページをお願いいたします。防災

対策事業でございますが、事業の内容は、１次

避難所表示看板設置、避難所案内標識看板の張

りかえや新設、八代地域防災計画作成業務委託

などを行っております。決算額は１１９３万９

０００円で、避難所表示、案内看板設置に係る

委託料３２８万円や八代地域防災計画作成業務
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委託６７４万１０００円が主なものでございま

す。なお、特定財源は、自主防災組織設立促進

事業補助金でございます。また、自己評価で

は、災害から市民の生命・財産を守ることは市

として当然のことであり、本事業はなくてはな

らないものとしております。今後の方向性とし

て、現行どおり市による実施を続けるとしてお

ります。 

 次に２９２ページをお願いします。防災行政

無線整備事業でございますが、事業の内容は、

本庁同報系防災通信システムＭＣＡ屋外拡声器

増設や通信施設の定期点検などを行っておりま

す。決算額は２３９６万３０００円で、防災行

政無線保守点検業務委託６６１万１０００円、

ＭＣＡ屋外拡声子局設置工事６４０万５０００

円などが主なものでございます。なお、特定財

源は、消防債・防災行政無線整備・統合事業で

ございます。また、事業の自己評価では、災害

に強いまちづくりを図るためには災害時の情報

伝達がスムーズに行われる必要があり、市民の

生命・財産を守る重要な事業としております。

今後の方向性として、現在も、──先ほど部長

からも総括ありましたように、一部聞こえな

い、聞こえにくい地域があり、その改善に向け

た取り組みをする必要があるとし、市による実

施を続けるとしております。 

 次に２９４ページをお願いします。災害時用

備蓄資材整備事業でございますが、事業の内容

は、防災活動拠点への防災備蓄倉庫の設置及び

防災資機材、食糧などの整備を行っておりま

す。決算額は６１０万円で、備蓄食糧整備とし

てアルファ米など１６５万９０００円、松高公

民館備蓄倉庫整備及び食糧、資機材の整備費用

４４４万２０００円でございます。特定財源

は、電源立地地域対策交付金でございます。 

 ここで訂正をさせていただきます。本ペー

ジ、２９４ページの中段の下の左側の欄の事業

の内容に、松高公民館備蓄倉庫整備４４４万１

８００円と記載しておりますが、４４４万１５

００円の誤りでございました。御訂正をお願い

します。申しわけございません。右のページに

なりますが、事業の自己評価では、災害発生時

の市民生活を確保するため本事業は重要な役割

を担っており、避難者に対する食糧品の備蓄を

計画的にふやしていく必要があり、今後の方向

性として規模拡充により市による実施を続ける

としております。 

 次に２９６ページをお願いします。自治総合

センターコミュニティ助成事業、自主防災組織

育成助成事業でございますが、事業の内容は自

治総合センターの事業であり、２団体が自治総

合センターの決定を受けております。決算額は

２７０万円で、千丁町西牟田下自主防災会補助

金１１０万円、日奈久塩南町自主防災会補助金

１６０万円でございます。事業費の全額が、特

定財源の自治総合センターコミュニティ事業助

成金でございます。また、右のページになりま

すが、自己評価では、自主防災組織などへ資機

材を整備することは、地域の防災力が向上する

ため市が主体となって取り組む事業としており

ます。今後の方向性として、現行どおり市によ

る実施を続けるとしております。 

 以上、消防費についての御説明とさせていた

だきます。 

 引き続き、款１０・災害復旧費のうち市民協

働部関係分についての御説明をさせていただき

ます。４０２ページをお願いいたします。 

 消防施設災害復旧事業でございますが、この

事業は、──よろしいでしょうか。４０２ペー

ジです。消防施設災害復旧事業でございます

が、この事業は昨年７月の梅雨前線豪雨により

坂本町枳ノ俣消防ポンプ小屋が被災したほか、

落雷により防災行政無線施設が被災したため、

土砂撤去及び防災行政無線の修理を行ったもの

でございます。決算額は９４０万９０００円

で、坂本町枳ノ俣消防用小型ポンプ等購入２２
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７万９０００円、防災行政無線機器修理２５５

万６０００円が主なものでございます。また、

事業の自己評価では、災害により被災した消防

施設などを早急に修繕、復旧することは市の責

務としており、今後の方向性として現行どおり

市による実施を続けるとしております。 

 以上、災害復旧費のうち市民協働部関係分に

ついての御説明とさせていただきます。 

 御審議、よろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） ただいま説明のあり

ました第８款・消防費、第１０款・災害復旧費

中、市民協働部関係について、質疑を行いま

す。（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。２８６ページの

消防団整備事業についてお伺いいたします。財

源の内訳の中で、石油貯蔵施設立地対策等交付

金とありますけど、これは大島地区のあの石油

貯蔵のことなんでしょうか。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。防災安

全課、東坂でございます。 

 今、委員おっしゃいましたように、大島地区

の石油貯蔵基地ございますけども、あれに伴い

ます交付金でございます。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。そうしたら、企

業がですね、撤退してるというような状況だと

思うんですよね。これは少し縮小された、交付

金が少し少なくなったんじゃないかなというふ

うに思いますが、どうでしょうか。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい、委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。交付金

につきましては、まず１０万キロリットル以上

の貯蔵量があるというのが基本でございまし

て、以前は八代大島地区１２万キロリットルほ

どございました。ところが現在は１０万キロリ

ットルぎりぎりということでございまして、そ

れに伴いまして、あと係数はもう一緒ですの

で、徐々に減少はしておりますけれども、現在

のところでは、その１０万を切る、キロリット

ルを切るということですので、大変大きな財源

を失う可能性もあるということで危惧しており

ます。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。ということは、

もうまた一般財源のほうから組み込んでくると

いうことに、可能性が出てくるということにな

りますかね。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。基本的

にはそういうことになってこようかと思いま

す。現在、県を通じまして、国のほうにもその

１０万キロリットルという基準をですね、切っ

た場合にどうにかならないかということで、御

相談をしていただいているところでございま

す。 

○委員（前川祥子君） わかりました。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。これは、２８８

ページの、消防施設の整備について。これは、

防火水槽は坂本地域でなされてないというのが

ありますけども、これ防火水槽は、それと消火

栓、これ市内一円でまだ設置可能、設置しなけ

ればいけない箇所ちゅうのは何カ所ぐらいある
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とですかね。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい、委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） 現在、防火水

利を計算しますときには、まず市街地あるいは

準市街地の場合が２種類ありまして、大体１０

０メートル、１２０メートルを一辺とした面積

の中に１カ所、それから、それ以外の地域では

１４０メートルを一辺とした地域の中に１カ所

なければならないという基準が消防法の中でご

ざいまして、現在それを、図面を切っていって

現在の防火水槽ですとか消火栓等を確認いたし

ますと、大体、現在のところ３２％という形に

なっております、八代市の場合はですね。です

から、まだ水利としては足りないという部分が

ございます。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） やっぱり今から住宅地

がふえていくという、それにかかわればそれ

で、家の戸数やなんかも関係あるんですか、メ

ーターとの。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい、委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。現在の

基準で戸数というのは特にはございませんけれ

ども、今、委員おっしゃいましたように、同じ

面積の中に点在してた場合ともう密集してた場

合は必要量がかなり違うと思いますので、そう

いう部分は私どものほうも考慮しながら今後の

水利の整備というものに努めていきたいという

ふうに考えております。 

○委員（福嶋安徳君） はい、わかりました。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（増田一喜君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） はい。２つほどお聞き

したいと思います。まず一つは２８６の消防団

整備事業というところで、消防団の活動服購

入、それとはっぴ・長靴購入という項目がある

んですけれども、この消防団さんの団員さんた

ちに支給する活動服とかはっぴとかいうのは、

これは１回きりなんですか。新しく入団された

人たちにやったら、そのままですか。聞けば、

もう１０何年も同じやつを着てますとかいうこ

とを聞いた、何年かごとにこの交換ちゅうか、

貸与はないのかなという、ちょっと疑問があっ

たもんで。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。消防の

団服につきましてはですね、今おっしゃいまし

たように大体入団時に１回というのが現状でご

ざいます。長靴に関しましてはですね、やはり

火災現場に出たりとかいろいろしまして破れた

りとかいろいろありますんで、ときには補充を

していくというような形で行っているところで

ございます。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） はい。時々な、私ちょ

っと心配なのは、長靴は火災現場で何か物がこ

うやっぱり焼け落ちたりなんかしてくぎが出た

りすると、長靴はゴム底だからゴッと抜けるで

しょう。ああいうの何かこう消防署員みたいに

安全靴というかな、ああいうのは必要じゃない

のかなとちょっと思うんですよね。（防災安全

課長東坂宰君「はい」と呼ぶ） 

 だからそういうところも検討していただけれ

ばと思っておりますけども。答えありますか。

ある。答えてください。 



 

－49－ 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。今おっ

しゃいましたように、大変、火災現場等です

ね、焼け落ちました後にくぎが出ておりました

りとかいろいろございますんでですね、そうい

う安全靴といいますか、長靴から安全靴へとい

うような転換あるいはその両方を準備するとか

ですね、そういうことも今後は検討していきた

いというふうに思います。 

○委員（増田一喜君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ２点目なんですが、２

８８の消防施設整備事業。これで防火水槽とか

ってありますけど、もう既存の防火井戸があり

ますよね、道路とかの。あれがもう詰まって出

てこないとか、あるいは出方がまずい、少ない

もんだから。掘った当初は良かったんですよ

ね。だけど、もう何十年てたってきて、目詰ま

りを起こしたような感じで、もう消防車で吸い

上げて５分か１０分吸い上げたらもう空ですと

か。またたまるのに大分時間がかかるとか、そ

ういうのが箇所が多分大分あるんじゃないかな

と思うんです。そういうところの点検とかそう

いうのは。そして随時それを水がたまりやすい

ようにするとか何かされてるんですか。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。各防火

水利、防火水槽とか今おっしゃいました防火井

戸につきましては、各地区の消防団のほうに点

検を一応お願いしているところでございます。

そういった中で、不備がございましたら、こち

らのほうにですね、報告がございまして修理を

していくということにはなっておりますけれど

も、それが十分なされているかといいますと、

団員ごとに随分違うんじゃないかというふうに

思いますんで、また今後ですね、各全体的に、

消防団全体的にそういうお話をしまして、お願

いをしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 報告をするようにとい

う、消防団のほうには市からお願いしてあるら

しいけども、言っても一緒だもんと言って。こ

こが詰まってる、ここが手抜きよって言ったっ

て、そのままだもんって言いよったけん。だか

ら、皆さんはわかって心配して言うんだけども

対応が遅いちゅうことで、そういうところにち

ょっと不満ちゅうか心配があるみたいだから、

そういうことはやっぱり早急にしとかないと。

水利はそこだけってなってしまうと、どうしよ

うもないんですよね。そして特に川南の高田方

面からそっちに行くと、高田で農家で地下水を

するもんだから、こっちの町家みたいに水道が

ないから消火栓をつけて、そっからホースとか

そういうことがほぼできないから、川の水を利

用したり防火井戸を利用したりするもんだか

ら、非常に大事な施設ではあっとですよね。だ

からそういうところもちょっと気つけて見てい

ただきたいなとは思いますけども。よろしくお

願いいたします。（防災安全課長東坂宰君「は

い」と呼ぶ） 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） はい。いいですか。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。２９４ページの

災害時用備蓄資材の整備事業についてですけ

ど、先ほどの土木費の中でも公園にですね、５

カ所備蓄倉庫を整備するという事業がありまし

たけど、これは課をまたいでというか担当部署

をまたいで別々の事業だったんでしょうか。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。 
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○委員長（友枝和明君） 東坂防災安全課課

長。 

○防災安全課長（東坂 宰君） はい。備蓄倉

庫につきましては、先ほど土木のほうでもあり

ましたが、街路公園課のほうでも設置しており

ます。と申しますのが、街路公園課の場合は補

助が使えるということでですね、そういう部分

で、公園整備とあわせまして整備をされている

ところでございます。 

 ただ、私どものほうでも、今回の決算には上

げておりますけれども、備蓄倉庫を整備してお

りますけれども、ほぼ一般財源、あるいは若干

の、先ほど出ました石油交付金ですとか電源と

か、そういうところを使える場合もございます

けれども、一般財源が多うございますので、少

しでも有利なようにということで、街路公園課

のほうにつくっていただいた部分もございま

す。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。街路公園課のほ

うでつくられたほうは、中身に関しても協議み

たいなのがあって、同じような防災安全課のほ

うで担当されているような中身と同じようなも

のをつくられたということで認識してよろしい

でしょうか。 

○防災安全課消防防災係長（髙田剛志君） は

い。 

○委員長（友枝和明君） 髙田防災安全課消防

防災係長。 

○防災安全課消防防災係長（髙田剛志君） 防

災安全課の髙田でございます。 

 堀委員の、街路公園課がつくりました防災倉

庫の中身についてでございますが、街路公園課

では今５カ所ほど防災倉庫をつくっておりま

す、設置しております。その中身につきまして

は、現在のところ土のう袋あるいは道路を閉鎖

するときのバリケード、そういうのを備蓄して

おります。 

 ただ、私たちが整備する防災倉庫の中に入っ

ていないものがあることから、一応年次計画を

立てまして、来年からそういう部分につきまし

ては補充整備していく計画をしております。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい。防災備蓄倉庫の

整備をですね、いろんな予算の中から工夫して

立てていただけるということは、とてもありが

たいことだと思います。ただ、せっかくならで

すね、そういった部署間の連絡を密にして横断

をするポジション、どっかつくっていただい

て、中身に関しても設置場所に関してもです

ね、協議した上で適切な配置と中身の、──何

というか供給というのをできるような形の仕組

みをつくっていただければなと思っておりま

す。 

 現在、今のお話ですと、今、街路公園課のほ

うでつくられた防災備蓄倉庫の中には、防災安

全課のほうで想定されている中身と違うという

ようなお答えだったというふうに感じてますけ

ど。いかがでしょう。 

○委員長（友枝和明君） 髙田消防防災係長。 

○防災安全課消防防災係長（髙田剛志君） は

い。防災安全課で設置しました防災倉庫の中身

につきましては、２９４ページに記載のとおり

に、おむつあるいは発電機等でございます。繰

り返しになりますが、来年度からですね、街路

公園課が設置しました倉庫につきましての整備

については、このような中身を整備していきた

いというふうに考えております。 

○市民協働部次長（本村秀一君） はい。委員

長、よろしいでしょうか。 

○委員長（友枝和明君） はい、本村市民協働

部次長。 

○市民協働部次長（本村秀一君） はい。今の

備蓄倉庫の中身、また備蓄倉庫を建てる場合に

は、単独ではなかなか費用もかかりますことか
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ら大変ですので、連携をとりながら補助事業を

できる分は建てていただくと。そういった中に

は、中身についてはやっぱり補助事業で取り組

まれるときにやっぱり防災のほうもよく打ち合

わせをして、どういった中身が今後そこに必要

なのか、不足分は不足分として補充をしたりと

か横の連携をとりながら、何か災害があったと

きに困らないようなことを、連携を密にしたい

というふうに思います。よろしくお願いしま

す。 

○委員（堀 徹男君） はい。はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 堀委員。 

○委員（堀 徹男君） はい、よくわかりまし

た。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。よろしくお願い

しておきます。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。２８４ページの

消防団活動事業でお尋ねをいたしますが、消防

団員さんのポンプ操法の訓練が大会に向けてよ

くされておりますが、連日連夜というようなで

すね、状況で活動、訓練をされていると思うん

ですが、この訓練とか練習というんですかね、

の部分については出動手当というところで対応

ができるものなんでしょうか。もしくは、これ

はもうボランティアというような状況になって

おりますでしょうか。 

○委員長（友枝和明君） 本村市民協働部次

長。 

○市民協働部次長（本村秀一君） 先ほど、は

い、出動手当に関しまして、災害時等について

の費用弁償と申しましたけれども、今、委員お

っしゃいましたように訓練等についても出動手

当として支給をしております。 

○委員（大倉裕一君） はい、結構です。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） いいですか。以上

で、第８款・消防費、第１０款・災害復旧費中

市民協働部関係分についての質疑を終わりま

す。（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、次に第９款・教育費及び第１０款

・災害復旧費について説明をお願いしますが、

教育費は、第７項・社会教育費の第３目・文化

施設費及び第６目・文化保護費並びに第８項・

社会体育費が市民協働部関係、それ以外の費目

が教育部関係となっております。 

 そこで、まず、市民協働部関係分を一区切り

として説明を受けた後、質疑を行いたいと思い

ます。 

 まずは、第９款・教育費、第１０款・災害復

旧費中、市民協働部関係分について一括して説

明を求めます。 

○市民協働部次長（本村秀一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 本村市民協働部次

長。 

○市民協働部次長（本村秀一君） はい。それ

では、引き続き、第９款・教育費のうち市民協

働部関係の文化関係と社会体育関係に関します

主な事業につきまして説明をさせていただきま

す。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○市民協働部次長（本村秀一君） まず、３５

８ページをお願いいたします。厚生会館自主文

化事業でございますが、事業の内容は、市民文

化の振興・向上を図るため、市民の皆さんに文

化芸術に接する機会を提供するもので、鑑賞普

及型、学習型、舞台芸術体験型事業を行ってお

ります。決算額は１４３６万１０００円で、鑑

賞普及型が３事業、学習型が３事業、舞台芸術

体験型が１事業で、合計７事業を行っておりま

す。なお、特定財源は、自主文化事業の入場料

でございます。事業の自己評価では、本事業は

八代市総合計画及び八代市文化振興計画におい

て実施していくことが明記をされており、今後
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の方向性として、公演の内容精査や付加価値の

追加など観客の増加につながるよう改善に努

め、市による実施を続けるとしております。 

 次に、３６０ページをお願いします。鏡文化

センター自主文化事業でございますが、事業の

内容は、鑑賞普及型事業、市民参加型事業を行

っております。決算額は５０１万６０００円

で、鑑賞普及型が２事業、市民参加型が１事業

で、合計３事業を行っております。なお、特定

財源は自主文化事業の入場料でございます。ま

た、自己評価では、本事業は八代市総合計画及

び八代市文化振興計画において実施していくこ

とが明記をされており、今後の方向性として、

公演内容の精査や見直しなど観客の増加や参加

者の固定化に対する改善に努め、市による実施

を続けるとしております。 

 ３６２ページをお願いします。千丁文化セン

ター自主文化事業でございますが、事業の内容

は、鑑賞普及型事業、舞台芸術体験型事業、舞

台芸術普及型事業を行っております。決算額は

５３２万８０００円で、鑑賞普及型が２事業、

舞台芸術体験型が１事業、舞台芸術普及型が２

事業の合計５事業を行っております。なお、そ

の他特定財源は、自主文化事業の入場料でござ

います。右のページになりますが、自己評価で

は、本事業は八代市総合計画及び八代市文化振

興計画において実施していくことが明記をされ

ており、今後の方向性として、公演内容の精査

や付加価値の追加など観客の増加につながるよ

う改善に努め、市による実施を続けるとしてお

ります。 

 次に、３６４ページをお願いいたします。鏡

文化センター施設整備事業でございますが、事

業の内容は、平成１１年４月に開館した鏡文化

センターの経年劣化した舞台照明操作卓更新を

行っております。決算額は２７２４万８０００

円で、鏡文化センター舞台照明設備改修費用が

主なものでございます。なお、特定財源は市町

村合併推進体制整備費補助金でございます。ま

た、自己評価では、八代市総合計画でも文化施

設の充実が具体的な施策に位置づけられてお

り、施設の安全性、快適性を保持していくため

に本事業の役割は大きいとしております。今後

の方向性として、今後整備や改修が必要になっ

てくることは予想され、整備計画の策定など事

業の改善を図りながら、市による実施を続ける

としております。 

 次に３７６ページをお願いします。伝統文化

財保存事業でございますが、事業の内容は、毎

年行われている八代妙見祭の神幸行事に参加す

る各保存団体などへの活動援助と行列整備を行

っております。決算額は６１８万円で、八代妙

見祭保存振興会に国指定文化財公開活用事業補

助金１９０万円、伝統文化財維持管理補助金２

５３万円を交付し、八代妙見祭活性化協議会に

八代妙見祭活性化事業補助金１７５万円を交付

しております。なお、特定財源は八代妙見祭ガ

イドブック販売収入でございます。また、事業

の自己評価では、地域における祭礼行事は重要

な役割を果たしており、その保存継承の必要性

も高まっており、市も文化財的価値を維持する

ため妥当であるとしております。今後の方向性

として、市民などとの協働により市による実施

を続けるとしております。 

 次に、３７８ページをお願いします。埋蔵文

化財緊急発掘調査及び保存処理事業でございま

すが、事業の内容は文化財保護法に基づき、市

内埋蔵文化財包蔵地の建設工事などに際し、試

掘調査を行うとともに、出土した遺物の保存処

理を委託する事業などを主に行っております。

決算額は１０９９万９０００円で、緊急発掘調

査１２９万７０００円や麦島城跡出土建築部材

保存処理業務委託８８４万１０００円が主なも

のでございます。なお、財源としましては、埋

蔵文化財緊急調査費国庫補助金と熊本県文化財

保存整備費補助金でございます。また、自己評
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価では、文化財保護法に基づく法定業務であ

り、妥当性の高い事業としております。今後の

方向性として、工事を行う際には届出が必要な

ことをホームページや市報などにより広く周知

を図り、市による実施を続けるとしておりま

す。 

 次に、３８０ページをお願いします。やつし

ろ文化振興基金事業でございますが、事業の内

容は、平成２３年７月にイオン九州株式会社、

マックスバリュ九州株式会社と締結しました、

地域振興に関する協定書の合意事項に基づき、

やつしろがめさんＷＡＯＮカードの利用額に応

じて寄附を受けるもので、やつしろ文化振興基

金に積み立てております。決算額は２４１万８

０００円で、やつしろ文化振興基金積立金でご

ざいます。また、事業の自己評価では、経済的

に厳しい中、一部の町内だけによる文化財の保

存継承、活用には限界がございます。文化財の

修復には一度に多額の費用がかかる場合があ

り、通常の予算では対応できない場合も想定さ

れるため、基金の積み立ては必要としておりま

す。今後の方向性として、現行どおり市による

実施を続けるとしております。２４年度の基金

残高は３１０万円となっており、文化振興に資

するためにさらなる基金の積み立てが必要と考

えているところでございます。 

 次に、３８２ページをお願いいたします。文

化団体助成事業でございますが、事業の内容

は、文化団体の育成を図るとともに、各種芸術

文化大会などへの参加に対し補助を行い、文化

レベルの向上と普及を支援する事業を行ってお

ります。決算額は１１８万６０００円で、全国

高等学校総合文化祭や全国こども民俗芸能大会

などの芸術文化大会など参加奨励費５０万２０

００円と、八代市文化協会補助金６８万４００

０円でございます。また、自己評価では、文化

のかおり高いまちづくりを進める本市において

は文化協会と相互に協力していくことが不可欠

であり、市のパートナーとしての協会の基盤強

化を図ることは活動を推進する上からも必要で

あり、本事業を妥当としております。今後の方

向性として、市民などとの協働により市による

実施を続けるとしております。 

 次に、３８４ページをお願いします。地域づ

くり夢チャレンジ推進補助金事業、伝統文化財

保存事業でございますが、事業の内容は、実施

主体である八代妙見祭活性化協議会が、県が実

施する地域づくりチャレンジ推進補助金を活用

し、妙見祭を広く海外も含めた市内外へＰＲす

るため、多言語版ＰＲ、ＤＶＤとチラシ制作、

八代妙見祭ＰＲトランプ作成などを行ったもの

でございます。決算額は１３４万８０００円

で、事業主体である八代妙見祭活性化協議会に

助成を行っております。なお、財源といたしま

しては、ただいま申し上げましたように、地域

づくり夢チャレンジ推進補助金でございます。

また自己評価では、本事業は県が、市町村や地

域住民の自主的な地域づくりを後押しするた

め、交流拡大及びコミュニティー維持などに対

する支援を目的に補助を行っており、今後も国

・県などの支援を活用し取り組むとしておりま

す。今後の方向性として、さらに企業や団体と

の連携を強め、市民との協働などにより推進す

るとしております。 

 引き続き、社会体育関係事業につきまして御

説明させていただきます。３８６ページをお願

いします。社会体育団体補助金事業でございま

すが、事業の内容は、本市のスポーツ活動や健

康づくりの中心的役割を担っているＮＰＯ法人

八代市体育協会と八代市スポーツ推進委員協議

会の活動を支援するため、補助金の交付を行っ

ております。決算額は８９８万９０００円で、

ＮＰＯ法人八代市体育協会に７５０万円、八代

市スポーツ推進委員協議会に１２２万５０００

円の補助金を交付しております。また、右のペ

ージになりますが、自己評価では、両団体はス
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ポーツに関する知識、経験、技術を有する者で

構成されており、その専門性を生かしてスポー

ツ大会開催や選手・指導者の派遣を行ってお

り、必要性・貢献度は非常に高く存在意義も大

きいことから、支援を行うことは妥当としてお

ります。今後の方向性として、さらに本市の選

手の競技力の向上を図るために指導者の育成方

策をＮＰＯ法人八代市体育協会と協議を行い、

市による実施を続けるとしております。 

 ３８８ページをお願いします。各種スポーツ

大会出場奨励事業でございますが、事業の内容

は、全国大会などの出場に際し、選手・監督な

どに対して奨励金の交付を行っております。決

算額は４２１万３０００円で、２４年度は１２

４件の奨励金交付を行っております。また、自

己評価では、上位大会に臨む選手などの意欲の

向上、費用の負担軽減に対する効果が期待でき

るなど、市が事業主体になることは妥当として

おります。今後の方向性として、本制度を知ら

ずに未申請という可能性もあり、周知を図るた

めさらなる広報啓発を行い、市による実施を続

けるとしております。 

 次に、３９０ページをお願いします。スポー

ツ拠点づくり推進事業でございますが、事業の

内容は、平成１９年度よりスポーツ拠点づくり

推進事業の承認を受け、１０カ年事業として全

国小学生ＡＢＣバドミントン大会及び選手強化

合宿を開催しております。本事業の実施に当た

り、関係機関、団体で構成される実行委員会に

負担金として支出しております。決算額は９０

０万円で、内訳としましては、第１３回全国小

学生ＡＢＣバドミントン大会８８０万３０００

円が主なものでございます。なお、特定財源と

して、地域活性化センター助成金があります。

また、自己評価では、本事業は行政と関係競技

団体による実施が義務づけられていることか

ら、市が事業に関与することが妥当としており

ます。今後の方向性として、現行どおり市によ

る実施を続けるとしております。 

 最後に、もとに戻ってもらいまして、３５０

ページをお願いいたします。よろしいでしょう

か。住民自治関係施設整備事業（公民館）でご

ざいますが、事業の内容は、住民自治を進める

上でその拠点施設が必要となることから、公民

館の一部を改修し住民自治協議会の事務室とす

るものでございます。決算額は６９万７０００

円で、金剛公民館と二見公民館、２施設の改修

工事を行っております。事業の自己評価では、

本事業は、地域協議会の運営をするために必要

な事業としており、今後の方向性も現行どおり

市による実施を続けるとしております。 

 以上、教育費のうち、市民協働部関係につき

ましての御説明とさせていただきます。 

 引き続き、第１０款・災害復旧費のうち市民

協働部関係につきまして、御説明をさせていた

だきます。 

 ４０６ページをお願いいたします。社会体育

施設災害復旧事業でございますが、これは、昨

年７月の梅雨前線豪雨災害により、体育施設で

ある東陽町河俣山村広場ののり面の一部が崩落

したため、その土砂の撤去などを行ったもので

ございます。決算額は５６万１０００円で、東

陽町河俣山村広場内ののり面崩土撤去やＵ字側

溝土砂撤去が主なものでございます。自己評価

では、市民が利用する公の施設であり、災害な

どにおける復旧については早急な対応に努める

とし、今後の方向性として現行どおり市による

実施を続けるとしております。 

 以上、災害復旧費のうち市民協働部関係分に

ついての御説明とさせていただきます。御審

議、よろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） ただいま説明のあり

ました第９款・教育費、第１０款・災害復旧費

中、市民協働部関係分について、質疑を行いま

す。 

○委員（大倉裕一君） はい。 
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○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。自主文化事業で

すけれども、厚生会館、鏡文化センター、その

他２つぐらいありますけども、要望も含めてと

いうことで質問になるんですけども、乳幼児を

抱えたお母さんですね、お母さんとか乳幼児さ

んなんですけど、その方々に向けた文化事業と

いうのは何か実施されておりますでしょうか。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） 委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。文化まちづくり課の和久田でございます。

乳幼児を対象といたしました事業といたしまし

ては、例年、大体、鏡の文化センターで人形劇

とかそういったものを１回自主文化事業として

行っております。今年度も８月に行ったんです

が、昨年度の事業としては、──済みません、

昨年度は乳幼児対象の事業は行っておりません

でした。今年度とその前、２３年度には行って

おります。今後もできるだけ乳幼児を対象とし

た事業も行っていこうというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。今後もやってい

きたいということでしたので、ぜひですね、税

金を乳幼児さん、それからその保護者の方々に

も使っていただきたいというふうに思います。

特にこう、八代は遊ばすっところのなかとかで

すね、そういった形もありますし、梅雨の時期

だと、ゆめタウンとかジャスコなんかに集中し

たりとかですね。そういった状況がある中で、

やはり子育て支援という形にもつながっていく

面があると思いますので、ぜひその点よろしく

お願いしときたいというふうに思います。 

○委員長（友枝和明君） はい。 

○委員（幸村香代子君） 関連で。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。総括的でいい

んですが、この３つのですね、自主文化事業の

入場者数というか観客数というか、そういった

あたりは多いというふうに、──ある程度目標

としたところの入場者数があって盛況であると

いうふうに思われてるのか、なかなか入場者数

がふえないというふうに思われているのか。も

う一つ一つはいいですので、大体何か全体的な

ところで教えていただいていいですか。どんな

ふうに総括されているのか。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） 委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。自主文化事業の入場者でございますが、昨

年度につきましては、目標は大体７割を大体入

場者の目標として歳入も予算に計上して、それ

に向かいまして販売については努力をしている

ところでございますが、昨年度実施いたしまし

た事業については、それを上回る入場というの

は、有料入場、料金を取って入っていただいた

というのはちょっと目標達成が難しかったとい

うような状況でございます。 

 ちなみに、私はことしの４月からの配属でご

ざいますけれども、今年度の自主文化事業につ

きましては、夏、６月に実施しました千丁でオ

カリナの宗次郎さんのコンサートをやったんで

すが、それはチケット完売ということで、久し

ぶりに全てチケットが売り切れてしまったとい

うことでよかったなと思っているところでござ

いますが、今度は１２月に同じく千丁で実施し

ますＺＡＮ、ＷＡＳＡＢＩといいまして、尺八

とか三味線の若手の演奏家のコンサートにつき

ましては、今現在、絶賛販売中でございます

が、出足が非常に悪うございまして、まだちょ
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っと１割もいっていないということでございま

す。議員さんにおかれましてはぜひ。（笑声）

興味があられる方がいらっしゃれば、ぜひ行っ

ていただければと思っております。 

 全体的には、大体半分いくかいかないかとい

うぐらいの総括的な成績でございます。私ども

としては非常に、目標には達しておりませんの

で、今後もあらゆる機会を通じまして市民の方

々、市外の方々にも宣伝をして、ぜひ会館のほ

うに来ていただきたいというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。よくわかりま

した。多分１２月というですね、ちょっと時期

的な問題も、何となくいろんな企画がある中で

ですね、厳しいのかなというふうなのは思うん

ですが、やっぱり、しかし６月完売したオカリ

ナのですね、ものもあるということからすれ

ば、非常に企画する中身によってはですね、非

常に市民の皆さん、また市外の皆さんの関心の

高いものがあるんだろうというふうに思いま

す。やはり市内だけではなくって今、新幹線も

ありますから、広くですね。私が、ただだった

ですけど、東儀秀樹さんのがあったですよね。

あのときもう鹿児島からも福岡からも大分から

もとかって、非常に広範な皆さんが見えていた

というのを記憶しているんですが、やはりそう

いったふうな情報発信も含めてですね、やはり

やっていただきたいなというふうに思うし、先

ほど大倉委員からの御提案もあったように、や

はり乳幼児の皆さん、また子供さんを連れてで

も参加できるような企画というかな、そういっ

たものをですね、お願いをしたいなというふう

に思います。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） はい。（｢２人おら

す、３人おらす」と呼ぶ者あり）増田委員。 

○委員（増田一喜君） はい。３８０ページ、

やつしろ文化振興基金事業というところで、こ

こで内容、手段、方法等、真ん中あたりに書い

てある、平成２３年７月２１日、イオン九州と

マックスバリュ九州と締結した八代市とイオン

九州株式会社の地域振興に関する協定書とい

う。八代にはイオンさんもあるしマックスバリ

ュさんもありますですから、で、もういっち

ょ、ゆめタウンのイズミさんがありますよね。

イズミさん何でここには入っとらぬとですか

ね。大きい、大手のあれなのに。何かあったん

ですか。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。八代市とイオン九州株式会社及びマックス

バリュ九州株式会社との地域振興に関する協定

でございますが、これにつきましてはイオンさ

んのほうからのお申し出でございまして、双方

の資源を有効に活用した協働による活動を推進

し、市の一層の活性化及び市民サービスの向上

に資することを目的としますっていうことで協

定を結んでございます。 

 具体的には、ＷＡＯＮカードというカードが

あるんですけれども、そのカードを使われてイ

オンあるいはマックスバリュ、最近ではファミ

リーマート等でも買い物できますけれども、そ

の買い物をそのカードを使われたら０.１％が

八代市に寄附されるというような仕組みになっ

ているところでございます。ただ、そのＷＡＯ

Ｎカードも、やつしろがめさんＷＡＯＮカード

というがめさんの絵がついたＷＡＯＮカードで

なければ八代市には入らないということで、同

じように各地域で各市で大体３０地区ぐらい、

そのような地元でつくりましたＷＡＯＮカード

を発行してらっしゃって、そのカードを使われ
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たらそれぞれの地域の自治体に寄附金が入ると

いうような仕組みになっているところでござい

ます。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） 細かい説明ありがとう

ございます。私が聞いたのは、何でゆめタウン

のほうのイズミさんのほうは、この中に参加さ

れてないのかなという、ただ、そこがちょっと

聞きたかったんです。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） この

事業につきましては、先ほどもお話させていた

だきましたが、イオンさんのほうからのお申し

出で、ぜひこういうシステムがありますから利

用されませんかというお申し出で八代市と提携

をしたということでございます。残念ながらイ

オンさん、──ゆめ、イズミさんですね、のほ

うからは、そういったお申し出がこれまであっ

てないということでございます。 

○委員長（友枝和明君） 増田委員。 

○委員（増田一喜君） ああ、なるほど。イオ

ンさんが言ったから。いや、じゃあイオンさん

はマックスさんと八代市にだけ声かけられたち

ゅうことで理解しとってよかったのかな。向こ

うに、それともカードをつくるから、そのシス

テム上どうしてもそれには参加できないよう

な、企業同士の何かあったから参加できないと

いうような話じゃないんですよね。ただ単に、

お誘いが向こうからあってしてるから、イズミ

さんがそういう話のというか関係されるか市と

してわからないちゅうごたですよね。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。ＷＡＯＮのカードシステム自体はイオンさ

んの事業でやってらっしゃるということで、そ

の事業で地域貢献の方法がありますから参加さ

れませんかというお申し出でイオンとは協議を

したと。で、イズミさんにはそういうシステム

がないといいますか、今のところは考えてらっ

しゃらないということでございます。はい。 

○委員（増田一喜君） わかりました。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

 百田委員は。 

○委員（百田 隆君） いいですか。ええとで

すね。 

○委員長（友枝和明君） 百田委員。 

○委員（百田 隆君） あ、はい。３８８ペー

ジの各種スポーツ大会出場奨励という事業の中

で、この九州大会とか全国大会あたりに出る人

を対象としておられる人たちに対する助成金が

出るというようなことでございますが、そのほ

か何か規約みたいのがあるんですかね、これに

ついては。この奨励金をやるための規約。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） は

い、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 稲本いきいきスポー

ツ課課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） は

い。いきいきスポーツ課長の稲本でございま

す。よろしくお願いします。 

 今、百田委員の御質問ですけども、八代市ス

ポーツ大会出場奨励補助金交付要領ていう規定

がございまして、その中に九州大会、西日本大

会並びに全国大会、国際大会に際しまして小学

生、中学生並びに高校生、一般っていうその補

助金の交付額につきまして規定は設けていると

ころでございます。 

 以上です。 

○委員（百田 隆君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 百田委員。 
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○委員（百田 隆君） まずそれに該当した

ら、申請した場合は、その対象になり得るとい

うことですかね。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） は

い。 

○委員長（友枝和明君） 稲本いきいきスポー

ツ課課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） は

い。当然この交付要領を定めておりますので、

その基準に該当した場合には補助金の交付を受

けることができます。 

 その中にですね、交付の対象者という項目も

ございまして、ちょっと簡単に言いますと、熊

本県大会また九州大会等の予選を経て出場する

者。前年度大会の成績優秀者として推薦または

招待による出場者。競技団体による推薦または

資格認定による出場者、出場する者。また、熊

本県選抜チームの一員として出場する者と、そ

ういう出場の規定を設けてます。 

 以上です。 

○委員（百田 隆君） はい、わかりました。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい、済みません。 

 先ほどの幸村委員さんたちの話ともちょっと

関連するんですが、今ここの厚生会館、鏡文化

センター、千丁文化センターを見ながら思うん

ですが、先ほどいろんな事業をされるのに、当

たる事業といいますか、ようけ人を集める事業

とかいろいろありますね。このあたりの選考は

各その施設でされるのか、あるいはそういった

協議会みたいなのをつくってされるんですか。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。基本的には厚生会館、それから鏡、千丁、

それぞれ担当者がおりますので、担当者が素案

をつくりまして、で、文化まちづくり課内で協

議をいたしまして部内で協議をして、最終的に

予算の要求をさせていただくというような形に

いたしております。 

 もとになりますのは、これまでの過去の、例

えば演劇・音楽・舞台、いろんな音楽に関しま

してもクラシックからジャズとかポピュラーと

かございますが、その最近の過去の実績を踏ま

えまして、次はこういうのにしようという、そ

れぞれ担当からアイデアを企画案を持ってまい

りますので、そこで話し合って最終的には決め

るというような形にいたしております。 

○委員長（友枝和明君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。ようわかりまし

たが、この右側の自己評価を見てみると、鏡は

Ｂが１つしかなくて、いろいろ事業をされてお

るところはＢがようけあってと、なかなか何も

せぬと評価がいいのかなという単純な発想です

が。やはりですね、このあたりは民間人さんも

入れた協議会をつくってですね、補正予算の担

当者に興味がなかったり、そういうもんがない

とですね、そこの施設がある程度限られてくる

と思うんですね。だから民間の人たちも入れな

がら協議会をつくってやられると、もっと効率

のあるもんができるかな。八代出身の芸術家も

おりますので、多分、役所の方、担当者だけで

は御存じない部分がいっぱいあると思うんです

ね。せっかくされるなら、７割よりか売り切れ

ぐらいの感覚で物事を進めていかないかぬと思

いますので、これはもう要望ですけれど、そう

いった協議会を立ち上げられる。 

 で、この千丁、千丁もそうですが、厚生会館

もそうですが、このＢがいっぱいついとる、私

は考え方としては、最終的には民間ですね。指

定管理みたいな形で民間の利用を図っていかれ

ぬと、職員さん、市の職員さんだけの範囲だと
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なかなか限られてくると思うんですね。やっぱ

りそのあたりの将来的には検討していただけぬ

のはいかぬちゃないかと思うもんですから、こ

れは意見ですけれども。はい。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（前垣信三君） はい。いいです、は

い。 

○委員長（友枝和明君） ほかに。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 夢に向かってチャレン

ジしましょうと思って。 

 妙見祭の件について伺います。妙見祭のこの

ガメさんをですね、管外へ、管外の祭に、何と

言いますか、出ていただくという、それについ

ての補助等はどのように考えられますか。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） 委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。たしかですね、四、五年ぐらい前だったと

思うとですけれども、台湾での国際大会にガメ

さんの出場ということで、それに市のほうから

も支援をさせていただいて出場された経緯がご

ざいます。 

 県外の、例えばお祭とかいうものに関しまし

て、参加の要請とか依頼とかがありました場合

は、基本的には招待される方々のほうの御負担

といいますか、原則それが基本だと思うんです

けれども、それでも足りないと、輸送費とかで

すね、足りないていうときには例えば妙見祭の

保存振興会のほうからとか、あらかじめ前年度

からわかっていて、かなりな費用負担が伴うと

いう場合には、市のほうでもそれなりの予算措

置をして支援をするとかいう方法は考えられる

と思います。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） こちらからボランティ

ア活動で出向く場合の補助等は、そっちも同じ

ように考えられますか。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） 委員

長。 

○委員長（友枝和明君） 和久田文化まちづく

り課課長。 

○文化まちづくり課長（和久田敬史君） は

い。突発的なものに関しましては、なかなか市

のほうでは対応はできませんが、保存振興会と

いう妙見祭全体の会がございますので、そちら

の、例えば予算の範囲内で支援できる分は支援

できるのかなというふうには思います。 

○委員（福嶋安徳君） はい、わかりました。 

○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 先ほど、前垣委員から

お話がありましたように、文化事業、厚生会館

もそうであります、千丁文化センター、鏡の文

化センターもそうでありますが、なかなかです

ね、予算に対して採算といいますか、そういう

ものは上がらぬと思いますので、民間によるそ

ういう活力を使ってですね、その辺も検討の余

地があるというふうに思っております。 

 ただ、この文化事業につきましてはですね、

市民の皆さんの心の豊かさを求める部分であり

ますので、ある程度の自主財源の投入はいたし

方ないかなというふうに思っております。 

 ただ、鏡文化センターをですね、建てるとき

少しかかわりましたので、鏡の文化センターだ

けはトイレがですね、女性のトイレが、御婦人

方の御意見を聞いて、よそのトイレより少し多

目につくってございます。その辺のところもで

すね、少し考慮をして今後はいただきたいと思

います。 

 以上です。 
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○委員長（友枝和明君） いいですか。 

○委員（古嶋津義君） お答えは要りません。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい、済みません。 

 １つお伺いしたいことがありまして、校区民

体育祭がありますけど、あの体育祭への補助金

ていうものはあるんでしょうか。もしあるんで

したら、どこから出ているのかお伺いしたいん

ですけど。 

○委員長（友枝和明君） 豊田いきいきスポー

ツ課振興係長。 

○いきいきスポーツ課副主幹兼振興係長（豊田

正樹君） 豊田でございます。ただいま校区民

体育祭の補助金はあるのかというような御質問

かと思います。これは、校区民体育祭につきま

しては、現在、住民自治の地域協議会が立ち上

がっているところにつきましては交付金のほう

に算定されております。で、残り、まだ立ち上

がってない校区につきましては、私どものほう

から各校区体育協会のほうへ補助金としてお渡

しをさせていただいておるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。体育協会、体育

協会のほうへの負担金、──補助金。（｢補助

金」と呼ぶ者あり）補助金ですね。これには明

記され…… 

○委員長（友枝和明君） 前川、前川委員。 

○委員（前川祥子君） あ、済みません、は

い。この決算書には明記されてる部分はありま

すか。どこに補助金て書いてある部分は。決算

書といいますか、この基金の運用状況に関する

調書でも構いませんが。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） は

い。 

○委員長（友枝和明君） 稲本いきいきスポー

ツ課課長。 

○いきいきスポーツ課長（稲本俊一君） は

い。決算書のですね、お手元にある一般会計歳

出決算書の１８３ページの上段の部分のこの中

の負担金補助及び交付金、この中に含まれてお

ります。事業名といたしましては、総合体育館

自主事業という部分２６８万６９９円の中で、

体育協会のほうに、各校区のほうに補助金を出

しているといったところでございます。ちょっ

と見えてない部分がございます。 

 以上です。（｢これはわからん」と呼ぶ者あ

り） 

○いきいきスポーツ課副主幹兼振興係長（豊田

正樹君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 豊田いきいきスポー

ツ課振興係長。 

○いきいきスポーツ課副主幹兼振興係長（豊田

正樹君） 済みません、平成２４年の負担金補

助及び交付金という資料の中の、今皆様がお手

元の３０ページ、負担金補助及び交付金。 

 別紙の３０ページの一番下のほうに、ずっと

括弧書きで校区の名前がずっと出ております。

同じく３１ページのほうにも掲載されておりま

す。そちらが校区民体育祭の補助金ということ

でございます。 

 以上でございます。 

○委員（前川祥子君） はい、あ、じゃあ、ち

ょっと。 

○委員長（友枝和明君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。あんまり深くは

いいんですけど。合併して旧市町村あたり、旧

町村あたりは少なくなったっていうのはどうな

んでしょうか、この額が。そこだけでよろしい

です。 

○いきいきスポーツ課副主幹兼振興係長（豊田

正樹君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 豊田いきいきスポー
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ツ課振興係長。 

○いきいきスポーツ課副主幹兼振興係長（豊田

正樹君） はい。補助金が少なくなったんじゃ

ないかというような御質問かと思います。校区

民体育祭の活動費につきましては、従来どおり

９万５０００円ということで交付をさせていた

だいております。しかしながら、合併当時、各

地域の校区、各地域の体育協会、一括して集ま

りましたとき、当初合併当時は体育協会に対す

る補助金が約１９００万円程度あったというふ

うに記憶しております。で、段階的に、そちら

のほうにつきましては、体育協会といろいろお

話をさせていただきながら削減をさせていただ

いたというようなところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（前川祥子君） はい、わかりました。 

○委員長（友枝和明君） いいですか、はい。 

 ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で第９款・教育

費、第１０款・災害復旧費中、市民協働部関係

分についての質疑を終わります。（｢ありがと

うございました」「どうもお世話になりまし

た」「どうもありがとうございました」「失礼

します」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 小会、小会します。 

（午後３時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４４分 本会） 

○委員長（友枝和明君） 本会に戻します。 

 それでは、休憩前に引き続き、決算審査特別

委員会を再開いたします。 

 次、第９款・教育費、第１０款・災害復旧費

中、教育部関係分について、一括して説明を求

めます。 

○教育部長（北岡 博君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 北岡教育部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。教育部でご

ざいます。大変お世話になります。 

 平成２４年度一般会計決算、第９款・教育費

のうち、教育部が所管いたしますものについ

て、総括をさせていただきます。座っての総括

をお許しいただきたいと思います。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○教育部長（北岡 博君） さて、平成２４年

度における主要な施策の成果に関する調書のう

ち教育部関係分について、それぞれ所管いたし

ます課ごとについて申し上げます。資料はござ

いませんが、よろしくお願いいたします。 

 まず、教育総務課については、所管します事

業について着実に事業を実施したというふうに

考えてはおります。学校運営が円滑に行えるよ

う維持管理に努めますとともに、教材備品や図

書購入等については、限られた予算の中で学校

と連携を図りながら適正に執行したところでご

ざいます。 

 学校給食事業では、八代市立の幼稚園６園、

小学校、分校を含む３１校、──これは昨年の

時点の数でございます、中学校１５校、特別支

援学校１校の園児、児童、生徒と教職員の約１

万２０００人分の提供を行っております。 

 学校給食は、市内６カ所の学校給食センター

と９カ所の単独調理場において、学校給食法に

定められた学校給食衛生安全基準に従い、安全

で安心な状況で提供を行うことができました。 

 給食施設につきましては、施設の老朽化に伴

い維持管理費の増加も懸念されるところではあ

りますが、施設の管理運営が円滑にできるよ

う、精いっぱいの努力を行っているところでご

ざいます。 

 次に、学校教育課につきましても、各事業に

ついての取り組みは、おおむね実施できたとい

うふうに考えております。 

 小中一貫・連携教育推進事業については、義

務教育９年間を通して、系統的・継続的な学習

指導や生徒指導を行うことで、確かな学力、豊
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かな人間性、健やかな体の育成を図るために、

平成２３・２４年度につきましては７中学校

区、１６の小中学校がモデル校として取り組み

を行いました。さらに、昨年の平成２４年、そ

れからことしの２５年度、平成２４年・２５年

度では５中学校区、１３小中学校が２期モデル

校として取り組んでおります。なお、平成２５

年・２６年度では、３期として３中学校区、１

１小中学校がモデル校で取り組んでおりますの

で、全ての学校がモデル校となっており、平成

２７年度からの全面実施に向けて着実に準備を

進めているところでございます。 

 また、教科指導及び教材充実事業のうち、学

校支援職員配置につきましては、前年度より３

名増員し、学校・幼稚園の教育活動の充実に努

めているところでございます。今後も、生きる

力を身につけた子供の育成のために、真摯に取

り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、教育施設課につきましては、児童・生

徒が安全かつ安心して学校生活が送れるよう、

学校施設の整備充実に取り組んでいるところで

ございます。また、学校施設は災害時における

避難所などの機能も兼ねており、地域のニーズ

に配慮した施設整備にも努めております。 

 学校施設の耐震化については、莫大な予算も

必要となりますが、平成２３年６月に策定いた

しました八代市立学校施設耐震化計画を基本と

して、適宜修正を行いながら、平成２７年度事

業完了の目標に向かって邁進しているところで

ございます。 

 平成２４年度の主な耐震化事業としては、小

学校では、金剛小学校校舎改築事業を初めとす

る６事業。中学校では、第四中学校体育館改築

事業、第七中学校体育館改築事業、泉中学校体

育館・特別教室棟改築事業を初めとする６事

業。特別支援学校では、特別支援学校校舎改築

事業の１事業。合計１３事業に取り組んでおり

ます。 

 そのほかの耐震化事業としては、平成２５年

度から２７年度に実施します耐震改修工事のた

めの設計業務委託などを小学校８件、中学校５

件、合計１３件を実施しているところでござい

ます。 

 そのほかの施設整備事業につきましては、老

朽化した施設や設備が多いことから、各学校か

ら整備要望も数多く上がっておりますが、限ら

れた予算の中で優先順位をつけながら実施に努

めております。 

 次に、生涯学習課につきましては、それぞれ

の事業について十分実施できたというふうに考

えてはおります。主要施策には上がっておりま

せんが、学校・家庭・地域の連携協力推進事業

では、平成２４年度に放課後子ども教室を泉第

一小学校に開設いたしましたので、郡築小学

校、昭和小学校、現在の東陽小学校の場所で４

カ所で実施をしているところでございます。 

 子供たちの安心・安全な活動場所を確保し、

地域の方々の参画を得て、子供たちとともにさ

まざまな体験・学習・交流活動を実施し、地域

社会の中で心豊かで健やかに育まれる環境づく

りの推進に努めております。 

 公民館施設整備事業のうち校区公民館につき

ましては、麦島公民館トレーニングホール壁面

改修工事や松高公民館和室増築工事など施設整

備に努めておりますが、公民館が老朽化した施

設となっていることから、今後、公民館改修計

画を策定して計画的に施設整備を図っていく必

要があるというふうに考えております。 

 また、廃校跡の有効活用手段として設置しま

した社会教育センターについては、現在では十

分な利用がなされていない施設もございますの

で、平成２４年９月に本市で策定された、未利

用等の市有資産の活用指針に基づき、施設の有

効活用について全市的な視点に立った検討を行

っているところでございます。 

 次に、教育サポートセンターですが、教育サ
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ポートセンターについても、事業はおおむね実

施できたと考えております。教育サポート事業

では、経験豊かで実践的指導力のある退職教員

２名が、教育現場におけるさまざまなニーズに

応える支援を行っております。平成２４年度の

相談件数は前年に比較して約１.３倍増となっ

ており、さらに多くの学校・園からの利用が促

進されるよう努力、研究してまいりたいと考え

ております。 

 図書館につきましては、事業はおおむねでき

たと考えております。平成２４年２月に、八代

市立図書館運営方針、八代市子ども読書活動推

進計画を策定し、これをもとに効率的な運営や

市民サービスの向上に向けて努力をしたところ

でございます。 

 平成２４年度では、窓口業務を委託して開館

日や開館時間の増加を図るなど、利用者サービ

スの充実に努めております。また、ふるさと八

代元気づくり応援基金を活用し、本館の一角に

マルチメディアコーナーを開設し、障害者の方

の利用サービスの向上にも努めているところで

ございます。 

 施設面では、本館の外壁が落下したことに伴

い、平成２４年９月に補正予算をお願いして、

調査及び改修工事設計業務委託を実施いたしま

した。なお、平成２５年度では、この調査結果

に伴い、本館内外壁の改修工事を実施している

ところでございます。 

 博物館につきましても、事業はおおむねでき

たと考えております。特別展覧会の春・夏・秋

・冬の入館者数は、平成２３年度に比べ約１５

００人の増でございました。これは、春季特別

展覧会・土門拳の古寺巡礼を開催したところ、

予想を上回る来館者があったことなどによるも

のでございます。また、秋季特別展覧会の開催

に関連し、八代城主加藤正方並びに西山宗因に

ゆかりのある連歌会を行い、こちらも多くの市

民の参加を得て好評を博しております。 

 今後も市民のニーズに応えられるような企画

を考え、工夫を重ねながら、さらなる入館者増

に結びつけていきたいと考えております。今後

も教育部が一つになって、八代の未来を担う人

づくり、生涯を通じた学びのまちづくりの推

進、また、やつしろの絆でつむぐ心豊かな人づ

くりの実現に努めてまいります。 

 以上で、教育部長としての総括とさせていた

だきます。なお、詳細な内容につきましては、

増住教育部次長が説明をいたしますので、よろ

しくお願いをいたします。 

○教育部次長（増住眞也君） 委員長。 

○委員長（友枝和明君） 増住教育部次長。 

○教育部次長（増住眞也君） 教育部、増住で

ございます。よろしくお願いいたします。それ

では座ってから説明させていただきます。 

○委員長（友枝和明君） はい、どうぞ。 

○教育部次長（増住眞也君） まず、決算の状

況について説明いたします。調書のその１の６

ページをお開きをお願いいたします。 

 上の表（イ）の目的別の９、教育費でござい

ます。予算現額７１億６３６５万１０００円に

対して、支出済額は５５億８３８４万５０００

円、隣の欄の、翌年度へ繰越額、Ｃでございま

すけども、１１億９４８０万７０００円となっ

ております。これは、当初２５年度に予定して

おりました学校施設等の耐震化の一部を、国の

緊急経済対策に伴い、ことしの３月補正におい

て前倒しをして、繰り越しをしたものでござい

ます。執行率は９３.５％、歳出総額に対する

構成比は１０.１％、前年度と比較して４９２

７万６０００円、０.９％の増となっておりま

す。 

 それでは第９款・教育費の中から教育部所管

の主な事業について説明をさせていただきま

す。調書その２、２９８ページをお開きをお願

いいたします。小中一貫・連携教育推進事業で

ございます。調書のその２、事業の目的でござ
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いますが、義務教育９年間を通して、系統的・

継続的な学習指導や生徒指導を行うことで、確

かな学力、豊かな心、健やかな体などの生きる

力を育むというものでございます。２４年度の

決算額は、資料の中段になりますが、２１３万

１９３５円。その下、主要な施策の概要でござ

いますが、２４年度につきましては新たに一中

校区、二中校区、四中校区、六中校区、千丁中

校区の５校区を第２期のモデル校として指定を

いたしまして、２３年度のモデル校とあわせて

１２中学校区２９校において、小中学校の交流

事業や行事の共同開催、またＱ－Ｕテストによ

る意識調査などを実施いたしております。 

 右ページの自己評価でございますが、妥当性

及び下の欄の効率性におきましてはＡ、真ん中

の有効性につきましては、意識調査の対象学年

を現在中１だけを実施しておりますけども、こ

れを２年、３年、中学２年、３年にも拡充する

など見直しの余地があるとして、Ｂとしておる

ところでございます。また、下の欄、今後の方

向性につきましては、同様の理由で、市による

実施、規模拡充といたしております。 

 次に３００ページをお開きをお願いします。

教育サポート事業でございます。これは、経験

豊かで実践的指導力にたけた退職教員２名を教

育サポートセンター内に配置し、学校・幼稚園

の要請に基づき、さまざまな支援を行うもので

ございます。２４年度決算額は２１８万７８２

０円。その主なものは、サポーター２名に対す

る報償費、２０７万２２００円でございます。

２４年度における相談件数は３８１件でござい

ました。右ページの自己評価においては、妥当

性と効率性をＡ、それから中段の有効性につい

ては、今後、日々の情報収集や学校との連携を

強化することで、問題が小さいうちに解決を図

るなど、事務内容の見直しは検討の余地ありと

してＢとしているところでございます。なお、

今後の方向性につきましては、同様の理由から

市による実施、要改善といたしております。 

 次のページをお願いいたします。３０２ペー

ジ、小・中・特・幼健康診断事業でございま

す。この事業は、学校保健安全法に基づき、学

校医、学校歯科医の指導と協力により健康診断

を実施し、疾病の早期発見・早期対策を図り、

園児、児童、生徒及び学校職員の健康管理を行

うものでございます。２４年度決算額は５８９

７万３３７２円。主なものは、学校医及び学校

歯科医に対する報酬費３９０９万７１１３円。

各種健診委託１６１８万９９１円でございま

す。右ページの自己評価につきましては、妥当

性と効率性をＡ、有効性については、虫歯の治

療率が目標に対して低いことから、事業の達成

状況についてはＢとしております。今後の方向

性については、市による実施、現行どおりとし

ているところでございます。 

 次に、１つ飛びまして３０６ページをお開き

をお願いいたします。教科指導及び教材充実事

業（小学校）でございます。この事業は、小学

校における教科指導の工夫改善及び教材の充実

を図るもので、教師用指導書の整備を行うほ

か、図書館指導員や特別支援教育支援員を配置

したり、学校訪問による教科指導などを行って

おるものでございます。２４年度決算額は、中

段になりますが、５０９０万１３１６円。主な

ものは、学校図書館指導員１８人分の報償費１

０７１万円、特別支援教育支援員２９人分の報

償費２８６９万８０００円でございます。右ペ

ージの自己評価については、妥当性と効率性は

Ａ、有効性につきましては、学校訪問において

学校側の負担軽減を図りながら訪問内容や時間

帯を検討する余地ありとして、Ｂとしていると

ころでございます。今後の方向性につきまして

は、特別支援教育支援員や図書館指導員の配置

を継続して充実させていく必要があるというこ

とから、市による実施、規模拡充としていると

ころでございます。 
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 次のページをお願いいたします。３０８ペー

ジ、要保護・準要保護就学援助事業でございま

す。この事業は、学校教育法及び八代市就学援

助要綱に基づき、市内に住所を有し、小中学校

または特別支援学校に在学する児童生徒の保護

者のうち、生活保護法に規定する要保護者及び

要保護に準ずる程度に困窮していると認められ

る世帯を対象に、学用品費、新入学用品費、そ

れから修学旅行費、医療費等の援助を行うもの

でございます。２４年度の対象者は、要保護・

準要保護の援助費認定児童数が、小中学校合わ

せて１５５１人。特別支援教育の奨励費認定児

童数が、小中学校合わせて１４４人でございま

した。決算額は５６９１万６０６円で、その内

訳は、主な施策の概要欄に記載のとおりでござ

います。右ページの自己評価につきましては、

妥当性と有効性をＡ、効率性の②他事業との結

合・連携、それから③人件費の見直しについて

は、医療券の発行事務を行っているほかの部署

との連携により事務の効率化が図られることか

ら、検討の余地ありとしてＢとしておるところ

でございます。 

 次に３１０ページ、次のページをお願いいた

します。金剛小学校校舎改築事業でございま

す。学校施設の耐震化につきましては、平成２

３年６月に策定しました八代市立学校施設耐震

化計画に基づきまして、平成２７年度完了を目

標に鋭意取り組んでいるところでございます。

金剛小学校校舎の改築につきましては、去る１

０月３０日に工事関連予算を御承認いただいた

ところでございますが、２４年度におきまして

は、新校舎の基本及び実施設計業務を委託して

おります。決算額、２６７７万５０００円。特

定財源の地方債につきましては、合併特例債を

充当しております。右ページの自己評価につき

ましては、妥当性、有効性、効率性のいずれも

Ａとしております。また、今後の方向性につき

ましても、市による実施、現行どおりとしてい

るところでございます。 

 次のページをお願いいたします。３１２ペー

ジ、八千把小学校体育館耐震改修事業（繰越

分）でございます。平成２２年度の耐震診断の

結果、Ｉｓ値０.２１と建物の耐震能力が低か

ったことから、平成２３年度に実施設計、２４

年度に耐震改修工事を行ったものでございま

す。工事の内容でございますが、壁の耐震性能

を上げるために、斜めに補強材を取りつけま

す。これを壁ブレースと呼びますが、このブレ

ースの新設が６カ所、それからその他屋根のふ

きかえ、天井の落下対策などを行っておりま

す。決算額６４７６万２９５０円。特定財源に

つきましては、国庫補助が３２１７万２０００

円、地方債３４３０万円は緊急防災・減災事業

債を充てております。右ページの自己評価につ

きましては、妥当性、有効性、効率性のいずれ

もＡ、今後の方向性は、２４年度で事業完了と

いうことで空欄としております。 

 次のページ、３１４ページをお願いいたしま

す。代陽小学校体育館耐震改修事業（繰越分）

でございます。平成２２年度の耐震診断の結

果、Ｉｓ値０.２２であったことから、平成２

３年度に実施設計を行い、２４年度に耐震改修

工事を行っております。工事の内容でございま

すが、壁ブレースの新設が１２カ所、その他天

井の落下対策などを行っております。２４年度

決算額、３４２３万６３００円。特定財源につ

いては、国庫補助が１８９０万３０００円、地

方債１５２０万は緊急防災・減災事業債を充当

しております。右ページの自己評価について

は、妥当性、有効性、効率性のいずれもＡ、２

４年度で事業完了ということで、今後の方向性

は空欄としているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。３１６ペー

ジ、日奈久小学校体育館耐震改修事業（繰越

分）でございます。耐震診断の結果Ｉｓ値が

０.２３、平成２３年度に実施設計を行い、２
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４年度に耐震改修工事を行っております。工事

の内容でございますが、壁ブレースの新設が６

カ所、その他、天井の落下対策などを行ってお

ります。決算額、２６３１万９３００円。特定

財源は、国庫補助が１０８６万２０００円、か

ら地方債１５３０万円は緊急防災・減災事業債

を充当しております。右ページの自己評価につ

いては、先ほどと同じく妥当性、有効性、効率

性のいずれもＡ、２４年度で事業完了というこ

とで、今後の方向性は空欄としております。 

 次のページをお願いいたします。３１８ペー

ジ、有佐小学校渡り廊下改築事業（繰越分)で

ございます。耐震診断の結果、Ｉｓ値が０.１

１、この建物は補強ができないということか

ら、新たに渡り廊下をつくり直す改築事業とし

て２３年度に実施設計、２４年度に改築工事を

行ったものでございます。新たな廊下は鉄骨づ

くり、２階建てで長さが１２.７メートル、延

べ床面積が３３平米でございます。決算額は３

０９９万１８００円。特定財源は国庫補助が２

５９万２０００円、それから地方債２８３０万

円は緊急防災・減災事業債を充当しておりま

す。右ページの自己評価につきましては、妥当

性、有効性、効率性のいずれもＡ、２４年度で

事業完了ということで、今後の方向性は空欄と

しております。 

 次のページをお願いいたします。金剛小学校

弥次分校体育館耐震改修事業（繰越分）でござ

います。耐震診断の結果、Ｉｓ値は０.２８、

平成２３年度に実施設計を行いまして、２４年

度に耐震改修工事を行っております。工事の内

容でございますが、壁ブレースの新設が８カ

所、その他、天井の落下対策を行っておりま

す。決算額２９３３万５９５０円。特定財源

は、国庫補助が７４８万８０００円、地方債１

９７０万円は同じく緊急防災・減災事業債を充

てております。右ページの自己評価につきまし

ても先ほどと同じく妥当性、有効性、効率性の

いずれもＡ、２４年度で事業完了ということ

で、今後の方向性は空欄としております。 

 次に、１つ飛びまして、３２４ページをお願

いいたします。教科指導及び教材充実事業（中

学校）でございます。先ほど３０６ページでは

小学校分に説明をいたしましたが、これは同じ

事業の中学校分でございます。教育費の予算

が、大きく小学校費、中学校費、特別支援学校

費、幼稚園費と分かれておりますので、このよ

うに同じ事業でございますけども別の事業とし

て評価の対象となっているものが幾つかござい

ます。御了承願います。 

 中学校費における２４年度決算額は、５２３

２万９１４８円。その主なものは、図書館指導

員７人分の報償費４１６万５０００円、特別支

援教育支援員１０人分の報償費９９０万円、生

徒指導員８人分の報償費７２１万９２００円、

教師用教科書の整備２４１３万６４００円など

でございます。右ページの自己評価につきまし

ては、小学校費と同じく、妥当性と効率性は

Ａ、それから真ん中の有効性につきましては、

学校訪問の訪問内容や時間帯について検討する

余地がありとして、Ｂとしているところでござ

います。また、今後の方向性につきましては、

特別支援教育支援員や図書館指導員の配置の充

実や学校訪問の改善が必要なことから、市によ

る実施、規模拡充といたしておるところでござ

います。 

 次のページ、３２６ページをお願いいたしま

す。不登校児童生徒の適応指導事業でございま

す。この事業は、くま川教室を設置して、不登

校状態にある児童生徒に対し、個別や集団での

活動を通して学校復帰を支援する事業でござい

ます。２４年度決算額６８４万７１８１円。そ

の主なものは、指導員７人分の報償費３４９万

１０００円、また午後の開級分として、指導員

３人分の謝礼２１７万７０００円でございま

す。なお、特定財源の２９３万８０００円につ
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きましては、２２年度の国の経済対策において

交付をされました、住民生活に光をそそぐ交付

金の一部を基金化したものから充当いたしてお

ります。２４年度の生徒数は、２年生が４人、

３年生が１３人の１７人でございました。その

うち３人が学校に復帰を果たしております。右

ページの自己評価につきましては、妥当性、有

効性、効率性のいずれもＡとしております。今

後も課題を抱えた児童生徒一人一人の実情に応

じたきめ細かな対応が必要であることから、今

後の方向性につきましても市による実施、現行

どおりとしているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。３２８ペー

ジ、第四中学校体育館改築事業でございます。

第四中学校体育館については、耐震診断の結

果、Ｉｓ値は０.１８、建物の老朽化や生徒数

に対して狭隘であることから改築を行うことと

し、平成２４年度において体育館の基本・実施

設計と特別教室棟の改修工事などを行っており

ます。中段の決算額、３３６９万７０２０円。

特定財源の地方債、３０９０万円につきまして

は、合併特例債でございます。なお、繰越明許

費の４億３６６万９０００円につきましては、

国の経済対策に伴いまして、２５年度の工事費

の一部を２４年度の３月補正で予算化したもの

でございます。今後のスケジュールとしまして

は、今年度体育館・武道場の改築、２６年度に

旧体育館の解体とグラウンド等の整備を予定し

ております。右ページの自己評価につきまして

は、妥当性、有効性、効率性のいずれもＡ、今

後の方向性は市による実施、現行どおりとして

おります。 

 次に３３０ページ、お願いいたします。二見

中学校体育館耐震改修事業（繰越分）でござい

ます。耐震診断の結果、Ｉｓ値は０.２４、平

成２３年度に実施設計を行いまして、２４年度

に耐震改修工事を行っております。工事の内容

でございますが、壁ブレースの新設が８カ所、

その他、天井の落下対策などを行っておりま

す。決算額、１７０９万８５０円。それから特

定財源は、国庫補助が１０６９万５０００円、

地方債６３０万円は緊急防災・減災事業債を充

てております。右ページの自己評価につきまし

ても、妥当性、有効性、効率性のいずれもＡ、

２４年度で事業完了ということで、今後の方向

性は空欄といたしております。 

 次のページ、３３２ページ。日奈久中学校体

育館耐震改修事業（繰越分)でございます。耐

震診断の結果、Ｉｓ値が０.２０、平成２３年

度に実施設計を行い、２４年度に耐震改修工事

を行っております。工事の内容ですが、壁ブレ

ースの新設１２カ所、その他、天井の落下対策

を行っております。決算額は３０８５万９５０

０円。特定財源は、国庫補助が１５０９万円、

地方債１５６０万円は緊急防災・減災事業債を

充当しております。右ページの自己評価につき

ましては、先ほどと同じく妥当性、有効性、効

率性のいずれもＡ、２４年度で事業完了という

ことで、今後の方向性は空欄としております。 

 次のページをお願いいたします。３３４ペー

ジ、第七中学校体育館改築事業（繰越分）でご

ざいます。耐震診断の結果、Ｉｓ値は０.１

８、補強ができないとのことから改築を行って

おります。平成２３年度に実施設計を行いまし

て、２４年度に体育館と技術科室の改築工事、

それから屋外附帯工事、それとテニスコートの

整備などを行っております。２５年度につきま

しては、旧体育館の解体やグラウンド整備など

を行っているところでございます。２４年度の

決算額、５億１０５０万１６００円。特定財源

は、国庫補助が１億３３５１万３０００円、地

方債３億７２７０万円につきましては、緊急防

災・減災事業債と一部合併特例債を充当してお

ります。なお、不用額が約２５００万程度ござ

いますが、工事に伴う入札残でございます。そ

れから決算額の内訳でございますが、主要な施
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策の概要欄に記載のとおりでございます。右ペ

ージの自己評価につきましては、妥当性、有効

性、効率性のいずれもＡ、今後の方向性は、市

による実施、現行どおりといたしております。 

 次のページをお願いいたします。３３６ペー

ジ、泉中学校体育館・特別教室棟改築事業（繰

越分）でございます。耐震診断の結果、Ｉｓ値

は体育館が０.１７、隣接する給食棟・柔道場

・技術科室がそれぞれ０.２２、０.３３、０.

４８で、いずれも補強ができないとのことか

ら、４棟を取り壊しまして、新しい体育館を中

心に一体的な整備を行ったところでございま

す。平成２３年度に実施設計を行いまして、２

４年度には体育館と特別教室棟の改築、また体

育館の２階に武道場、それから既存の寄宿舎を

改修して給食室を整備したところでございま

す。２４年度の決算額、７億１１２６万６８５

０円。特定財源は、国庫補助が２億３０６７万

２０００円、地方債４億７５９０万円につきま

しては、緊急防災・減災事業債と一部合併特例

債を充当いたしております。決算額の内訳につ

きましては、主要な施策の概要欄に記載のとお

りでございます。右ページの自己評価につきま

して、妥当性、有効性、効率性のいずれもＡ、

それから今後の方向性につきましては、体育館

と特別教室棟の改築事業につきましては２４年

度で完了ということで、空欄としているところ

でございます。 

 次に３３８ページ、お願いいたします。第一

中学校校舎耐震改修事業でございます。第一中

学校の校舎につきまして、大きくは３棟に分か

れております。耐震診断の結果、それぞれＩｓ

値が０.３８、０.４４、０.４５となっており

まして、いずれも補強が可能と、必要となって

おります。２４年度におきましては、一番北側

にございます校舎について、壁ブレース新設８

カ所の耐震改修工事とそれからベランダ改修、

それから屋内消火栓設置等の整備を行っており

ます。なお、残りの２棟につきましては、平成

２６年度と２７年度に整備する予定でございま

す。２４年度決算額、１億８１万３６５０円。

特定財源は、国庫補助が３５７９万６０００

円、地方債６４８０万円は緊急防災・減災事業

債を充てております。右ページの自己評価につ

きまして、妥当性、有効性、効率性のいずれも

Ａ、今後の方向性は市による実施、現行どおり

といたしております。 

 次に、１つ飛びまして、３４２ページをお願

いいたします。特別支援学校校舎改築事業でご

ざいます。八代養護学校の校舎につきまして

は、５棟あります校舎のうち３棟は補強ができ

ないことから改築、それから１棟を補強するこ

とといたしております。既存の敷地では改築が

困難であったことから、学校の南側に用地を取

得して改築を行うことといたしております。２

４年度におきましては、南側の土地約１７００

坪になります、これの用地買収、それから新校

舎の実施設計、道路のつけかえ等の整備を行っ

ております。今後のスケジュールにつきまして

は、２５年から２６年８月ごろまで校舎の改

築、その後、引っ越しをいたしまして、旧校舎

３棟を解体をいたします。それから２７年度に

附帯工事を予定しているところでございます。 

 ２４年度の決算額は、１億８３３４万２０５

６円。特定財源の地方債１億５７３０万円は合

併特例債を充当いたしております。決算額の内

訳について主なものを申し上げます。公有財産

購入費、地権者は５名いらっしゃいますが、８

０７５万９１０６円、物件の移転補償、対象者

は３人いらっしゃいます、１８５９万３９００

円、実施設計業務委託２５２０万、それから道

路付替外施設整備工事（前払金）でございます

が、２５年度にこれは繰越をしておりまして、

２４年度につきましては２７０９万円を前払い

金として支払っております。右ページの自己評

価につきましては、妥当性、有効性、効率性の
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いずれもＡ、今後の方向性は市による実施、現

行どおりとしているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。３４４ペー

ジ、幼稚園就園奨励費補助金事業でございま

す。この事業は、家庭の所得状況に応じて保護

者の経済的負担の軽減を図るとともに、公立・

私立幼稚園間の保護者負担の格差の是正を図

り、もって幼稚園教育の振興につながるよう補

助金を支給しているものでございます。２４年

度決算額は、２２０５万９４００円。特定財源

の５２０万７０００円は国庫補助でございま

す。２４年度の対象者は、公立保育園６園で園

児数が２６人、それから私立幼稚園９園で園児

数２２９人の計２５５人でございました。右ペ

ージの自己評価につきましては、妥当性、有効

性、効率性のいずれもＡ。今後の方向性につい

ては、市による実施、現行どおりとしていると

ころでございます。 

 次に、３４６ページ、準要保護就学援助事業

をお願いいたします。先ほど３０８ページにお

きまして、経済的理由によって就学困難と認め

られる児童生徒の保護者に対しまして、学用品

費・修学旅行費等の援助事業について説明をい

たしましたけども、この事業は、同様に、就学

困難な児童生徒の保護者に対し学校給食費の援

助を行うものでございます。２４年度の対象者

は小中学校合わせて１４８１人、決算額は５３

０８万１８３１円でございます。右ページの自

己評価ですが、妥当性はＡ。それから有効性に

つきまして、現在の補助が予算の範囲内で行わ

れており、全額援助には至っていないというこ

とから、事業内容の見直しについてＢの検討の

余地ありとしているところでございます。ま

た、効率性につきまして、他の部署でも同様の

就学支援を行っていることから、他事業との統

合・連携を図ることで事務の効率化や人件費の

削減につながるとして、②・③の評価をＢの検

討の余地ありとしているところでございます。

今後の方向性につきまして、全額援助ができる

よう予算の確保に努めるとして、市による実

施、規模拡充としております。 

 次のページをお願いいたします。３４８ペー

ジ、財団法人八代市学校給食会運営補助金事業

でございます。学校給食会は、昭和５８年に設

立された財団法人で、旧八代市域を対象に、１

日当たり約９２００食の調理と配送を行ってお

ります。市では、学校給食会の運営に必要な人

件費等の補助を行っているところです。２４年

度決算額は、２億９１１１万３１１７円。給食

の配送先につきましては、主要な施策の概要に

記載のとおりでございます。右ページの自己評

価でございますが、まず妥当性について、現在

は民間委託が主流になりつつあることから、市

民ニーズ等の状況をＢとしております。次に有

効性、効率性につきまして、現在、市内の給食

の調理場が単独調理校、それからセンター方式

とが混在をしております。また、運用形態も直

営方式と委託方式で異なっているということか

ら、これらの見直しを今後進めていく必要がご

ざいます。そのため事業内容の見直し、民間委

託等、人件費の見直しをＣとしているところで

ございます。さらに、今後の方向性につきまし

て、市による民間委託の拡大・市民等との協働

等といたしております。 

 次に２つ飛びまして、３５４ページをお願い

いたします。公民館施設整備事業でございま

す。この事業は、施設の安全性の保持や利用者

の利便性の向上を図るため、各校区公民館にお

いて生涯学習活動や管理運営上必要な整備・修

繕を行うものでございます。また、自治公民館

におきましては、整備を行う町内に対して１件

当たり新築の場合で３００万円、それから修繕

の場合５０万円を限度額として、経費の２分の

１を補助いたしております。２４年度の決算額

は、２７７４万２１１１円でございました。そ

の主なものでございますが、松高公民館和室増
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築工事４６５万１５００円、それから麦島公民

館トレーニングホール壁面改修工事６６２万２

５０円でございます。右ページの自己評価でご

ざいますが、校区公民館の管理運営につきまし

ては、今後、住民自治への移行なども踏まえな

がら民間委託等も検討していく必要がございま

して、妥当性の、市が関与する必要性、及び効

率性の民間委託等につきまして、検討の余地あ

りのＢといたしております。また、自治公民館

への補助については、今後見直しが必要になっ

てくる見込みから、効率性の４、受益者負担の

適正化をＢとしているところでございます。 

 次の３５６ページをお願いいたします。自治

総合センターコミュニティ助成事業、校区公民

館事業・公民館施設整備事業でございます。財

団法人自治総合センターが行っているコミュニ

ティー助成につきましては、宝くじの収益を財

源として地域のコミュニティー活動を支援され

ているもので、これを活用して地域の施設や設

備の整備を行う町内会に補助を行うものでござ

います。２４年度につきましては、南松江町内

会の子供みこし等の整備に対して、また水島町

内会が整備いたしました自治公民館の建設に対

して、それぞれ補助を行っております。２４年

度決算額は１５９０万円。財源は、全額自治総

合センターの助成金でございます。右ページの

自己評価でございますが、現在は自治総合セン

ターから一旦市を経由してコミュニティー団体

に補助が行われていることから、妥当性の市の

関与する必要性についてＣといたしておりま

す。また有効性、効率性については空欄として

いるところでございます。今後の方向性につき

まして、コミュニティー活動に対する助成の要

望はますます増加しておりますが、市の窓口が

複数現在ございまして、住民にとっては少しわ

かりにくいということで改善すべき部分がある

ことから、市による実施、要改善といたしてお

るところでございます。 

 次に、少し飛びますが、３６６ページをお開

きをお願いいたします。図書館管理運営事業で

ございます。この事業は、図書館が生涯学習の

中核施設として、また地域の情報センターとし

て、市民の読書や研究活動、学習活動を支援し

ていくために必要な図書資料、視聴覚資料を整

備しているものでございます。２４年度決算額

は６０３６万６６５９円でございます。その主

なものは、図書館資料購入費１５５３万４８８

円、それから図書館システム運用経費９９７万

４８６８円でございます。また、その他特定財

源に４６７万３２８９円ございますが、その主

なものは下の欄の右側に財源内訳として挙げて

おります。この２段目に、住民生活に光をそそ

ぐ基金繰入金３４８万２０００円、これがその

特定財源の主なものでございます。 

 次に、右ページの自己評価でございますが、

現在、窓口業務の委託、それから開館日・開館

時間の増加等市民サービスの向上に一生懸命取

り組んでいるところでございますが、今後は直

接子供の読書活動を支援する取り組み、それか

らさらなる市民サービスの向上に取り組む必要

があると考えております。こういうことから、

有効性の事業内容の見直し、効率性の民間委託

等、人件費の見直しについてＢとしているとこ

ろでございます。また、同様の理由から、今後

の方向性につきましては、市による（民間委託

の拡大・市民等との協働等）といたしておりま

す。 

 次の事業でございます。次のページをお願い

します。３６８ページから３７５ページまで

は、博物館が季節ごとに行っております４つの

特別展覧会事業となっております。大きなもの

を２つ御紹介します。まず３６８ページ、春季

展覧会でございます。春は各地の美術館や博物

館が所蔵するコレクションをお借りして展覧会

を行っております。２４年度は写真家土門拳の

寺社や仏像を撮影した作品１００点を紹介いた
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しまして、入館者数が４７４１人でございまし

た。決算額は５３２万５０７４円。右ページの

自己評価でございますが、展覧会とあわせて行

う講座・講演会について、教育普及活動等と連

携をいたし、コストの削減や参加者の増が図れ

ると考えております。そういうことから、効率

性の、他事業との結合・連携をＢとしていると

ころでございます。それから今後の方向性につ

きましては、市による実施、現行どおりといた

しております。 

 １つ飛びまして、３７２ページをお願いいた

します。秋季展覧会でございます。現存する資

料の調査・研究をもとに、各地から借用した関

連資料とともに展示をしながら、八代の歴史・

文化像を内外に発信する企画をいたしておりま

す。２４年度は入城４００年記念、八代城主加

藤正方の遺産と題しまして、八代城、──松江

城でございますが、を築いた正方の余り知られ

ていない生涯を、さまざまな歴史資料をもとに

紹介をいたしたところでございます。入館者数

が３５１１人、決算額は７３３万９３８円でご

ざいました。自己評価については、春季と同様

としております。 

 教育部所管の主要事業についての説明は以上

でございますが、調書に記載されていない大き

な不用額が１点ございますので、歳入歳出決算

書をちょっとお開きをお願いいたします。 

 １６９ページをお開きください。１６９ペー

ジの上から４つ目の欄になります。学校建設費

の中の節１５・工事請負費、これの不用額の欄

でございますが、２億１２２５万３７００円、

これは、その主なものは、金剛小学校校舎が当

初耐震診断の結果で補強が可能とのことから耐

震改修を行うといたしまして、平成２３年度２

月補正で予算を御承認いただいております。し

かしながら、改修工事の実施設計の段階で、県

の外郭団体でございます構造評価委員会から最

終的には改修ができない建物であるとの診断が

なされまして、耐震改修工事を中止したために

生じたものでございまして、繰越予算であると

いうことから減額ができなかったものでござい

ます。 

 それから、なお、１０款の災害復旧費の教育

部でございますが、済みません、もとに戻りま

して調書その２、４０４ページをお開きをお願

いいたします。４０４ページに、社会教育施設

災害復旧事業といたしております。これは、昨

年の７月の豪雨に伴いまして、さかもと青少年

センター、それから二見社会教育センターの傾

斜部分が、大雨による土砂崩れが発生したため

に復旧をいたしたものでございます。土砂の撤

去とのり面の整形で、決算額が２９万９２５０

円でございました。 

 説明につきましては、以上でございます。御

審議のほう、よろしくお願いいたします。 

○委員長（友枝和明君） ただいま説明のあり

ました第９款・教育費、第１０款・災害復旧費

中、教育部関係分について質疑を行います。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。幾つかにまた

がっているのでまとめてお尋ねをしたいんです

けれども、学校図書館指導員と特別支援教育支

援員の…… 

○委員長（友枝和明君） 何ページですか。 

○委員（幸村香代子君） これですね、小学校

・中学校・特別というふうに全部またがってい

るので、ちょっと総括的にちょっとまとめてお

話を聞きたいんですが、この２つ、支援員、指

導員両方ともですね、非常に八代市の特色のあ

る事業であって、この間、長年かけてですね、

その中身については充実をさせてこられたとい

うふうに高く評価をしているところです。しか

しながら、なかなか現場のニーズに応え切って

ないというのも片方の課題としてあって、その

中でですね、拠点校と、あと、拠点校を持ちな
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がら２校３校兼任をされていると、図書の指導

員さんもですね。例えば特別支援員についても

ですね、非常に兼任校があるというふうなとこ

ろを聞いているんですけれども、そこのあるか

ないかというところだけ、ちょっと最初お尋ね

をしたいと思います。（｢兼任校が」と呼ぶ者

あり）兼任校があるかないか、はい。 

○教育部首席審議員兼学校教育課長（塚副 徹

君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 塚副教育部首席審議

員兼課長。 

○教育部首席審議員兼学校教育課長（塚副 徹

君） はい。こんにちは。（｢こんにちは」と

呼ぶ者あり）学校教育課の塚副と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 今の御質問ですけれども、図書館指導員は兼

務をしております。また、生徒指導員、済みま

せん、特別支援教育支援員につきましては、１

校自分の受け持ちのところをやっているという

ような状況です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） わかりました。支援

員については大分、そういった意味では１校に

ですね、１人配置というふうには進んできた。

しかし、現場からはたしか２人３人というふう

なですね、要望が出ているという、その現場を

見てみれば、確かにそういったふうな支援を必

要とする生徒さんもふえているということもあ

って、複数のですね、支援員を必要とされてい

るというところがあるというふうにお聞きをし

ています。先ほどの支援、学校図書館指導員に

ついては兼任校があるということで、遠くです

ね、多分希望されている、支援員に応募をされ

て希望されているところは、兼任校についても

近場がいいというふうに希望されているみたい

なんですが、でも現実的には非常に遠く、例え

ば市内のほうから東陽に、東陽が必要、東陽あ

たりが必要とされるんだけども、なかなかそこ

の現場にですね、いらっしゃらなくって、近場

のところからまた兼任をされているということ

で、非常に距離的なですね、負担をあるんじゃ

ないかというふうに思うんですが、そこはどん

なでしょうか。 

○教育部首席審議員兼学校教育課長（塚副 徹

君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 塚副教育部首席審議

員兼課長。 

○教育部首席審議員兼学校教育課長（塚副 徹

君） はい。はい、今御質問があったとおり、

御意見があったとおり、距離的負担感というの

はあると思います。で、それを加味しまして、

本年度、学校教育課のほうでも、近場の学校を

ということで計画をしております。ただ、なか

なか全ての方々にそれが当てはまるかどうかと

いうところが、ちょっとなかなかできないとこ

ろでありまして、それも加味して今検討してお

ります。 

 以上です。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。結局ですね、

そうなると、言うなれば交通費というものが特

に支給されているわけではないというふうに思

っているんですが、そこはどんなですか。 

○教育部首席審議員兼学校教育課長（塚副 徹

君） はい、委員長。 

○委員長（友枝和明君） 塚副教育部首席審議

員兼課長。 

○教育部首席審議員兼学校教育課長（塚副 徹

君） はい。はい、交通費につきましては、出

ていない状況です。 

○委員（幸村香代子君） はい。はい。 

○委員長（友枝和明君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） 片方ではですね、非

常に思いのある皆さんで、半ボランティア的な
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っていうふうなですね、要素もあるのかもしれ

ないけれども、そういったふうな現実的にです

ね、非常に交通費あたりの負担が生じていると

いう事実もあります。で、私はある程度、ここ

まできた図書指導員、また特別支援員について

ですね、もう一段その環境整備についてです

ね、八代市としても、もう一段見直す時期に、

前進的にですね、見直す時期に来ているんじゃ

ないかなというふうに思います。この事業その

ものが全て、教育というものそのものがです

ね、全てお金ではかれるというものではないと

いうこともありますが、実際的なその負担感と

いうものをですね、ある程度軽減していくとい

うことも、考え方としては必要なんじゃないか

というふうに思いますので、そのあたりの整理

をですね、今後という意味ではお願いをした

い。そして、さらにですね、現場にとって必要

とされるような配置も含めてお願いをしたいと

思います。 

 以上です。 

○委員長（友枝和明君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（友枝和明君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。要望という形で

構いませんけれども、まず１点目は、──２点

ありまして、１点目は、学校の緑化ですね。一

般質問もしたんですけれども、緑化の十分な管

理ができる予算確保をお願いしたい。また財政

のほうには、その点を考慮した予算づけをです

ね、お願いしたいというふうに思っておりま

す。 

 それから２点目は、教育費の占める割合とい

うことで、一般会計の中で約１割はですね、確

保していただきたい。その学校耐震化の建設予

算を除いた中での１割確保していただきたいと

いうことで、議会のほうから総意として市長の

ほうに提出をしたものもありますので、ぜひそ

の予算確保をですね、１０％予算確保をお願い

したいと思いますし、財政のほうにはその配分

をぜひとも近づけていただきたいということ

で、要望させていただきたいというふうに思い

ます。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） では、要望としてよ

ろしくお願いいたします。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（友枝和明君） 以上で、第９款・教

育費、第１０款・災害復旧費中、教育部関係分

についての質疑を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。

（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 次回の委員会は、１１月８日、金曜日、午後

１時開会となっております。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、これをもちまして、本日の決算審

査特別委員会を散会いたします。 

（午後４時４７分 閉会） 
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